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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　プロローグ






　永遠なる桜の都──

　第だい弐に京都では一年を通して春が続き、常に桜が舞い散ちっている。

　十年前、名古屋から第弐京都へと名があらためられた直後に大規模な〝時じ空くう嵐あらし〟が直撃した。四季の消滅はその影響によるものだ。

　幸い、人間や動物に大きな影響はなかったが、一部の植物は生態が激変してしまった。

　当時、東京からの遷せん都ととともに第弐京都では大規模な桜の植樹計画が進められており、桜の木々には特に多大な影響が見られた。

　咲いては散り、また咲いて散る──それを永遠のように繰り返している。

　第弐京都を襲った時空嵐は強烈で、激しく時間と空間を歪ゆがめ、第弐京都一帯が異なる時空に飛ばされても不思議はなかったという。

　一年中春が続く程度で済んだのは、とてつもない幸運だったとすら言える。

　その第弐京都の中心、白はく桜おう宮きゆう──

　旧京都の二条城をモデルに建造された城である。

　第弐京都の中心であり、都を統すべる〝姫君〟の居きよ城じようだ。

　また、白桜宮は政府そのものを指す言葉でもある。

　城は高い塀へいと堀に囲まれており、東西、南北ともに約五百メートル。

　城内だけでなく塀の周囲も含め、至るところに桜が植えられ、一年中ひらひらと花びらを舞わせている。

　まだ建設は第一段階であり、現在も拡張工事が続けられている。最終的には五倍近い広さになり、今は城外にある議ぎ場じようやいくつかの重要省しよう庁ちようなども設置される予定だ。

「散ちってなくなるからありがたみがあるんだよなあ……」

　白はく桜おう宮きゆうの前庭、正門の近くを歩きながら、少年はつぶやいた。

　正門前にある詰め所に数人の警察官がいる。そのうちの一人が、少年の声を聞きつけてじろりと睨にらんできた。

　少年は、はっとして口をつぐむ。

　白桜宮の内部は、一般人の見学などは禁止されている。

　だが、少年は一般人ではない。

　軍服のような黒の上着を着て、袖そで口ぐちにはだんだら模様が入っている。

　右の太ももにつけているのはホルスターだ。そこには拳けん銃じゆうが収められている。

「ちっ、ヴォルフがうろうろと」

　さっき少年を睨んだ警官が舌打ちした。

　咎とがめられることはなくても、少年は歓迎されていない。

　少年は、警察の競合組織の一員だからだ。

「はいはい、あっちに行きますよ」

　少年は小声で言って、早足に歩き出した。

　彼もまた警備中だが、警官たちに見えないところに移動したほうがよさそうだった。

「おっ……」

　少年は、近くの建物の裏手に入り、息を呑のんだ。

　その先には、見渡す限り桜が咲き乱れ、まるで薄桃色の海のようだ。

　白桜宮主催のガーデン・パーティ──〝観かん桜おう会かい〟で使用される桜の庭園である。

　そして──

「…………」

　視界を埋うめ尽つくすような桜の園に、一人の少女がいた。

　桜の花びらが舞う中に、静かに立ち尽くしている。

　長い黒髪を腰まで伸ばした、美しい少女だった。

　いかにも楚そ々そとした印象の彼女に、桜と同じ色のドレスがよく似合っている。

　ドレスの胸元から見える二つのふくらみは豊かで、腰は折れそうなほどに細い。脚あしもすらりと長く、文句のつけようがないスタイルだ。

　少年は、彼女を知っていた。というより、知らないはずがなかった。

　白桜宮の主あるじにして、第だい弐に京都の、日本の頂点に立つ少女。

　結城ゆうきノア──というのが彼女の名前だ。

　年齢は、まだ十六歳。若すぎる王者への不満の声は決して少なくない。

　だが、際立った美び貌ぼうの持ち主である彼女は、それ以上に国民からの支持を得ている。

「おはようございます」

　その透き通った声に、少年はきょとんとしてしまう。

　一瞬、結城ゆうきノアに声をかけられたことを理解できず、思考が止まってしまったのだ。

「お、おはようございます！」

　我に返り、少年は必要以上に大きな声で挨あい拶さつして頭を深々と下げる。

「桜は、好きですか？」

「──は？」

　少年は顔を上げ、ぽかんと口を開けてしまう。

「わたし、桜が大好きなんです。特に、ここの見渡す限りの桜が。みなさんにも、好きになってもらいたいんですよ」

「は、はぁ……」

「……あ、急にごめんなさい。変な人でしたね、わたし」

「い、いえ……」

　少年が困惑していると──

　少女は、ふとなにかに気づいたような顔をした。

「ああ、そうでした。警備に加わってくださってるんでしたね。新撰組が──」

「は、はい。新しん撰せん組ぐみ一番隊所属、犬いぬ神がみ冬とう夜やです！」

「ですか。犬神さん、ですね」

　結城ノアはそう言って、にっこりと笑った。

　冬夜はふと思い出す。「ですか」というのは、結城ノアの口癖らしい。

　公式行事などでは言わないが、砕けた場ではよく口に出すという。

　彼女の口癖を生で聞けて、冬夜は感動してしまう。

「……？　どうかしましたか、犬神さん？」

「い、いいえ。なんでもありません。それより、勝手に庭園に入ってしまって……」

「かまいませんよ。わたしの大好きなこの庭園も、守ってくださいね」

「一命に代えましても！」

「ふふ、桜に命までは懸けなくていいですよ。死なない程度に頑張りましょう」

「は、はい。そうします……」

　冬夜は、また戸惑ってしまう。

　白はく桜おう宮きゆうの主あるじと対面したのはもちろん初めてだ。ＴＶやネットで見る限りでは、凛りんとした生き真面目まじめな少女だと思っていたが、意外と砕けた性格らしい。

「あ、すみません。迎えが来たようです。失礼しますね」

　結城ノアの言葉に振り返ると、黒いスーツを着た男たちが数名、近づいてきている。

　彼らも警察の人間だろう。

　結城ゆうきノアは、スーツ姿の男たちに囲まれるようにして歩いて行ってしまう。

　冬とう夜やは、その姿を見送りながら、また呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　まさか、結城ノアと言葉を交すことになるとは──夢でも見ているような気分だった。

「っと、ぼーっと見てる場合じゃない！」

　冬夜は、慌てて走り出した。彼の仕事は、白はく桜おう宮きゆうの警備。それには結城ノアの護衛も含まれるはずだ。

　結城ノアは、当然ながら公務で出かける機会が多い。

　白桜宮内は車の通行は禁止だ。結城ノアが外出する際にも、敷地の外まで出て車に乗り込むのが決まりになっている──らしい。

　冬夜が追いついたときには、結城ノアは正門をくぐるところだった。

「…………！」

　冬夜は、不意に肌がざわっと粟あわ立だつのを感じた。

　そのときには、弾はじかれたように飛び出していた。

　結城ノアとスーツの男たちの横を一瞬ですり抜け、ホルスターに挿さした拳けん銃じゆうを引き抜く。

　コルトパイソン３５７マグナム──装弾数六発の回転式拳銃リボルバーである。

　両手で拳銃のグリップをホールドし、引ひき金がねに指をかける。同時に、正門に向かってまっすぐ突っ込んでくる白いライトバンに向けて、警告もせずに発はつ砲ぽうする。

　凄すさまじい発砲音が響き、ライトバンのタイヤに弾丸が命中する。

　冬夜はパイソンを構えたまま素早く位置を移動する。横目で見ると、スーツの男たちが結城ノアをかばい、門の中に待たい避ひしようとしているところだった。

「ああ、そうだろうさ！」

　冬夜は急転回して、銃口を結城ノアのほうへと向けた。護衛の一人がそれに気づき、抜いていた拳銃を向けてくる。

　二人が同時に発砲する。

「ちっ……！」

　冬夜の左肩を銃じゆう弾だんがかすめていく。そして、彼が撃うった銃弾は──

「ぐあっ！」

　発砲した護衛ではなく──隣にいた男が頭を撃たれ、どさりとその場に倒れる。

「貴様っ！　いったいなんのつもり──」

「黙ってろ！　邪魔をするなっ！」

　冬夜は鋭するどく言い、結城ノアのそばへ駆け寄り、彼女をかっさらうようにして手を引っ張って走り出す。

「あんたらもそこから離れろ！　疑うならそいつのスーツの下を見ろ！」

　冬夜は結城ノアを連れて走りながら、叫んだ。

　他の護衛の男が、倒れた同僚のそばに屈かがみ込こみ、スーツの前を開かせている。

　冬夜の直感が正しければ、そこには──

「こっ、これは……！」

　護衛の男が、顔を真っ青にして逃げ出す。他の護衛たちもそれに続く。

　護衛たちが数メートル離れたところで──撃うたれて倒れた男の身体からだが爆発した。轟ごう音おんが響き、衝撃波が逃げ切れなかった護衛の男たちを数人吹き飛ばしてしまう。

「……爆弾ですか？」

「ご覧のとおりです。裏切り者なんてどこにでもいるようですね」

　冬とう夜やは、結城ゆうきノアにさらりと言った。

　撃たれた男は身体に爆弾を巻きつけてあり、起爆するところだったのだ。

　冬夜がそれに気づいたのは、最初はカン。そしてすぐに、あの男がさりげなく結城ノアの避難を邪魔するように誘導しつつ、強烈な殺気を発していることを見抜いた。

　起爆させてしまったのは詰めが甘かったが、結果オーライだ。

　いや、まだだ──

「姫様、下がっていてください！」

　冬夜は結城ノアから手を離し、パイソンを地面に投げ捨てた。

　同時に、彼の胸が白い輝きに包まれ、そこから一丁のライフルが飛び出してくる。

　黒鉄くろがね色に輝く、大口径の長大なライフルである。

　冬夜は両手で素早くライフルを構え、横転しているライトバンに銃じゆう口こうを向けた。

　ライトバンから出てきていた男が、対戦車ロケット砲を構えていた。男は頭から大量に出血しているが、砲口はブレることなく結城ノアに向けられている。

　再び、冬夜は相手とタイミングを合わせるようにして発はつ砲ぽうした。凄すさまじい煙を噴き上げ、ロケット弾が低速で飛んでくる。

　冬夜が撃った弾丸とロケット弾は正面から衝突し──

　一瞬まばゆく輝くと、ロケット弾は跡形もなく消滅していた。

「なにっ……!?」

　ロケット弾を放った男が驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

「くっ、バレット・ブレイドか……！」

「もちろんさ」

　冬夜は不敵に笑う。

　撃剣霊子式長銃バレツト・ブレイド──

　リンカーが受け継いだ英雄の魂から霊子スピリアと呼ばれるエネルギーを引き出し──エネルギーを収しゆう束そくさせる装置である銃じゆう弾だんを通して、霊子のかたまりを発射する。

「そうか、貴様……狼ヴオルフか！」

「この制服を見て気づいてほしいな。俺たちもまだまだ知名度低いのかな？」

　冬夜は、ライフルを構えたまま少しだけ残念そうな顔をする。

「終わりだよ、なかなかいい奇襲だったけどね」

「黙れ、この狂犬が──」

　ロケット砲の男が言いかけたところで。

　今度はライトバンが爆発した。車体がオレンジ色の火球と化し、木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散ちる。

　車体のすぐ横にいたロケット砲の男も巻き込まれ、肉体が四散していた。

「ふん、どっちが狂犬だ。このテロリストどもがよ」

　燃え上がる車体の向こうから、冬とう夜やと同じ黒い制服を着た男が現れた。

　まだ若い青年だ。黒光りするライフルの銃身を片手で掴つかんでいる。

　その後ろに、同じ服装の者たちが数人いる。若い男が多いが、少女らしき姿もあった。

「ご機嫌ナナメだよねー、〝土方ひじかた〟さん。でもこれ、ちょっとやりすぎじゃないかな？」

「黙れ、〝沖おき田た〟。こんなザコでも徹底的に殲せん滅めつしなければ禍か根こんを残すんだよ」

　沖田と呼ばれた少女を睨にらみながら、土方という青年が無愛想な口調で言った。

「とりあえず終わりだ、〝近こん藤どう〟さん」

「ああ……よくやった、土方。それに犬いぬ神がみも」

　現れた黒い制服の者たちの一人、整った顔立ちをした小柄な少年が鷹おう揚ように頷うなずいた。

「そうですか、これがあなたたちの──ヴォルフの力なのですね」

　護衛に囲まれていた結城ゆうきノアが、ゆっくりと前に進み出てくる。

　そして、冬夜のすぐ横で足を止めた。

「はい、姫様」

　小柄な美少年──近藤が、跪ひざまずいた。












　同時に、土方ひじかた、沖おき田た、それに冬とう夜やも同じようにする。

「我ら新しん撰せん組ぐみの力は、すべて姫様のために。存分に我らをお使いください」

「お疲れ様でした、近こん藤どうさん。土方さんに、沖田さんも。ああ、そういえば──あなたは何者ですか？」

　結城ゆうきノアは視線を下げ、冬夜に問いかけてくる。

「俺は何者でもありません。前世は、名もなき新撰組隊士でして」

　冬夜は結城ノアと視線を合わせる。

　年頃の少女にはずいぶん衝撃的なシーンを見た割に、彼女は落ち着いているようだ。

　さすがは、この国を統すべる姫君、といったところか。

　冬夜はそんなことを思いつつ、地面に置いたバレット・ブレイドの銃身をぐっと握った。

　彼女のためならば、意味を感じられるかもしれない。

　新撰組隊士、その魂を継ぐ者としての戦いの日々に──






　　１章　暗闇の狼たち






　門を開けし者クロノ・リンカー──

　通常は〝リンカー〟と呼ばれ、〝英雄〟と称されていたこともある。

　彼らの肉体そのものが別の時空へと繋つながる門であり、門を通してその身に異なる時代の魂を宿す。

　神を肉体に降臨させる〝神降ろし〟と呼ばれる現象は、世界中で伝承が残っているが、それが近いかもしれない。

　リンカーが宿すのは、歴史上に名を残した偉大な者の魂だ。

　二十世紀末、唐突に多くのリンカーが世界中に姿を現し始めた。

　リンカーを判別するのは容易なことだった。彼らは人間離れした身体能力を持つのだ。

　素手で分厚いコンクリートを易やす々やすと砕き、獣のように速く走り、鳥のように高く舞う。

　リンカーと認定された人間は、国家指定の機関によって検査を受けることとなる。

　健康状態や遺伝子、身体能力に学力、さらに人格に至るまで詳しく調べられるのだ。

　長い検査の過程で、何者の魂を宿しているのか、その判定がなされる。

　リンカーとは、過去の何者かの魂を継ぐ者。

　つまり、〝生まれ変わり〟〝転生〟であるとも言える。

　ただ、彼らは魂を継ぐだけで記憶はほとんど継けい承しようしない。

　現げん世せと過か去こ世せいの記憶の混こん濁だくを防ぐための安全弁のようなものがある、と仮定されているが、まだ詳しくは解明されていない。

　だが、彼らが確実に過去の魂から受け継ぐ記憶もある。

　それが、魂が持つ名前なのだ。

　個人差はあるものの、リンカーたちは門を開けてから一年以内にその名を知る。

　検査の最終過程で行われるのは、〝最終試験〟と呼ばれる──一種の拷ごう問もんである。

　身体能力の限界を見み極きわめる、という名目で行われるその試験で、リンカーは肉体的にも精神的にも追い詰められ──生と死の狭はざ間まに達したそのとき、魂の深しん奥おうに触れるという。

　そこで、前世の名を知ることになる。

　非人道的であるが、今のところこれがリンカーの前世を知る最さい善ぜんの手法なのだ。

　名を知ることで検査は終了し、リンカーはどこかの国家機関で働くこととなる。

　リンカーに職業選択の自由は存在しない。

　強大な力を持つ彼らは、国家の監視の目が届く範囲内で生きることを強制される。

　ただ、ほとんどのリンカーは不自由な我が身を嘆くことはなかった。リンカーは普通の人間から見れば怪物でしかない。人間社会でまともな生活を送ることは最初から不可能なのだ。

　ならば、監視されていようと国家機関で生きたほうがマシというものだ。ある意味では試験もなしで公務員になれるということだし、給料も悪くない。

　大半のリンカーが自分の運命を受け入れている。

　門を開いて魂を継ぎ、その名を知った者の運命を。







　だが、リンカーの中にも運命に甘んじなかった者がいる。

　織お田だ信のぶ長なが──かつて歴史を大きく動かした風ふう雲うん児じの魂を継いだ男である。

　彼はリンカーの出現とほぼ同時に現れた。

　日本に限らず、世界中で〝時じ空くう嵐あらし〟と呼ばれる時間と空間の揺らぎが起こり、多くの人や街がどことも知れない異時空に消える事件が多発していた時期でもある。

　その混乱期に現れた信長は、あてがわれた仕事を蹴けり──政治家の道を選んだ。

　リンカーという得体の知れない存在が国を動かす立場となるのは、反対の声も少なくなかった。

　しかし信長は英雄としての知名度、策略に優すぐれた頭脳、それになにより──ただそこにいるだけで人を惹ひきつけてしまう圧倒的なカリスマをもって、瞬またたく間に政府の頂点へと昇り詰めた。

　混乱する時代を治めるために、人々は英雄を求めていたのだ。

　それに応こたえた信長が頂点に立つのは、ごく自然な成り行きでもあった。

　そして、信のぶ長なが自身もまた、それが当然のことのように覇道を突き進んでいく。

　リンカーが宿した魂には固有の性質があり、その性質を形作るものは〝魂源アニマ〟と名付けられている。

　魂源とは、かつての英雄の生き方そのもの──

　信長の場合は、〝天てん下か布ふ武ぶ〟。

　天下統一を目指した信長の魂には、征服と支配を目指す強い衝動と。

　覇道を成すための知略やカリスマ性などが宿っている。

　リンカーが英雄の魂を宿すということは、前世の生き方や能力を受け継いでしまうということなのだ。

　つまり、前世の記憶はなくとも、信長のように生きてしまう──

　信長の生まれ変わりは、その魂源に突き動かされて、覇道を進んだ。

　彼は、数度の時じ空くう嵐あらしで壊滅的な被害を受けていた東京から名古屋への遷せん都とを実行する。

　新たな首都を〝第だい弐に京都〟と命名し、自衛隊を軍として立ち上げ直した。

　その時期には、全国各地で彼と同じ戦せん国ごく大だい名みようの魂を継ぐリンカーたちが現れていた。

　武たけ田だ信しん玄げん、上うえ杉すぎ謙けん信しん、伊だ達て政まさ宗むね、毛もう利り元もと就なり、長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちか、島しま津づ義よし久ひさたちである。

　彼らもまた、魂源に突き動かされていた。

　信長の支配に抗あらがい、圧倒的な戦闘能力とカリスマで軍や警察、多くの人心を掴つかみ、みずからの領土を築きずくべく立ち上がった。

　そして、〝第二次戦国時代〟と呼ばれる、新たな混乱が起こった。

　だが、信長は軍ぐん雄ゆう割かつ拠きよの時代の再来を許さなかった。驚くべき実行力をもってみずから軍を率ひきい、各地に立ち上がったリンカーたちを撃げき滅めつしていった。

　第二次戦国時代は五年も経たたずに終わり、信長は第弐京都を中心とする新たな社会秩序を築き上げた。

　遂ついに、この国に平和が訪おとずれたのだ。

　そして──

　名実ともに国の頂点に立った信長は、第弐京都のホテルに滞在中、原因不明の爆発に巻き込まれ、遺体すら発見されることなく、歴史から消えることとなった。

　まるで本能寺をなぞるかのような、唐突な死だった。

　それから、五年。

　偉大なリンカーが築いた都、第弐京都では──

　第二次戦国時代の混乱は収まったものの、新政府へのテロは後を絶たたない。

　信長の死後、戦国大名の魂を継ぐリンカーはほぼ誕生していないが──

　かつて、幕末の京都の治安維持にあたった者たちの魂の継けい承しよう者が、生まれ始めている。

　信長が築いた政府、白はく桜おう宮きゆうは彼らを集め、前世と同じ任務にあたらせることを決定した。

　新しん撰せん組ぐみの誕生である──







「あああ、姫様マジ可愛かわいい……！」

　犬いぬ神がみ冬とう夜やはスマホの画面を見つめながら、身もだえていた。

　第だい弐に京都の中心、白はく桜おう宮きゆうから数キロ離れたところにある小さな街。

　とある雑ざつ居きよビルの裏口に、彼の姿はあった。

　冬夜のスマホの画面には、黒髪の美しい少女──結城ゆうきノアの顔のアップが写っていた。本人が気づかないうちに撮られたもの──つまり、盗撮写真である。

　ネットで発見した写真だった。姫君を盗撮するなど無礼極まりないが、白桜宮はよほど際どい写真でない限り、削除要請などは出していない。

　姫君は学生でもあり、普段は学校に通っているし、街の視察に出かける機会も多い。一般人が撮った写真をネットに上げることは珍しくないのだ。

　そして、冬夜はネットで結城ノアの写真を検索するのが日課になっている。

　今日は誰かが極上の写真をアップしてくれていた。これで一日頑張れる、などと頭の悪いことを考えていると──

「こらこらー、なにしてるんだよっ！」

「うわっ!?」

　背中に衝撃を感じ、冬夜は振り返った。

　すると驚くほど近くに、少女の顔があった。茶色い髪をポニーテールにしている。

　くりっとした綺き麗れいな瞳ひとみが、まっすぐに冬夜を見つめてきた。

「おい、沖オ田キ……胸。胸、当たってる」

「こんなちっこい胸にも反応しちゃうなんて、トーヤはいけない子だね！　そんなえっちな子に育てた覚えはないよ！」

「お約束の返しをさせてもらうけど、育てられた覚えもない」

　冬夜は、じろりと沖おき田たを睨にらむ。

　それでも沖田は怯ひるみもせず、冬夜に後ろから抱きついたままだ。

　新しん撰せん組ぐみ一番隊組長、夭よう折せつした悲運の天才剣士、沖おき田た総そう司じ──

　その魂を継いでいるのは、十四歳の少女である。

　リンカーは生まれ変わりのようなものだが、性別が同じとは限らない。

　沖田もまた、異性へと転生を果はたしている。

　現代の新撰組の幹部は、転生前の名前をコードネームとして使っている。

　冬夜の背中にぶら下がっている少女も、もちろん本名がある。

　十四歳の、まだろくに胸もふくらんでいない女の子だが、沖田総司の転生として生きる以外に道はない。

　ちなみに、冬夜の前世の平隊士は、一部の記録に名前が残っているのみで、どんな人物だったかも判明していない。幹部以外の平隊士は、基本的に本名を使っている。

　冬夜は最終試験を受けて、確かに平隊士の名を口にしたはずだが、そのときのことはまったく覚えていない。名を語るときは、心も身体からだも追い詰められ、一種の催眠トランス状態に達してしまっているためだ。

「いいから離れろ、ていうかオキ一人か？」

「すぐに残りの人たちも来るよ。私はダッシュで来たから」

　沖おき田たはようやく、冬とう夜やの背中から離れた。

　彼女は上着は冬夜と同じ黒を基き調ちようとしたもの、下は短いプリーツスカートをはいている。

「おまえの全速に他の隊士がついてこられるわけないな……」

　冬夜は思わず呆あきれてしまう。

　リンカーには、ランクが存在する。

　このランクは歴史上での役割が大きいほど高くなる。

　あるいは、戦闘能力や知能にも影響されるのだ。

　第二次戦国時代に多く出現した戦せん国ごく大だい名みようでも知名度の高い者はランクが高く、大名でなくても名高い剣けん豪ごうや軍師などの魂を継ぐ者も高ランクとなる。

　冬夜のような無名隊士は歴史の流れにたいした影響を及ぼしていない。新しん撰せん組ぐみ幹部に比べれば、剣の腕前もそれほどではなかっただろう。

　そのため、冬夜のランクは最低の〝Ｄ〟。

　ランクが高い者ほどリンカーとしても戦闘能力が高く、かつて歴史を大きく動かした英雄の転生者となると民みん衆しゆうを魅了するカリスマ性を持つ。

　第だい弐に京都を築きずいた先代の白はく桜おう宮きゆうの主あるじ、織お田だ信のぶ長なが──彼はＳＳＳトリプルエスのランクに位置づけられている。

　Ｓランクすら極めて稀まれで、織田信長はとてつもない怪物だったと言えるだろう。

　沖田総そう司じは、ランクＢ。ただし、戦闘能力はランクＳ級とも言われている。前世でずば抜けた才能があった場合、ランクを超えた能力を持つこともあるのだ。

「ま、最近はトーヤとも二人きりになれないし。ちょっと急いできてみたら、キモく笑ってるとか、オキちゃんがっかりだよ！」

「こんな美少女の写真を見てキモくならない男がいたら、姫様に失礼だ！　俺が撃うち殺す！」

「そんなことで撃ち殺されたら浮かばれないね……」

　沖田は完全にドン引きしている。

　実は、冬夜と沖田は幼なじみの間あいだ柄がらだ。

　二人がリンカーとして門を開けたのはほぼ同時期、一年ほど前。

　それまでの数年間、冬夜と沖田は孤児院でともに育っている。

　二人とも、織田信長の転生が日本統一のために引き起こした〝第二次戦国時代〟の混乱の犠牲者なのだ。家族を失い、孤児院に放ほうり込まれた。

　新撰組隊士の転生である二人が同じ孤児院にいたのは、偶然にしてはできすぎている。

　だが、互いに縁があるリンカーたちが、近いところで暮らしていた例が他にも確認されている。それほど珍しいことではないのだ。

「あのね、トーヤ。姫様は一応、新しん撰せん組ぐみのご主人さまなんだよ」

「知ってるよ」

　新撰組は、白はく桜おう宮きゆう直属の組織だ。つまり、白桜宮の主あるじである結城ゆうきノアが設立者ということになっている。名目上だけのことで、実際につくったのは政府の役人だが。

「トーヤは、家け来らいじゃなくてただのファンになってるよね」

「狂信者といっても過か言ごんじゃない」

「怖いよ！　姫様も怖がるよ！」

「また白桜宮の警備の仕事来ないかな。むしろ、白桜宮に常じよう駐ちゆうしたい……」

「この男はもうー……」

　つい先日、新撰組は白桜宮の警備を命じられた。

　元々、新撰組の任務は第だい弐に京都の治安維持である。だが、テロリストが結城ノアを狙ねらっているという情報があったため、白桜宮の警備が強化され、新撰組も加わったのだ。

　テロリストは新撰組の活躍であっという間に片付き、警備の強化も解かれてしまった。冬とう夜やとしてはあっさりと白桜宮警備から外され、不満でいっぱいだった。

　桜の園でのノアとの出会いは最高に幸運だったが、平静を保たもつのが精一杯で、ろくなことも話せなかった。

「またケチな任務ばっかりかー。はーあ、めんどくさいな……」

「第弐京都の平和が、姫様の安全にも繋つながるんだよ？」

「よし、やるか！」

「トーヤ、チョロすぎる！」

　現在の第弐京都は、表向きは平和だが、第二次戦国時代の混乱をまだ引きずっている。突如日本の支配者までのし上がった織お田だ信のぶ長ながと、その後継者である結城ノアの支配体制を認めない者も多い。

　反逆者たちは武装を強化し、たびたびテロ事件を起こしている。

　治安維持のためにつくられた新撰組は、彼らへの対処に追われているのだ。

「あ、来たよ。ほら、トーヤ」

「ああ」

　トーヤは頷うなずいた。黒い制服を着た新撰組隊士たちが駆け寄ってくる。

　全部で四人、全員ランクＣかＤの隊士たちだ。

　新撰組は、今のところ全部で三十五名。幹部は局長の近こん藤どうを含めてたった六名だ。

　平隊士はチーム分けされて任務にあたり、冬夜が所属する一番隊は幹部である沖おき田たがリーダーを務つとめている。

「さて、じゃあ行くか」

　冬夜はホルスターからコルトパイソンを抜き、回転式弾倉シリンダーを開放して弾丸が込められていることを確認した。他の隊士たちも同じようにする。

　バレット・ブレイドは使い手の体力を著いちじるしく消しよう耗もうすることもあり、使用は最小限に留とどめなければならない。

　リンカーの身体能力をもってすれば、通常任務は副武装サブアームの拳けん銃じゆうだけで充分だ。

　新しん撰せん組ぐみは、この街にテロリストたちが潜ひそんでいるという情報を掴つかんだ。一番隊が手分けして捜さがし回り、冬とう夜やがこのビルに怪しい者が出入りしているのを発見したというわけだ。

　一番隊の任務はテロリストの捕ほ縛ばくである。

　冬夜は裏口に近づき、他の隊士たちにハンドサインを送る。自分が一人でビル内に突入する、という合図だ。

　幕末の新撰組には、〝死しに番ばん〟という制度が存在した。

　不ふ逞てい浪士のアジトなどに踏み込む際、先頭に立つ者をローテーションで定さだめた制度だ。もちろん危険が大きく、命を落とす可能性も低くない。

　現代の新撰組にも同じシステムが導入されている。今日は、冬夜が担当だった。

　いや、今日もと言うべきか。

「なんでまたトーヤが……」

　沖おき田たの小さな声を、冬夜は聞きつけていた。

　冬夜が任務に投入される場合、常に死番がセットになっていた。ローテーションであるはずが、なぜか彼だけが例外なのだ。

　新撰組では任務を命じるのも死番を選ぶのも、副長の役割だ。

　土方ひじかたはどういうわけか冬夜に当たりが厳しい。前世の土方同様、〝鬼の副長〟とも呼ばれる恐ろしい男なのだが、冬夜の扱いは理不尽なほどだ。

　冬夜が検査と最終試験、さらに戦闘訓練を経へて、新撰組に加入してからまだ二ヶ月。

　その間に、何度となく命の危険がある任務に飛び込んできた。

「…………」

　冬夜は、すぐそばにいる隊士と、沖田に頷うなずいてみせた。

　そして、すうっと目を細める。気配を押し殺し、みずからを影のごとき虚うつろな存在へと変える。

　もはや、結城ゆうきノアの写真を眺ながめてニヤついていた少年の姿はどこにもなかった。

　ゆっくりと裏口からビル内に入り、足音を立てずに慎重に、その上で素早く廊下を走り、目当ての部屋の前に立つ。

　そして──

「新撰組だ！　全員動くな！」

　体当たりするようにしてドアを開け、パイソンの銃じゆう口こうを向ける。

「ヴォルフだ！」

「ちぃっ、どこから情報が！」

　室内には八名の男たちがいた。テーブルを囲んでなにか話していたらしい。

　男たちは一斉に銃を手に取った。拳銃が三丁、テーブルに置かれていたサブマシンガンが四丁、ショットガンが一丁。

　第二次戦国時代に、アメリカとドイツの二大超大国が第三国を経由して送り込んだ銃器が現在も日本に溢あふれている。テロリストも容易に銃器を揃そろえられるのだ。

　男たちが一斉に発はつ砲ぽうする。

　しかし、冬とう夜やは少しも恐れることなく、引ひき金がねを絞しぼった。もっとも速く拳けん銃じゆうを抜いた男の心臓を一発で撃うち抜く。

　捕ほ縛ばくはあくまで、〝可能なら〟の話だ。実際は射殺が許可されており、対象が武装していれば撃つしかなくなる。

　新しん撰せん組ぐみ隊士は、狼おおかみ──〝ヴォルフ〟と呼ばれる。

　幕末の新撰組が〝壬み生ぶの狼〟とも呼ばれていたことに由来している。

　ヴォルフたちは、その牙きばをもって獲物の喉のど笛ぶえを噛かみ砕くだく。常に、命の取り合いをするからこその通称でもあるのだ。

　血に飢うえた狼、という意味で蔑べつ称しようとしても使われるが、隊士たちは気にしていない。

「このガキがーっ！」

　四丁のサブマシンガンの銃じゆう口こうが火を噴き、数十発の銃じゆう弾だんが飛んでくる。

　冬夜は少しも動じることなく、弾丸に向かって走り出す。

　そして──

　不意に、冬夜の目の前の光景が一変した。







　強い風が吹いている。

　舞い上がる土煙の向こう、ちかちかと光がきらめき、何百もの銃声が響く。

「進め、進め、進めぇぇぇぇぇぇぇ！　退ひく者は斬きぃぃぃぃるっ！」

　誰かの凄すさまじい叫びが聞こえてくる。

　その声に応じて、「おおおおおおおおおおっ！」と、鬨ときの声こえが上がる。

　これは──突撃だ。

　それも絶望的ともいえる、圧倒的多勢への突撃だった。

　だが、味方に怯ひるんでいる者など一人もいない。

　銃弾が雨のように飛んでくる中を、馬で、徒歩で駆けていく。

　己が何者なのか、わからない。

　ただ、彼は知っていた。

「ここが死に時！　我ら新撰組、もはや惜おしむものなどない！」

　魂を震わせるその声に、従したがえばいいのだと。

　彼は鉄砲も、刀も、少しも恐ろしくなどなかった。

　ただ、置いていかれることだけが──それだけが怖かった。

　だから、走った。がむしゃらに、走った。

　置いていかれないために、死すべきときに死ぬために──







　幻影が見えていたのは、ほんの一瞬。

　冬とう夜やは時折、銃じゆう弾だんを目にするとあの幻を見てしまう。

　新しん撰せん組ぐみの無名隊士だった前世の記憶なのだろう。

　おそらく、新政府軍と旧幕ばく府ふ軍が衝突した〝戊ぼ辰しん戦争〟で北海道まで転戦を重ねた新撰組の、最後の戦い──

　だが、記憶はおぼろげで、幻影が消えてしまえば、見たはずの光景もすぐに思い出せなくなってしまう。

　幻影が消えると、冬夜は自分を取り戻した。

　サブマシンガンの弾丸に撃うち抜かれる直前──

　冬夜は跳ちよう躍やくして、残り五発の弾丸を一瞬で撃ち、男たちの頭や胸に命中させる。

　着地と同時に回転式弾倉シリンダーを振り出し、撃ち切った薬やつ莢きようを排出、スピードローダーで素早く装そう填てんする。

　残りの男は二人。一人は怯おびえて動かない。しかし、ショットガンを構えた男は驚きつつもトリガーを引いた。大粒の散さん弾だんが数発、冬夜へと襲いかかってくる。

「…………！」

　だが、冬夜は動じることなくパイソンを構え直し、続けて引ひき金がねを絞しぼった。

　一瞬で六発の弾丸を撃ち、それらは散弾とぶつかり、弾はじかれた散弾が別の弾たまを吹き飛ばす。

「なにっ……!?」

　ショットガンの男が、大きく目を見開いた。

　散弾をすべて弾き飛ばすなど、人間業わざではない。

　しかし、それを可能にしてしまうのがリンカーの常識外れの戦闘能力なのだ。

　さらにショットガンの男は、胸から血を流して倒れる。彼自身が放った散弾が一発跳ね返って、肺を撃ち抜いていたのだ。

「さて、これで終わ──」

　冬夜がパイソンをしまいかけたとき、部屋の奥のドアが吹き飛び、一人の男が現れた。

　身長二メートル近い、上半身裸の大男だ。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうで、手には青せい竜りゆう刀とうを握っている。

「……なんだ、用心棒の先生か？　時代劇みたいだなあ」

「てめえら新撰組こそ、時代劇だろうが」

「こりゃ、返す言葉もないな」

　大男に言われ、冬夜はにっこりと笑う。

「ふざけてるのか、ガキが！」

　大男は青竜刀を大きく振り下ろした。冬夜はさっと横に跳んでかわし──青竜刀は彼の背後にあったスチールの机を両りよう断だんする。

　大男は見た目に似合わぬ俊しゆん敏びんさで身体からだをひねり、丸太のような足で蹴けりを放ってきた。

「くっ……！」

　冬とう夜やは、とっさに両腕を交差させてガードしたが、大男の蹴りは胸に強烈に響いてきた。

　かろうじて踏ん張りつつ、吹き飛ばされることなく冬夜はその場に留とどまった。

「痛いってー……馬鹿力だなあ。こりゃ、薬かな？」

　スチールの机を剣で斬きった上に、今の蹴りの爆発的な破壊力。

　間違いなく、人間の限界を超えている。

　ある種の薬物によって肉体のリミッターが外れ、常人離れした力を出せるようになる。リンカーを相手取るためにテロリストたちはそういった手段を使うのだ。

「後こう遺い症しようもひどいだろうに、そんなもんまで使って、俺たちを殺したいのか？」

「リンカーは化け物だ。その化け物の親玉の信のぶ長ながが、この国を変えちまった。今や、ヴォルフどもみたいなリンカーが、大おお手でを振って街を歩いてやがる」

「俺たちも人間だからな。そりゃ歩くよ」

「おまえらは人間じゃない！　第二次戦国時代を引き起こした信長のせいで、どれだけの人間が死んだと思ってる！　俺たちは化け物を駆く逐ちくして、国を取り戻すんだ！」

「そうだな、信長のせいで大勢の人間が死んだ。でもな、混乱を収めたのも信長で──今、この国を混乱させてるのはおまえらだ」

　冬夜は、冷たい目で大男を見み据すえる。

「ガキが、正義の味方のつもりか！」

「正義？　まさか、そんなわけがない──」

　冬夜の頭に、再び幻影が──いや、前世ではなく犬いぬ神がみ冬夜自身の過去がよみがえる。







　幼い頃、第二次戦国時代の混乱期。

　冬夜が住んでいた街でも信長軍と政府に反逆するリンカーとの戦闘が起こり──

　彼は、家族とともに逃げていた。

　逃げていた──はずだった。

　だが、気がついたときには周囲は炎に包まれ、彼は道路に倒れていた。身体のあちこちが痛み、なにが起きているのかもわからない。

　頭を強く打ったらしく、記憶は混乱し、家族の顔すらも思い出せなかった。

　銃声を響かせながら、大勢の足音が近づいてくるのが聞こえた。

　なにもわからなかったが──ただ、自分にとっての〝敵〟なのだろうと確信した。

　その敵が、自分を殺すのだろうと。

　天を見上げる冬夜の目から、涙が一筋こぼれ──

「あきらめるな」

　ただ一言──それだけだった。

　いつの間にか、冬とう夜やの前に、一人の男が立っていた。

「兄さん……」

　幼い冬夜は、ほとんど無意識にそうつぶやいた。

　記憶は混乱したままだったが、その人物が誰であるのか、それだけは確信できた。

　大きな背中だった。少しも揺らぐことなく、まるで分厚く高い壁のようだった。

　その背中と、力強くも優しい声に冬夜はひどく安心した。

　動かない身体からだを無む理り矢や理りに動かし、立ち上がるべく全身に力を込めた──







　立ち上がろうとしたところで、冬夜の記憶は途切れている。

　気がついたときには、病院のベッドにいた。まだ混乱は収まっておらず、自分を助けてくれた男──兄と呼んだ男がどうなったのか、わからなかった。

　冬夜の記憶は、結局戻らなかった。家族の顔も名前すらも忘れてしまっている。

　兄のことも、ほとんど覚えていないのだ。

　記憶にあるのは、その背中のみ。

　だが冬夜は、彼が生きていると信じている。確信している。

　冬夜にとって──兄は英雄だった。

　記憶の中に、自分をかばってくれた背中が残っているだけで充分だったのだ。

　それだけで──憧あこがれの気持ちを抱くには、充分すぎた。

　孤児院に入れられてからも、英雄への憧れは消えることはなく。

　新しん撰せん組ぐみに入ってからも、その気持ちは強くなることはあっても忘れることなどなかった。

　冬夜は、みずからの魂源アニマがどんなものか知らない。なにかに突き動かされている自覚もない。

　魂源は、高ランクの者ほど強く作用するとも言われている。

　信のぶ長なががわずか数年で政府の頂点に立ったように、魂源のおかげで強い衝動と高い能力を持つに至るのだ。

　低ランクの冬夜には衝動も能力もない。

　だが、犬いぬ神がみ冬夜自身には、二つの光景が気高い理想として輝いている。

　激しい銃火に晒さらされながら、声を上げて命も惜おしまず駆けていった男。

　名前も覚えていない、冬夜を背中にかばってくれた兄。

　二人の英雄の声と姿が、心の中で宝石のようにきらめいている。

　それこそが、宿した英雄の魂ではなく──冬夜自身の魂源なのかもしれない。

　自分も、そうなりたいと願った。

　命を懸けて戦う男になりたい。

　大切な誰かを背中にかばえる男になりたい。

　だが、今はまだ──

　冬とう夜やは、守るべき誰かを見つけていない。

　沖おき田たや、新しん撰せん組ぐみ隊士たちは大切だが、彼らは肩を並べて戦う仲間。

「なにが正しいかなんて、どうでもいい。だけど、おまえみたいな強い奴やつは大歓迎だ」

「なんだと……？」

「俺は、強くなる。新撰組に立ちはだかるおまえたちを蹴け散ちらして、もっともっと強くなってみせる──」

　そして、いつか守るべき貴とうといものを見つけたなら。

　きっと、最後まで守り通してみせる──

「ガキが青臭いことを！」

　大男が再び青せい竜りゆう刀とうを振りかぶる。

　冬夜は同時に、バレット・ブレイドを召喚する。

　両手で銃身を握ったのと同時に、青竜刀が振り下ろされる。

「バレット・ブレイドか！　だがな、ライフルなんぞ接近戦に持ち込めば！」

　大男は素早く踏み込みつつ、青竜刀を続けて振るってくる。

　冬夜はライフルを構えることもできず、ただかわすだけ。

　大男は狂ったように青竜刀を振るい続け、冬夜は壁際に追い込まれ──巨大な刃が、逃げ場をなくした冬夜の頭をめがけて振り下ろされる。

「……なにぃっ!?」

　大男が驚きの声を上げる。青竜刀は、冬夜に触れる前に空中で止まっていた。

　バリバリと電流が流れるような音が響き──大男は必死に青竜刀を押し込もうとするが、微び動どうだにしない。

　冬夜は銃身を握ったまま、にやりと笑う。

「斬撃スラツシユモード──」

　冬夜は片手で銃身を握ると、さっと一振りした。

　バレット・ブレイドが一瞬輝き、銃身が巨大で分厚い刃へと変わっていた。

「ただのライフルじゃないから、バレット・ブレイドって言うんだよ！」

　剣装転化ブレイド・ターン──銃から剣へと一瞬のうちに変形するバレット・ブレイド固有の機き巧こうである。

　冬夜は無造作とも言える動きで、斬撃モードのバレット・ブレイドを振るった。

　大男は受け止めようとした青竜刀の刃をへし折られ、胸を斬きり裂かれる。

　斬られた勢いで吹き飛ばされて部屋の壁に激突し、血を吐いてがくりと倒れた──







　バレット・ブレイドとは──

　十数年前、リンカーの出現と時を同じくして、東京湾に現れた謎なぞの大型船に積つみ込まれていた武器である。

　その船がなんだったのか、誰も知らない。

　外観は幕末あたりの蒸気船に似ていたが、それは──空から墜ちてきた。

　東京湾の上空五百メートルほどのところに突如として現れ、そのまま海へと落下したのだ。陸地にかなり近かったため、多くの市民が目撃しており、映像にも残っている。

　船は東京湾に落下したあともまったく壊れることもなく、海上をゆっくり漂ただよっていた。

　自衛隊が漂ひよう着ちやく船に突入して捜索したところ、乗組員は一人も見つけられなかった。

　だが船底に大量の木箱が積つまれており、その中に収められていたのがバレット・ブレイドである。

　数は数千丁もあったと言われている。

　正確には、見た目は白一色の、装そう飾しよくもなにもないライフルらしきものだった。

　弾倉や弾丸らしきものもあったが、使い方は誰にもわからなかった。

　この事件は、世間では冗談めかして〝鉄砲伝来〟と呼ばれている。

　それらの武器は研究機関で詳しい分析が続けられたが、使用法は不明のままだった。

　しかし、誰が思いついたのか一人のリンカーにバレット・ブレイドが与えられた。

　そのリンカーはなぜか初めから使い方を知っていたかのように、バレット・ブレイドを扱ってみせた。

　リンカーが手にしたバレット・ブレイドはたちまち形状や色が変化し、彼が英雄の魂から引き出した霊子スピリアを弾丸に込めることで発射が可能となった。

　バレット・ブレイドの弾丸は、既き存ぞんの小しよう銃じゆうなど比べものにならない威力を持っていた。

　さらに、使い手の肉体を守る〝結界〟を展開する能力も有していた。

　それは〝Ｄ結界〟と呼ばれ、空間を歪ゆがめて物理的な攻撃を防ぐ。

　Ｄ結界は弾丸を弾はじき、対戦車ロケット弾の一撃をも防ぐことを可能とする。青せい竜りゆう刀とうの一撃を止めたのも、このＤ結界だ。

　その上、異空間に通じる門であるリンカーの肉体に、格納しておくことも可能だった。

　まさに、リンカーのためにつくられた武器だと言えるだろう。

　研究が進むにつれて、射撃やＤ結界はバレット・ブレイドの能力の一端でしかないことが明らかになっていく。

　使い手の意志に呼応して、銃だけではない様々な武器へと形を変えるのだ。

　冬とう夜やのバレット・ブレイドのように剣に変化するものがもっとも多いが、他にも槍やりや斧おの、中には弓矢に変わるものもある。

　その上、一部の使い手が操るバレット・ブレイドは固有の特殊能力まで備そなえている。

　そんなものを使えるリンカーが怪物扱いされるのも無理ないことではあったが。

　新しん撰せん組ぐみ隊士の任務には、バレット・ブレイドは不可欠の武装なのだ。

　薬物を投与して強化した程度の相手など、問題にもならない。

　冬夜は、バレット・ブレイドをしまい、不敵に微笑ほほえんだ。







「はい、生き残りを拘こう束そくして。撤てつ収しゆうするよー」

　背後から、沖おき田たののんびりした声が聞こえた。

　他の隊士たちが室内に入ってきて、手際よく生存者を手錠で拘束する。彼らが冬とう夜やに加勢しなかったのは、狭い室内で下手に手を出せば同士討うちになるからだ。

　冬夜は、黙って隊士たちを眺ながめている。

　今回の任務は、ただテロリストを掃除しただけだ。

　これじゃ、強くなる足しにはならないな──と、内心で苦笑する。

　だが、冬夜は新しん撰せん組ぐみ隊士になったばかりだ。小さな仕事をこなしていくしかない。

「で、トーヤ。だいじょぶ？」

「うおっ!?」

　バン、と胸を沖田に叩たたかれて悶もん絶ぜつする。

「な、なにするんだよ……蹴けられたとこをピンポイントで……」

「大丈夫じゃなさそうだね。ヒビいったかな？　ま、明日には治るだろうけど」

「治るからって痛いもんは痛いんだよ……！」

　リンカーは回復能力もずば抜けている。全身を巡めぐる霊子スピリアが、軽い骨折程度なら一日二日で治してしまうのだ。それでも、苦痛は人並みに感じるが。

　もっとも、沖田にそう文句も言えない。薬物を使っていたとはいえ、人間の蹴りをかわすこともできなかったなど、新撰組隊士としては未み熟じゆくすぎる。

　強くなることを願っていても、今はまだケチなテロリストにも完勝とはいかない。

　願いを叶かなえる日は、まだまだ遠そうだった。







　新撰組の屯所ホームは、第だい弐に京都の中心近くにある。

　白はく桜おう宮きゆうからも二キロと離れていない位置だ。一応、白桜宮直属の組織であるため、首都の中心にあるのは当然のことである。

　屯所は武ぶ家け屋や敷しき風のつくりで、局長の近こん藤どうを含めて三十五名の新撰組隊士たちがここで寝起きしている。

　白桜宮ほどではないが、屯所もかなり広い。訓練施設も併へい設せつされており、一日中隊士たちの掛け声や銃声が響いている。

「ふー……」

　冬夜は自室の前までたどり着くとため息をついた。

　若い平隊士たちの部屋があるエリアだ。近藤や土方ひじかたたち幹部は、離れた別のエリアに住んでいる。

　ふすまを開けて、部屋に入る。六畳じよう間まで、個室としては充分だ。

「じゃあ、トーヤ。今日はゆっくり休みなよ！」

「って、痛いてぇ！」

　部屋の前までついてきた沖おき田たが、ばんと背中を叩たたいてきた。蹴けりが直撃した胸まで衝撃が伝わってくる。

　振り返ったときには、沖田は既に隣の自室に入っていた。彼女は幹部だが、希望して冬とう夜やの隣の部屋に住んでいる。

「まったく、あいつは……」

　孤児院にいた頃からイタズラの多い女の子だったが、沖田総そう司じの転生として覚かく醒せいし、新しん撰せん組ぐみの幹部になっても変わらない。

　制服の上着を脱ぎ捨て、敷しきっぱなしの布ふ団とんにどさりと横になる。

　それから、天井を見上げた。そこには、Ｂ２サイズに引き伸ばした結城ゆうきノアのポスターが貼はってある。冬夜の数少ない癒いやし──

「って、なんだこりゃあ!?」

　冬夜は、弾はじかれたように身体からだを起こした。ずきりと胸が痛んだが、気にならなかった。

　天井にポスターは貼られている。だが、そこに写っているのは制服姿の結城ノアではなく──幼さの残る身体に水色のビキニを着て、ピースしている沖田だった。

「オキィィィィ！」

　冬夜は部屋を飛び出し、沖田の部屋のドアをノックもせずに開けた。しかし、そこはもぬけのからだった。

「逃げ足の速い……！　どこ行った、あのガキャアっ！」

　あきらめずに、冬夜は廊下を駆け出した。なんとしても、すり替えられたポスターを取り戻さなければならない。

「……なにを騒いでる」

「…………っ！」

　重々しい声が聞こえ、瞬時に冬夜は姿勢を正した。

　廊下の角から現れたのは、土方ひじかただった。

　新撰組の制服の上着に袖そでを通さず、肩から羽は織おり、ポケットに両手を突っ込んでいる。ただ立っているだけで、ひどく威圧的に見える姿だった。

「ん……？　犬いぬ神がみ、てめえ……ケガしてんのか」

「は、はい」

　冬夜は短く返事をする。わずかに胸をかばっているのを、土方は一目で見抜いたようだ。

「死しに番ばんだったな。けどな、てめえが今日遊んでやった奴やつらは、武器を手にして、はしゃいでるだけのチンピラだ。そんな連中を相手に、不覚を取ってるんじゃねぇよ」

「……すみません」

「それでもてめえは新撰組隊士だ。無様に倒れることは許されてねぇ。動けなくなっても、せめて仲間の盾になれ。ランクＤのクズだろうと、弾たま避よけくらいにはなるだろうよ」

「…………」

　冬とう夜やが返事に迷っていると、土方ひじかたは背中を向けて歩き出した。

　ぐっと拳こぶしを握り締め、冬夜は土方が消えた廊下の角を睨にらむ。土方の言うことに間違いはないが、だからといって彼の厳しすぎるやり方を認めているわけではない。

　あの男は、いったいなんなんだ──

　冬夜は、危険な任務も望むところだ。命のやり取りをしてこそ、強くなれるからだ。

　だが、意図的に危険な現場に何度も何度も送り込まれていては、不信感も覚えるというものだ。

　土方が冬夜の死を望む理由などないだろうが、嫌がらせにしては度が過ぎている。他の隊士で、順序を無視して死しに番ばんを命じられている者はいない。

　強くなる前に、命を落としては意味がない。

　土方の奇妙な命令の意図を、一度本気で探ったほうがいいかもしれない。

　場合によっては──

「はいはい、そこまで」

「…………っ！」

　突然、冬夜は後ろから襟えりを掴つかまれ、空中に持ち上げられる。

　背後を振り向くと──

「……芹せり姉ねえ」

「犬ワ神ンちゃん、屯所ホームで殺気を放っちゃいけません。お姉さん、何度も言ったわよね？」

　その小柄な女性は、片手で軽々と冬夜を持ち上げ、にっこりと微笑ほほえんでいる。

　青っぽい髪を後ろで結むすび、メイド服を着た美女だった。

　芹せり沢ざわ鴨かも──

　新しん撰せん組ぐみのもう一人の局長だった。







　かつて、設立当初の新撰組には、二つの派は閥ばつが存在した。

　有名な近こん藤どう勇いさみの一派と、芹沢鴨率ひきいる一派である。

　元々、芹沢派が有力であったとも言われている。当時、近藤と芹沢の他にもう一人、新にい見み錦にしきという局長がいて、彼は芹沢の腹心だったらしい。

　つまり、芹沢派から二人の局長が出ていたということになる。

　だが、芹沢派は暴力的で、京のあちこちで暴れ回り、商しよう家かを焼き討うちするなど多くの問題を起こし、近藤や土方たちによってすみやかに粛しゆく清せいされた。

　新見は切せつ腹ぷくに追い込まれ、芹沢は寝込みを襲われる形で暗殺されたのだ。

「ふー、若い子が多いからしょうがないけど、あまり物騒なのはよくないと思うのよ」

「はぁ……すみません」

　冬夜は、小さく頭を下げながら言った。

　新撰組屯所の食堂で、冬夜は芹沢と向き合って座っている。

　テーブルがいくつも並んでおり、三十人以上の隊士が一斉に食事を取ることも可能だ。食事時ではないので、ここにいるのは冬とう夜やと芹せり沢ざわだけだ。

「まあ、とりあえず食べて。焼きたてだから気をつけてね」

「いただきます」

　冬夜は頷うなずいて、皿の上のアップルパイを手に取って齧かじった。

「うん、美う味まい。芹せり姉ねえ、お菓子も上手なんですね」

「うふふ、新撰組うちは若い子が多いからね。甘い物も食べたほうがいいと思うの。若い脳には糖分が必要なのよねー」

　芹沢はにこにこ笑っている。

　若い子、と何度も言っているが、彼女自身まだ二十歳だ。

　芹沢鴨かもは局長ではあるが、あまり現場には出ない。役割としては、屯所ホームの守備隊長のようなものを務つとめている。

　もっとも、屯所を切り盛りしているといったほうが正確だろう。

　掃除、洗濯、それに食事の用意は芹沢と直属の部下たちが一手に引き受け、芹沢本人は台所を預かり、隊士たちの三食は彼女がつくっている。

　芹沢一派は女性はメイド服、男性は執しつ事じ服を着て、屯所内を一日中忙しそうに駆け回っているのだ。

「ところでワンちゃん、ケガしたって？　大丈夫なの？」

「ああ、平気です。ちょっと蹴けりをくらっただけですから」

「蹴り、ねえ。普通の人間が相手でもあまり甘く見ちゃダメよ。バレット・ブレイドを使ってなきゃＤ結界も守ってくれないからね」

「ええ、それは……」

　言われるまでもなく、冬夜もわかっている。

　リンカーといえども、無敵でもなければ不死でもない。

「でも、また死しに番ばんだったのよねー。トシゾーちゃんもなに考えてるのかしら」

「……俺は新入りですから。試しているんじゃないですかね」

　冬夜が土方ひじかたの意図を推測して、唯一出てきた答えがこれだった。正解だったとしても、まともとは言えないが。

「新しん撰せん組ぐみ自体、できてまだ一年も経たってないわ。みんな新入りみたいなものよ」

　芹沢は、紅茶を一口すする。

「また死番を命じられたら私に言って。トシゾーちゃん、叱しかってあげるから」

「い、いや、そんなことは……」

　芹沢は局長なのだから、副長である土方への命令権を持っている。しかし、芹沢が権限を使えば、土方の冬夜へのあたりが余計にキツくなるのではないか。

「新撰組はこれからの組織なんだから。内部がギスギスしてると困るのよね。ただでさえ、今は永倉新八しんちやん、斎藤一はつちやんも留る守すなんだし」

「その二人、俺はまだ会ってないんですよ」

　永なが倉くらと斎さい藤とうは、二人とも新しん撰せん組ぐみの幹部だ。

　まだ第二次戦国時代の混乱を引きずっている九州に出向中である。島しま津づと黒くろ田だという二つの勢力が対立しており、治安もいいとは言えない。

　現地の警察も軍隊並みの装備を揃そろえており、対テロ対策の経験も豊富だ。永倉と斎藤は、警察に協力しつつ、治安維持のノウハウを学んでいるのだ。

「そういえば、二人が出かけてから何ヶ月も経たつわね。まったく、第二次戦国時代ニセンなんてとっくに終わったのに、島津と黒田も懲りないわねえ」

「九州のドンパチも、もう終わるって話ですけど。しょせん二人の小こ競ぜり合あいですし」

「第二次戦国時代のリンカーたちはランクＡが多いけど、数が少なすぎるのよね。今は十人ちょっとだったかしら？　一人の英雄が世の中を変えられる時代じゃないのよ」

「でも、新撰組みたいなリンカーの集団は危険じゃないですか？」

「もちろん危険よ。だから、政府が直接飼かってるんでしょ」

「しょせん、飼い犬ですか……」

「ワンちゃんだから、ちょうどいいわね」

「そんな呼び方してるの、芹せり姉ねえだけですよ……」

　もっとも、芹せり沢ざわは隊士の大半を適当につけたあだ名で呼んでいるのだが。

「リンカーは多かれ少なかれ警けい戒かいされるんだから。だけど、飼い主の手を噛かまなければ安全よ。ま、あの飼い主の手を噛む人もそうはいないわよね」

「結城ゆうきノア様ですね！　甘噛みしたい！」

「はいはーい、欲望は抑えめにね」

　芹沢は手を伸ばして、冬とう夜やの頭を撫なでてくる。

　頭の悪い若い隊士にも、芹沢は優しく接してくれる。

　無愛想な近こん藤どうや、厳しい土方ひじかたと比べて、芹沢は隊内での人気が高い。

　史実の芹沢鴨かもといえば〝ならず者〟のイメージが強いが、目の前の芹沢の印象とはまったく重ならない。

　もっとも、史実の芹沢は暴力的ではあったが、陽気でユーモアのある男でもあったらしい。現代の芹沢は、そのあたりを受け継いでいるのかもしれない。

「ちょっとはヤンチャしてもいいわよ。私たちがフォローしてあげるから」

「芹姉の優しさの三分の一でも副長にあればなあ……」

「あはは、優しいトシゾーちゃんっていうのも不気味だけどね」

　芹沢は、ころころと笑う。

「でも、彼が一番〝本物〟に近い感じよね」

「本物……」

　ふと、冬夜は時折目にする幻影のことを思い出す。

　退ひく者は斬きる──幻影は本当におぼろげで、見たそばから忘れてしまうが、その声だけははっきりと記憶している。

　あの声は、もしかすると──

「それって、トシゾーちゃんが自分の意志で本物に近づこうとしてるからかもね」

「え、ああ」

　冬とう夜やは、はっとして頷うなずく。

「新しん撰せん組ぐみを強くすることにすべてを懸けた生しよう涯がい……ですか」

　冬夜も、多少は史実の新撰組についての知識を持っている。

　土方ひじかた歳とし三ぞうという男が、実質的に新撰組をつくり、心しん血けつを注そそいで育てたのだ。

　魂源アニマに動かされるのではなく、意図的に史実をなぞろうとするなど、滑こつ稽けいでもある。

　だが、土方歳三の転生である男が、新撰組という組織を任されて前世と同じような行動を取るのならば──

　それは決して笑ってはいけないことだと、冬夜には思えた。

　たとえ自分が土方にどれだけ嫌われているとしても──







　今日も、桜が舞っている。

　白はく桜おう宮きゆうの南に位置する第だい弐に京都最大の街は、〝新しん都と大おお路じ〟と呼ばれる。

　その名のとおり、街の中央を幅広の道路が貫つらぬき、道沿いに多くの商店が立ち並び、桜並木が続いている。

　午後三時──花びらが舞う大路を、冬夜と沖おき田たは並んで歩いていた。

「はー、毎日毎日任務と学校で、恋する暇もありゃしない」

「泣く子も黙る新撰組の沖田とは思えない台詞せりふだな」

　冬夜は、沖田に呆あきれた目を向ける。

　沖田は、スクールセーターにミニのプリーツスカートという格好だ。冬夜のほうは、長なが袖そでのワイシャツにズボン。二人とも制服姿だ。

　二人は、学校を終えて帰宅中だった。冬夜は高校二年生、沖田は中学二年。

　新撰組隊士にも学校教育は必要だ。任務が優先ではあるが、学生でもあるのだ。

　ただし、リンカーである二人は一般の学校には通えない。並外れた能力を持つリンカーは一般人からは恐怖の対象でもあるからだ。

　学校といっても、教室で決められたカリキュラムを自習形式でこなすだけ。高校生の冬夜と中学生の沖田は同じ教室で学んでいる。

「でもさ、トーヤ。春ってやっぱ恋の季節じゃない？」

「どっちかというと、夏じゃないか？　というか、第弐京都は年中春だろ」

「うー……年中春っていうと、なんかやらしい……」

「オキの頭がいやらしいんだよ」

「いやらしくない！　乙女になんてこと言うんだよ！」

　沖おき田たの顔が真っ赤になっている。

　彼女が言う恋とは、健全なご関係プラトニツクを意味するらしい。

「こんな可愛かわいい乙女なのに、恋もできないなんて。はー、私の青春はどうなるの」

「あきらめろ。生きて大人になることを目指せ」

「夢も希望もないことを！　どんな紛ふん争そう地帯だよ、ここは！」

　沖田はわめいているが、冗談というわけでもない。

　相手はケチなテロリストばかりとはいえ、命懸けの任務が日常になっている。青春よりも生存が優先だ。

「トーヤ、可哀かわい想そうな私にクレープおごってー」

　沖田が甘えた声で言って、腕を組んで身体からだをすり寄せてくる。小さな胸のふくらみが冬とう夜やの肘ひじに当たっている。

　冬夜にくっつくのは、いやらしいことには入らないらしい。

「俺だって立場は同じだろうが……」

「私、女の子女の子」

「都合のいいときだけ性別を持ち出してくるな」

　普段、沖田は冬夜を男としてまったく意識していない。屯所ホームでは冬夜の部屋に入り浸びたり、自室は隣なのに帰らずに泊まることすら多い。

「おごらないけど、クレープは食いたいな。頭使って、疲れた」












「あー、でも並んでるね。あれは時間かかりそう」

　大路のクレープ屋には長い行列ができている。

「じゃあ、私はストロベリーチーズケーキクリームね。トーヤは、チョコバナナクリームで！」

　それだけ言うと、沖おき田たはさっさと走っていってしまった。なにも言わなかったが、この近くにある神社で待っているつもりだろう。二人は、よくそこで道草を食っている。

「俺のクレープまで勝手に指定しやがって……完全につまみ食いするつもりだな」

　しかも代金も渡していかなかった。絶対にあとで取り立ててやる、と固く誓いながら冬とう夜やはクレープ屋の列に並んだ。

「ちょ、ちょっと。どうするのよ？」

「わ、私だってわかりませんよ。マーヤさんが並びたいって言ったんじゃないですか」

「…………？」

　ふと、冬夜は気づいた。前に並んでいる二人連れが、なにやらもめている。

　一人はベレー帽を被かぶった女の子だった。銀色の髪をまとめて帽子にたくし込んでいる。

　身長は一六〇センチほどだろうか。年頃は冬夜と同じくらい。だぼっとしたパーカーに、かなり短いスカートをはいている。

　一緒にいるのは小学生くらいの女の子だ。茶色の髪を横でちょこんと結むすんでいる。セーラー襟えりの服に、キュロットという格好だ。

「ダ、ダブルチョコバナナ生クリーム？　な、なにがダブルなんでしょう？」

「いちごバナナチョコホイップっていうのも凄すごいわ……なんなの、このいちごとバナナのカーニバルは……果物をこんなにたくさん見たのは初めてよ……」

「…………」

　この子たちこそ紛ふん争そう地帯から来たのだろうか──冬夜は、二人を凝ぎよう視ししてしまう。

　二人は、店の前の看板に書かれたメニューに感動しているようだ。

　第二次戦国時代の混乱期ならともかく、今は呪じゆ文もんのような複雑な名前のクレープも、特に贅ぜい沢たく品ひんではない。

　二人の少女がぼそぼそ話している間に、列は順調に消化されていく。

「ちょ、ちょっと、次があたしたちよ。リリア、ほら注文して」

「ここはマーヤさんが！　歳とし上うえじゃないですか！」

「あんた、たまに職務放棄するわよね……」

「今はお仕事中じゃありませんから、年長者の義務を遂すい行こうしてもらいます！」

「あっ、こら！」

　リリアと呼ばれた少女が、列から抜け出して離れていく。

　そのちょこまかした走り方が、小さい頃の沖田にどこか似ていて、冬夜は笑いそうになってしまう。

　だがマーヤという少女は笑えないようで、リリアを睨にらみつけていたが、店員に呼ばれて慌ててカウンターの前に出る。

「え、えーと……ダ、ダブル……チョコバナ……」

　マーヤの声は、弱々しくなっていき、まるで聞き取れなくなってしまう。

　店員が聞き返しているが、彼女は顔をうつむけたままなにも言わない。

　冬とう夜やは、トーヤとマーヤ──名前が少し似てるなどと、どうでもいいことを考えつつ。

「…………なにを頼みたいんだ？」

「え……？」

　冬夜が訊きくと、マーヤは顔を上げてきょとんとする。

「ほら、カウンターにもメニューがあるだろ。食べたいものを指差せばいいんだよ」

「あっ……そ、そういうことなのね。そんな便利なシステムが……！」

「…………」

　見ればわかりそうなものだが、本当にこの少女は初めてクレープ屋に来たのだろうか。

「あ、あの……これと、これ……」

　マーヤは、わずかに微笑ほほえみながら、メニューを嬉うれしそうに指差す。

　すぐに注文のクレープができあがり、マーヤは二人分のクレープを受け取って、様子を見守っていたリリアのところへ小走りに戻った。

　変わった子たちだな、と微笑ましく思いつつ、冬夜もクレープを注文する。

　ストロベリーチーズケーキクリームにマスタードを入れられないか交渉したが、残念ながら断られた。

「ちぇ、アドリブきかない店だなあ……んん？」

　クレープを受け取ってカウンターから離れると、さっきの少女たちがまだ近くにいた。

　ベンチが置かれていて、空いているのになぜか二人は立ったままだ。

「あ……！」

　マーヤが、ぱっと顔を上げる。

「さ、さっきは助かったわ。その……ありがとう……」

「あ、ああ、いや別に……」

　今度は、冬夜がしどろもどろになってしまう。ベレー帽のせいでわかりにくかったが、マーヤはかなりの美少女だった。すっきりとした透明感のある顔立ちに、照れたような表情が浮かんでいる。

　思わず、冬夜は彼女の顔を凝ぎよう視ししてしまう。

「な、なによ？　なにをじっと見てるの？　ど、どっかおかしい？」

「……いや、なにも間違ってないよ。気にしないでくれ」

「そ、そう……ほら、リリア。食べ方もちゃんと合ってるのよ」

　マーヤは、リリアに偉そうに胸を張ってみせる。どうも、この二人の関係もよくわからない。姉妹には見えないが。

「とりあえず、座って食べたらどうだ？　ベンチ、空いてるし」

「あ、これ使っていいの……？　隅々までサービスが行き届いてるわね……」

　妙なことに感心しつつ、マーヤがベンチに座ろうとしたそのとき。

　強風が吹き、マーヤのベレー帽と──短いスカートを、ふわりと舞い上がらせた。

　彼女はクレープを両手で大事に持っていたため、押さえることもできずにベレー帽が飛んで銀色の長い髪が飛び出して。

　ついでに、水色の可愛かわいいパンツまであらわになってしまう。

「……………………」

　マーヤは大きく目を見開いただけで、特にリアクションは見せず。

　たっぷり五秒くらいは、スカートが舞い上がったままだった。

　ようやく風が収まって──

「……ううううう」

「泣いてる!?」

　だばーっ、とマーヤが滝のような涙を流し始めて、冬とう夜やはぎょっとする。

「リ、リリアーっ！　あんたがこんな短いスカートはかせるから！」

「違いますよ！　私が用意した服の中から、マーヤさんが『これ可愛い！　このスカート以外にあり得ない！』って選んだんです！」

「そうよ、そうだけど……あたしは悪くないわ！」

「……………………」

　二人の会話を聞いて、冬夜は頭が痛くなってきた。

　どうでもいいが、マーヤは逆ギレもいいところだ。

「……って、マーヤさん、時間ですよ！　もうそろそろ行かないと！」

「くっ！　あのバカが勝手に動くから！」

　マーヤは、じろりと冬夜を睨にらみつけてから。

　がつがつとクレープを食べると、いきなり走り出した。慌ててリリアもついていく。

　風のように、謎なぞの二人組は去ってしまった。

「いったい、なんだったんだ……？」

　と、冬夜がつぶやいたところで。

　ポケットの中でスマホからメールの着信音が鳴った。

　冬夜は自分のクレープをくわえると、スマホを操作して、届いたメールを確認する。

「…………これは！」

　メールを一読すると、マーヤよりも素早く自分のクレープを食べ、さらに容よう赦しやなく沖おき田たの分まで食べてしまう。

　だが、沖田も文句は言わないだろうと確信する。

　これは、買い食いなんかしている場合ではない──







　新しん都と大おお路じの入り口近くに、黒塗りの車が停とまっている。

　その車の前後を挟み込むように、パトカーが停まっていて、人が集まり始めていた。

「おいおい、今日の俺はどうなってるんだ？　ちょっとツキすぎじゃないか？」

「トーヤ、そんなことより私のクレープは？」

「美う味まかった」

「味なんて訊きいてないよ！」

　予想外なことに、沖おき田たは文句を言ってきた。

「ひ、ひどい……人のクレープを勝手に食べるなんて……」

「おまえ、金も払ってないし」

　冬とう夜やはさらりと言って、あらためて黒塗りの車が停まっているあたりを見た。

　車のそばに、黒髪の美少女の姿がある。

　白はく桜おう宮きゆうの主あるじにして、この国の姫君──結城ゆうきノアだ。今日は白いセーラー服姿である。

　学校からの帰りに、車が故障して立ち往おう生じようしてしまったらしい。

　パトカーで送ってもらえばすぐに帰れるだろうが、代わりの車が来るのを待つことにしたそうだ。

　既に警官が数十人集まり、警備にあたっているが、念のために新しん撰せん組ぐみも警護に就くことになったのだ。

　もっとも、来たのは近くにいた冬夜と沖田だけで、しかも新撰組は離れたところで警備するようにと、警察に追い払われたのだ。

「また姫様を近くで見られるとは……ホント、今日はついてるな」

「……なんなんだよ、トーヤ？　他にもいいことあったの？」

「さっき、可愛かわいい子のパンツ見た。水色だった」

「トーヤっ！」

　沖田が、冬夜を上目遣いで睨にらみながら怒鳴りつけてくる。

「いつも言ってるよね！　えっちなのはダメだって！」

「いつも言ってるけど、なんでダメなんだよ……」

　冬夜は、呆あきれつつ言った。

「正確には薄い水色で、ああドット柄っていうのか？　ああいう柄が入ってた」

「説明するなーっ！　トーヤはまだ十七歳なんだよ!?　えっちなことなんて十年早い！」

　沖田は頬ほおを染めて、恥ずかしそうにしている。

　冬夜はそういうことに一番興味がある年頃だというのに、沖田は理解してくれない。

「いいだろ、ハプニングでもなけりゃ女の子のパンツなんて見られないんだぞ！　俺専用のパンツ見せてくれる子とかいないんだぞ！」

「そんな子、いたら困るよ！　トーヤに彼女とか二十年早い！」

「俺は三十七まで彼女もつくれないのか!?」

　嫌すぎる未来だった。

「だいたい、オキは気軽に抱きついたり水着写真を勝手に貼はったりしてるじゃないか」

「私はいいんだよ。彼女じゃなくて幼なじみだし、軽いスキンシップなんだから。でも、他の女の子はダメ。トーヤの前に立ちはだかるエロスは、すべて私が斬きる！」

「な、なんて理不尽な……」

　かといって、沖おき田たが嫉しつ妬としているわけではない。それは、冬とう夜やにはよくわかっている。

　彼女はどうにも、冬夜には性欲を持ってほしくないらしい。

「姫様の写真を集めるくらいで我慢しなさい。水着写真がほしいなら、私のあげるから」

「いや、おまえの写真はいらんけど……」

　冬夜にとって沖田は妹のようなものだ。水着姿を見ても、なんとも思わない。

「それにしても、姫様はフレンドリーだなあ。いい人だ」

　結城ゆうきノアは、車の中にいてもよさそうなものだが、わざわざ外に出ている。集まってきている市民に笑顔で手を振っているのだ。

　代わりの車を待っているのは、市民にサービスするためなのかもしれない。

「若くて信頼がないから、愛あい嬌きようでカバーしてるんだよ。仕事だからやってるだけ──」

「…………っ！」

　冬夜と沖田は、同時に動いていた。

　狙そ撃げき──遠くで何者かが引ひき金がねを引く気配を敏感に察さつしたのだ。その直後に銃声が響く。

　二人は瞬時にバレット・ブレイドを取り出す。

「キクイチモンジ！」

　沖田のバレット・ブレイドには、銘がついている。かつての沖田総そう司じの佩はい刀とうだった菊一文字から取った名前だ。

　彼女のバレット・ブレイドは細く鋭するどい剣として現れた。斬撃スラツシユモードがデフォルトになっているのだ。

　冬夜がライフルを構える前に、沖田は素早く飛び出していた。バレット・ブレイドを一振りして、飛んできていた弾丸を真っ二つに切断する。

　切断されて二つに分かれた弾丸は地面にめり込み、巨大な穴を穿うがった。

　どう見ても、普通のライフルの威力ではない──

「あそこか！」

　冬夜は叫んだ。

　片道四車線の大路を挟んだ反対側のビル、その屋上に──誰かがいる。その誰かが発はつ砲ぽうしたのだ。

「警官隊、通行中の車を止めろ！　バレット・ブレイドの射撃に巻き込まれたら、車くらい吹き飛ぶぞ！」

　冬夜はバレット・ブレイドをビルの狙撃者に向けながら怒鳴った。

　数人の警官が旗を振りながら路上に飛び出し、通行中の車を止める。

　冬夜と沖田は、バレット・ブレイドを構えたまま、結城ノアに近づいていく。

「さてさて、狙ねらいは姫様かな？」

「他に誰がいるんだよ。アレは、おまえのイタズラの犠牲者か？」

　冬とう夜やは視線を狙そ撃げき者から外さずに、ツッコミを入れる。こんなときでも、のんきな会話ができるのは、沖おき田たが一緒にいる心強さがあるからだ。

　性格はともかく、沖田の腕は一流だ。

「新しん撰せん組ぐみ、沖田総そう司じです。姫様、身を隠してください」

「…………」

　沖田が結城ゆうきノアに警告し、冬夜は緊張してなにも言えなかった。

　結城ノアが、わずか五メートルほどの距離にいる。どういうわけか、隠れようともせずに立ったままだ。

「姫様？　また狙撃が来ます。弾丸を防ぐのは、私たちでもしんどいんですよ」

　沖田に言われても、結城ノアは姿をさらしたままだ。

「ふふ、そうはいきません。わたしがいてこそ、ああいう人をあぶり出せるんですから」

「あの、姫様？　いったいなにを？」

　結城ノアはくすくすと笑っている。命を狙われているのに、なぜ笑えるのか──

　冬夜は戸惑わずにはいられなかった。

　あの、桜の園で出会った優しげな少女と、様子が違う。

「やっと、まともにわたしの命を狙える人が出てきたようですね。この前は、ただのテロリストさんたちで、小物すぎましたから」

「…………」

　結城ノアは、どうやら自分の命を的にして強力なテロリストをあぶり出せたことを喜んでいるらしい。冬夜には、あまりまともな感性とは思えなかった。

「オキ、来るぞ！」

「もー、しょうがないなあ」

　沖田は警告をあきらめ、視線を狙撃者に戻す。

　その視線の先で──狙撃者は、ふらりとビルの屋上から飛び降りた。そのまま落下し、何事もなかったように着地する。

　ビルは四階建てで、そこまで高くないとはいえ、運がよくても脚あしくらいは折れるだろう。だが、狙撃者は凄すさまじい轟ごう音おんを立てて着地しておいて、普通に歩いてくる。

　間違いなく、リンカーだ──

　狙撃者は、三十代前半くらいに見える男だった。長髪で、眼鏡をかけている。着ているのは、全身を覆おおう灰色のコートだ。

　右手には、一丁のライフルを持っている。

「新撰組だ！　銃を捨てて地面に腹ばいになれ！」

　冬夜が一歩前に出て、バレット・ブレイドの銃じゆう口こうを向ける。可愛かわいい沖田が警告しても、怯おびえる犯罪者はあまりいないからだ。

「諸君、狂いたまえ──」

　突然、男は大きく口元を歪ゆがめてそう言った。

　そして、片手でライフルを構え──

「バカが！」

　冬とう夜やは引ひき金がねを絞しぼり、沖おき田たも同時に発はつ砲ぽうしていた。マズルフラッシュがまばゆく光り、狙ねらいをあやまたず、弾丸は男へと命中し──

「ははははははははははっ！」

　男は弾丸をくらいながら──狂ったように笑っていた。

　冬夜と沖田は立て続けに撃うち、すべての弾丸が男の胸に、腹に、脚あしに、腕に、頭に命中しているのに倒れない。いや、弾丸が男の身体からだに当たると同時に弾はじかれている。

「Ｄ結界か！　しかもこいつは──！」

　冬夜は射撃を続けながら、舌打ちする。

　バレット・ブレイドが展開するＤ結界は銃じゆう弾だんなど簡単に防ぐが、同じバレット・ブレイドから放たれた弾丸は、Ｄ結界の上からでもダメージを与えられる。

　バレット・ブレイドには射撃やＤ結界の他に、固有の特殊能力が備そなわっている。

　男のバレット・ブレイドの能力は、強力な結界らしい。地味ではあるが、有効な能力だ。

「トーヤ、掩えん護ご！」

　沖田は鋭するどく言うと、返事も待たずに駆け出した。

　冬夜は射撃を続けて男を牽けん制せいし、その間に沖田は一気に間合いを詰めた。

　一瞬で二十メートルを走り、沖田は銃撃シユートモードのバレット・ブレイドを剣装転化ブレイド・ターンさせて、剣を構え直す。

「新しん撰せん組ぐみ一番隊組長、沖田総そう司じ、行きまーす！」

　斬撃スラツシユモードのバレット・ブレイドが霊子スピリアエネルギーの白い光に包まれる。

　沖田は、まるで雷らい鳴めいのような音を響かせながら一気に振り下ろす。霊子エネルギーで形成された刃は奔ほん流りゆうと化して、大気そのものを震わせるのだ。

　しかし、そのときには男も斬撃モードを展開し、沖田の刃を受け止めていた。

「オキの剣を止めた……!?」

　冬夜は目を見開いた。沖田は射撃も得意だが、それ以上に斬撃モードの達人なのだ。

　沖田総司の魂源アニマは、〝剣けん才さい〟。

　剣一筋に生き、敵からも天才と讃たたえられた稀き代だいの剣士の魂には、剣の才能が深く刻み込まれているのだ。

　その魂を継ぐ沖田の剣をあっさり止めるなど、信じられない。新撰組でも、沖田の剣をまともに受けられる者などほとんどいないのだ。

「むうっ……！」

　沖田は小さく唸うなると、ぐっとバレット・ブレイドを押し出すようにして男を吹き飛ばした。しかし、男はふわりと見事に着地する。

「へえ……トーヤ、あいつなかなかやるよ」

「見りゃわかるよ。まさか、ランクＡとか言わないだろうな」

「どうかな……技は私が上だけど、霊子スピリアの出力なら互角かも」

　沖おき田たの口元には、笑みが浮かんでいる。

　彼女の悪いクセだ。強者に出会うと、恐れるよりも喜びに震えてしまう。恐怖を覚えないのは、戦う者として長所とは言い切れない。

「あなたは──どなたですか？」

「えっ？」

　冬とう夜やは、ぱっと横を向いた。

　結城ゆうきノアがゆっくりと彼の横を通りすぎていくところだった。

「ひ、姫様！　なにをしてるんですか、下がってください！」

「心配はご無用です」

　結城ノアは冬夜ににこやかに言うと、数歩進んで、男の数メートル前に立つ。

「あなた、ただのリンカーではありませんね。名のある英雄の魂を継いだお方とお見受けします。名乗ってはいかがですか？」

「……ふむ、織お田だ信のぶ長ながに選ばれた後継者。リンカーでありながら──誰の転生でもない者、だそうだな」

　男は、値踏みするような視線を結城ノアに向けている。

「そう言われていますね。わたしは肯定も否定もしていませんが」

　あくまで、結城ノアはにこやかに笑って言った。

　そう、結城ノアはかつての第だい弐に京都の支配者だった織田信長に選ばれた後継者。血けつ縁えん関係はないと信長自身が断言している。

　結城ノアもまた、リンカーだ。それも公表されている事実だ。

　しかし、彼女が何者の転生なのか、そこは明かされていない。

　白はく桜おう宮きゆうの主あるじとして必要なのは、信長に選ばれたという事実だ。

　リンカーであることも、誰の転生であるかということも、大きな問題にはなっていない。

　だが、巷ちまたでは彼女は〝英雄の魂を継がない唯一のリンカー〟だと言われている。

　門を開けることと、英雄の魂を受け継ぐことは同義である。冬夜自身、門を開けると同時に新しん撰せん組ぐみ無名隊士の魂を継いでいる。

　例外があるなど、信じられないが──

「わたしは白桜宮の主、結城ノア。それ以外の何者でもありません。で、そろそろあなたのお名前を教えていただけますか？」

　結城ノアは笑顔でありながら、奇妙な迫力があった。

　十六歳の若さで日本の頂点に立っている者の責任が、この美しい少女に内側から放たれる威圧感を持たせたのだろうか。

　冬夜が桜の園で見た優しげな少女は、彼女の一面でしかなかったのかもしれない──

「これは失礼した。私は──〝吉よし田だ松しよう陰いん〟」

　冬とう夜やは、バレット・ブレイドを油断なく構えたまま、少し驚いてしまう。

　吉田松陰といえば、幕末期に現れた──いわゆる思想家だ。

　長州であの有名な松しよう下か村そん塾じゆくを開き、倒幕運動で火の玉のように活躍した高たか杉すぎ晋しん作さくや久く坂さか玄げん瑞ずい、明治政府の指導者となった伊い藤とう博ひろ文ぶみや山やま県がた有あり朋ともなどの師として知られる。

　早くに亡くなってしまったが、ある意味では、明治維新の指導者とも言える存在だ。

「思った以上に高名な方ですね。吉田松陰様といえば、なかなかに過激だったそうですが、あなたもですか。いきなりの狙そ撃げきとは、上品とは言えませんね」

「狂わなければ、物事は成し遂げられんのでな」

　吉田松陰はにやりと笑い、バレット・ブレイドの銃じゆう口こうを結城ゆうきノアに向ける。

「姫様！」

　冬夜が叫び、沖おき田たとともに結城ノアの前に立つ。

「おまえ、正気か？　吉田松陰だろうが、新しん撰せん組ぐみ二人を相手に勝てる気か？」

「トーヤ、ちょっと変だよ。車の故障が偶然じゃなかったとしたら、裏があるかも」

　沖田が、ぼそぼそと冬夜にだけ伝わるように囁ささやいてくる。

　確かに、これは違和感のある展開だ。

　結城ノアが乗った車が故障して、たまたまそこに彼女を狙ねらう吉田松陰が居合わせた、ということはあるまい。

　車の故障が仕組まれたものだとすると、結城ノアの周囲に近づける誰かが手引きした可能性もある。

「ヴォルフが二人、しかも一人は沖田総そう司じか。ふむ、相手取るにはなかなか面倒ではあるな。だが、死ぬことは怖くない。志士は溝こう壑がくに在るを忘れず──」

「日本語でしゃべれ、この野郎」

　冬夜は銃口を吉田松陰の額に向けながら鋭するどく言った。

「志こころざしのある者は、その実現のために、道端の溝に屍しかばねをさらす覚悟をする、という意味です。元は孔こう子しの言葉で、吉田松陰が書いた書物に引用されています」

　すらすらと説明したのは結城ノアだった。相変わらず彼女は、逃げようともせず、冬夜たちのすぐ後ろに立ったままだ。

「吉田松陰様。記憶を継がないリンカーにしては……ずいぶんと成りきっているようですね。白はく昼ちゆう堂どう々どうの襲撃といい、芝居がかってますね。目的は？」

「〝クロノスの鍵かぎ〟──」

　吉田松陰が、ぼそりと言った。

　冬夜はその瞬間、背後の結城ノアから伝わってくる気配が変わったのを感じた。

　彼女は──動揺している。銃を向けられても顔色一つ変えなかったというのに。

「目的など、他にない。結城ノア、信のぶ長ながの後継者にしてクロノスの鍵たる少女よ」

「犬いぬ神がみさん、撃うちなさい！」

　命令が耳に届くと同時に、冬とう夜やは引ひき金がねを絞しぼっていた。止まらずに何度も撃うち続ける。

　吉よし田だ松しよう陰いんは肉体を包むＤ結界で銃じゆう弾だんを受け止めながら、後ろへと下がっていく。

「ちっ、通常弾じゃらちがあかない！　オキ！」

「わかってるよ！」

　沖おき田たが、弾はじかれたように前へと飛び出した。斬撃スラツシユモードを展開したまま、跳ちよう躍やくを繰り返して後ろに下がっていた松陰に追いつき、バレット・ブレイドを振り下ろす。

　バリバリと電気が弾けるような音が響き、沖田と松陰の斬ざん撃げきが衝突する。

　沖田はさっとバレット・ブレイドを引くと、今度は横から薙なぐように振るう。斬撃モードの刃は、当たれば一撃必殺だ。強力なＤ結界も、沖田の剣なら斬きり裂けるはずだ。

　しかし、松陰は防戦一方になりつつも、沖田の剣をさばいている。

　松陰は剣の達人でもなんでもないはずだが、沖田とやり合えているのは、彼が高ランクのリンカーだからだろう。

　織お田だ信のぶ長ながの転生も、バレット・ブレイドの強力な使い手だったらしい。史実の信長にもある程度の武芸の心得があったとしても、まさか剣の達人ではなかっただろう。

　それでも織田信長の転生が比類なき力を持っていたのは、リンカーの能力は歴史上での影響力に大きく左右されるからだ。

　唯一のランクＳＳＳトリプルエスである信長は、最強のリンカーでもあったに違いない。

　松陰もまた、歴史上で大きな輝きを放った男だ。強いのも頷うなずける。

「剣ばかりの能なしめ！　Ｄ結界は──こう使う！」

「わおっ！」

　松陰の全身からＤ結界が大きく拡大し、アスファルトを大きくめくり、近くで停とまっていた車を数台、空中へと跳ね上げる。

　同時に、沖田の小柄な身体からだもまた、宙を舞っていた。

　本来防御に使うＤ結界が、強力すぎるあまり、攻撃にも転用されている。

　もはや間違いない。松陰はランクＡ──冬夜から見れば雲の上の存在と言ってもいい。

「あ、ぶ、な、いっ！」

　沖田は、空中で器用に動き、宙を舞う車を次々に飛び移り──

「うーりゃっ！」

　再び松陰に肉薄し、バレット・ブレイドを振り下ろすが、Ｄ結界に阻まれ、また弾はじき飛とばされてしまう。それでも着地を見事に決めたのは、沖田ならではだが──

「このおおおおぉっ！」

　沖田が何度剣を振り下ろしても、Ｄ結界に阻まれてまるで通じない。松陰の周囲二メートルほどが、すべてを阻む絶対的な障しよう壁へきと化しているのだ。

「強いですね、彼は。吉田松陰──もう少し話してみたいくらいです」

「撃てって言いませんでしたか？」

　冬夜は、冷静さを保たもちつつ言った。それでも、憧あこがれの姫君が息がかかるほどの距離にいることに興奮を禁じ得ない。

「むっ、意地悪ですね、犬いぬ神がみさん。ですが……権力者の言うことなどコロコロ変わるんですよ」

　結城ゆうきノアは冬とう夜やをじろっと睨にらんでから、悪びれもせずに言った。

　冬夜は、彼女への認識が少し間違っていたように思えてきた。

　だが、そういうところもまたいい！　と、冬夜はますます彼女に惚ほれ込こむ。

「おっと、話している場合じゃない。姫様、失礼を」

　冬夜はその場に片かた膝ひざをつき、バレット・ブレイドの銃じゆう口こうを松しよう陰いんに向ける。沖おき田たと接近して斬きり合っているため、このまま撃うてば彼女を巻き込むが──

「どうされるつもりですか？　あれほど強力なＤ結界を展開されては、弾丸では倒せないでしょう？」

「バレット・ブレイドには固有の能力──〝銃牙フアング〟があります」

　松陰の銃牙は、結界。もちろん沖田のバレット・ブレイドにも銃牙があるが、彼女はそれをめったに使わない。いや──使えない理由がある。

「俺の銃牙は──〝牙が竜りゆう〟」

　冬夜は、トリガーを半分だけ絞しぼる。バレット・ブレイドの銃口に白い光が集まり始める。

「…………!?　この霊子スピリアは……いったい？」

　結城ノアのかすかに震える声が聞こえた。リンカーである彼女は、霊子を感知する能力を備そなえているのだろう。

「俺はしょせん、ランクＤのリンカーです。しかもまだ新米です。ですが……嫌な上司のおかげで実戦経験だけは充分すぎるほど積つんでいます」

　銃口に集まった白い輝きは、直視するのもかなわないほどまぶしく光っている。

　バレット・ブレイドの銃身にスコープが生じて、冬夜はそれをまっすぐに覗のぞき込こむ。

「これが、実戦で磨みがき上げた銃牙──！」

　冬夜がトリガーにさらに力を込める。

　その瞬間、沖田がいきなり高く跳ちよう躍やくした。

　同時に冬夜はトリガーを強く引き、銃口から太い光の束たばが放たれた。光は衝撃波をともない、地面をえぐり、土煙を上げながらまっすぐに飛び、松陰に直撃して──

「なっ、これは……!?　この力は、なん……だ……!?」

　強力なＤ結界を一点突破で貫通し、松陰の全身が白い輝きに包まれる。

　そして、光はそのまま松陰を呑のみ込こんでいき──

「道端で死んでもいいんだろ？　望みが叶かなったな」

　冬夜がにやりと笑い、松陰は絶叫を上げて消えていった。

　牙竜は装そう填てんされた弾丸の霊子エネルギーをまとめて引き出し、さらに増幅されて波動となって放たれる。

　増幅には時間がかかり、その間は無防備になってしまう上に、射撃可能な回数にも限度があるが──一撃必殺の威力を持つ。

「……けっこうなお手前ですね」

「恐縮です、姫様」

　冬とう夜やは銃じゆう口こうを上に向け、弾倉をリリースする。煙を上げながら弾倉が地面に落ちる。

　バレット・ブレイドの弾丸は霊子スピリアエネルギーを収しゆう束そくさせる。だが牙が竜りゆうは一発撃つごとに、溢あふれんばかりの霊子を収束しきれず、残弾をすべて消し飛ばしてしまうのだ。

　リンカーは身に宿した英雄の魂から霊子を引き出しているが、多くの力を引き出せば肉体に大きな負担がかかる。霊子を使いすぎれば、再起不能になることもあるという。

　ギリギリの霊子量を見み極きわめ、放つ秘ひ技ぎ──それが牙竜なのだ。

「いえーい、お疲れトーヤ」

　既に着地していた沖おき田たが、ぐっと親指を立てている。ケガもないようだ。

　彼女は冬夜の牙竜を知っている。松しよう陰いんの注意を引きつつ、攻撃すると見せかけて時間稼ぎをしていただけだ。彼女ならば、その程度のことは造作もない。

　沖田は、松陰が消えたあたりに向かう。仕し留とめたかどうか、確認するのだろう。

「新しん撰せん組ぐみの次は、吉よし田だ松陰ですか。順番は逆ですが、幕末期のリンカーが続けて現れていますね……」

「今度は、第二次幕末でも始まるんでしょうか？」

　冬夜は、ノアのつぶやきに答えた。

　織お田だ信のぶ長ながの出現に前後して現れたリンカーは、すべて戦国時代の英雄たちの転生だった。

　しかし、信長の死後は戦国時代の英雄を継ぐ者は現れていない。

「推測するには材料が足りません。ですが……また、新撰組に助けられましたね」

　牙竜の余波でもうもうと土煙が上がる中、結城ゆうきノアは冬夜の前に立った。

「犬いぬ神がみさん」

「は？」

　突然、結城ノアがまっすぐな目をして、手を差し出してきた。まだ膝ひざをついたままだった冬夜は、きょとんとしてしまう。

「口づけを許しましょう。あなたは、わたしの命を守ってくれたのですから」

「…………」

　口づけ？　キスってことか？　と、冬夜の頭の中でぐるぐると考えが巡めぐる。

　毎日ネットで写真を漁あさっている憧あこがれの人が、手を差し出してキスしていいと。夢でも見ているのだろうか、と冬夜はにわかには信じられなかった。

「犬神さん。犬神冬夜さん──」

「は、はい」

　戸惑う冬夜に、結城ノアがさらに言葉を重ねてくる。

「これからも、わたしのそばにいてくれますか──」

「…………！」

　冬とう夜やは、身体からだを雷に打たれたような衝撃が走るのを感じた。

　結城ゆうきノアの声は、どこか儚はかなく、さっきの敵を前に隠れることをよしとしなかった少女とはまるで違っている。

　冬夜には、どちらが本当の結城ノアなのか判断がつかない。

　だが──

「新しん撰せん組ぐみは、姫様のためにあります」

　冬夜は頷うなずいて、結城ノアの手を取り、そっとその甲に唇をつけた。

　憧あこがれの結城ノアの手に触れ、口づけする──いつもの冬夜ならば、恐れ多くてとてもではないができなかっただろう。

　しかし、結城ノアの声を聞き、彼女の正体がわからなくなったからこそ、触れることができたのかもしれない。

　口づけた手の感触は、不思議なほどなめらかで柔やわらかく──

　冬夜は永遠の忠誠を誓う騎士のように、結城ノアの前で跪ひざまずいたまま──胸の奥になにか得体の知れない、熱い感情が湧わいてくるのを感じていた。






　　２章　桜と雨






　桜の都に、冷たい雨が降っている。

　永遠に春が続く街といっても、時に冷え込むことはある。

「ま、たまにはいいな……」

　冬夜は新撰組屯所ホームの縁えん側がわに座り、雨に煙けむる中庭をぼんやりと眺ながめているところだ。

　屯所の中庭にも桜が数本植えられており、雨に濡ぬれている。

　時刻は、午後二時を回ったばかり。

　今日は屯所で待機任務中で、学校は休んでいる。

　沖おき田たも待機任務なのだが、風か邪ぜを引いたとかで病院だ。特に病弱ではないのだが、彼女はよく風邪を引く。

「桜と雨、というのもなかなか風ふ情ぜいがありますね」

「ああ、そうだな。たまにはこういうのも──って、姫様!?」

　いったい、いつ姿を現したのか。

　気がつかない間に、冬夜の隣に結城ノアが座っていた。

　セーラー服姿で、冬夜の顔を覗のぞき込こむようにしている。

「き、気づかぬこととはいえ、誠に申し訳ございませんでした！　ご無礼の段だん、平ひらに平ひらにご容よう赦しやを！」

「なんで時代劇みたいになってるんですか、いくら新しん撰せん組ぐみとはいえ」

　結城ゆうきノアは、くすくすと笑った。

「いえ、思わず……な、なぜ姫様がこんなむさ苦しいところに？」

「白はく桜おう宮きゆうから歩いてこられる距離ですよ。実は、第二次戦国時代前の地下鉄跡を利用した地下道で繋つながっていますしね」

「え……初耳なんですが……」

　冬とう夜やは毎日この屯所ホームで寝起きしているが、行ったことのないところもたくさんある。

　新撰組の指揮所や機密データを保存している第一電算室などは、冬夜のような平隊士の入室は禁じられているのだ。

「あ、もしかして秘密だったんでしょうか。聞かなかったことにしておいてください」

　結城ノアは、ぺろりと舌を出した。お姫様らしくない仕草だった。

「も、もちろん。それで、えーと……姫様は学校帰りですか？」

「いえ、わたしにはこれが普段着なんです」

「はぁ……まあ、制服は一種の正装ですからね。大変なのですね」

　冬夜は、納得する。ノアほどの立場ともなれば、どこへ行くにもあまりカジュアルな服装は許されないのかもしれない。制服姿も可愛かわいいので、なにも文句はない。

「といいますか、犬いぬ神がみさん。かしこまった話し方をしなくてもいいですよ。見たところ、歳としも近いようですし。わたしは、今年十七歳になります」

「俺──いえ、自分も十七歳です。ですが、姫様に失礼な口を利くわけには──」

「この前の襲撃のときは、そこそこ失礼な口を利いてましたよ。あれでいきましょう」

「えっ、そうでした……か」

　冬夜はしどろもどろになりながらも、否定できない。戦闘モードに入ると、彼は若干強気になってしまう。

「ですよ。堅苦しいのはナシにしましょう。ナシにしないと、処刑しますよ？」

「ええぇっ!?」

「冗談です。わたしに国民を処刑するような権限はありませんしね」

　あったらやるのだろうか、と訊ききそうになって冬夜は思いとどまった。返事が怖い。

「でも、あなたがいてよかった。ちょっとお話ししたいことがあるんですよ」

「俺と……ですか？」

「どうにも違和感がぬぐえません」

　結城ノアは、冬夜の困惑など知らん顔でいきなり言った。

「吉よし田だ松しよう陰いんというリンカー……唐突に出てきて、ずいぶんあっさり死んだと思いませんか？　しかもあんな思わせぶりな態度を取っておいて」

「ま、まあ……」

　冬夜に松陰をかばう理由はないが、少しばかりひどい言いぐさだった。

「ただ、松しよう陰いんは強かったですよ。オキ──沖おき田たも同じことを言ってました。というか、沖田がいなかったらあそこで仕し留とめられなかったですよ」

「今日は沖田さんはいらっしゃらないのですね。いつもお二人はセットだと伺ってます」

「はぁ、沖田はちょっと体調不良で……」

　セットは否定できないので、さらりと流しておく。

「それはお気の毒に。ですが、沖田さんが強いにしてもあっけなさすぎた気がして仕方ないのですよね。まるで、やられるために現れたような」

「さすがに、それはないかと。松陰が手を抜いていたとも思えません」

　もし手を抜いてあの強さだったら、ランクＡどころではない。

「ですか……では、わたしの考えすぎでしょうか」

「いえ、吉よし田だ松陰についてはまだ背後関係を探っているはずですから」

　今のところ、吉田松陰を名乗ったリンカーについては本名すら判明していない。

　国の検査を受けたリンカーではないようだ。ごくまれに、検査をすり抜けて自力でリンカーに覚かく醒せいする者もいるのだ。

　バレット・ブレイドをどこから入手したのかも気になるところだ。

　だが、第二次戦国時代に相当数が散さん逸いつしているので入手ルートを探るのは難しいだろう。

「とにかく、時間をかければなんらかの情報は手に入るはずです」

「結論を出すのは時期尚しよう早そう、ですか。ただ……疑いすぎなのはわかってるんですが、わたしはどうしても、吉田松陰というのが気になるんですよ」

「…………？　どういうことですか？」

「吉田松陰は、ある意味では幕末という時代を最初に動かした人でしょう」

「…………」

　冬とう夜やは、そこでようやく結城ゆうきノアの言葉の意味を察さつした。

「……まさか姫様、本当に第二次幕末でも始まるとお思いですか？」

　信のぶ長ながの出現に端を発した第二次戦国時代。

　歴史上の織お田だ信長が戦国時代を始めたわけではないが、彼が大きく時代を動かした人物だったことは確かだ。

「──というのも、時期尚早……いえ、妄想でしょうか。忘れてください、犬いぬ神がみさん」

「ああ、はい」

　結城ノアはいたずらっぽい笑みを浮かべている。

　冗談で言ったわけではないだろうが、根拠もないことだ。冬夜は、頷うなずいてみせる。

「ところで、犬神さん。まだ態度が硬いですね。ガチガチですね」

「…………っ」

　ぐいっ、と結城ノアが身を乗り出してきて、冬夜は固まってしまう。

「大変なことを告白しましょう」

「た、大変なこと？」

「わたし実は……友達がいないんです」

「は？」

　結城ゆうきノアは身を乗り出したまま、にこっと微笑ほほえんで。

「白はく桜おう宮きゆうには歳としの近い子はいませんし、学校ではみなさん親切にはしてくれますが、距離を取ってくるんですよね」

「それは……まあ、なんというか……仕方ないのでは」

　結城ノアは、この国の支配者だ。気楽に話しかけられる相手ではない。

「犬いぬ神がみさんは同い年で、しかもわたしと同じリンカーです。もう、あなたくらいしか友達になれそうな人はいないんですよ。つまり、わたしの最後の希望ですね」

「えーと……他にも十七歳のリンカーはいるのでは……」

「徒歩で会いに行ける範囲にはいません」

「……歳は違いますが、沖おき田たは姫様と同性ですし、あいつは物もの怖おじしないですよ」

　とりあえず、冬とう夜やは幼なじみを差し出すことにする。

「むう……犬神さんはわたしとお友達になりたくないんですか？」

　結城ノアはぷくーっと頬ほおをふくらませて、冬夜を睨にらんでくる。

「そ、そういうわけでは……！」

「どういうわけなんです？」

　結城ノアは一歩も退ひかず、じーっとさらに睨みつけてくる。

「えーと……ど、どちらかというと……仲良くさせていただきたいです」

「ありがとうございます。でも、その言い方も硬いですね」

　観念した冬夜に、結城ノアはにっこり笑いかけてきた。

「まずは、名前で呼んでください。呼び捨てにしづらければ、様付けでもいいですから」

「で、では……ノア様……」

「はい、犬神さん」

　ノアは、にこにこと心から嬉うれしそうだ。

　冬夜のほうは、ノアのふくれっ面つらというレアなものを見られたが、彼女に睨まれて背中に汗が滲にじんでいる。

「ええ、これくらいがいいですよね。わたしたち、もうキスも済ませてるんですし」

「ちょっ、なにを言って……！」

　冬夜は慌てふためく。キスといっても、手の甲にしただけだ。

「ふふ、冗談です」

　ノアは、またぺろりと小さな舌を出す。ずいぶんと茶ちや目めっ気けがあるらしい。やはり、松しよう陰いんと対たい峙じしていたときとは別人のようだ。

「そうだ、犬神さん。もう一つお話が──」

「姫様!?」

　と、なにか言いかけたノアの言葉を誰かが遮さえぎった。

　廊下の向こうから──土方ひじかたが早足に歩いてくる。

「姫様！　いつこちらへ!?　連絡を受けていませんが──」

「ああ、副長さん、ごきげんよう。相変わらず怖いお顔ですね」

　慌てる土方に対して、ノアは落ち着き払っている。

「ちょっと遊びにきただけですよ。どうぞ、おかまいなく」

「そういうわけには参りません」

　土方は、ノアのそばに正座する。

「むさ苦しいところですが、応接室もあります。そちらへいらしてください」

「ここで大丈夫ですよ。犬いぬ神がみさんがお相手してくれてますしね」

「犬神ぃ……？」

　土方の丁重な態度は唐突に消え、殺気を込めた目で冬とう夜やを睨にらみつけてくる。

「てめえ、姫様に失礼があったんじゃねぇだろうな。切せつ腹ぷくじゃ済まねぇぞ」

「い、いえ……」

　冬夜は否定しつつも、失礼が充分にあったことは間違いない。

「ええ、失礼なんてありませんよ。犬神さんに〝ノア〟と名前で呼んでもらえることになりましたから」

「名前で──!?　おい、犬神ぃ！」

「そ、それは成り行きで……！」

　冬夜は慌てて、ばたばたと手を振る。

「いいんですよ、副長さん。わたしに友達がいないことは、あなたもご存じでしょう。名前で呼んでもらうのは憧あこがれだったんです」

「……だからといって、こいつを選ばなくても」

　土方はまだ不満そうで、冬夜を睨んでくる。

「こら、副長さん。そんな怖い目をしてはいけません。仲間なんでしょう？」

　ノアが可愛かわいい顔にわずかに怒りを浮かべて、たしなめる。

「なれ合いは不要です。新しん撰せん組ぐみに必要なのは、鋼のような強さなのです」

　土方は、あくまで丁重に──だが、恐れもせずに言った。

「もちろん、そこに関しては局長と副長の権限です。白はく桜おう宮きゆうは命令を下すのみですね」

「ご理解いただき、ありがとうございます」

　土方は、小さく頭を下げた。

　冬夜は、ほっとする。すぐにノアが引いてくれたおかげで、緊張が続かずに済んだ。

「あ、そうだ。副長さん、あなたに言えば早いですね。実は、ちょっとお願いが」

「任務ですか？」

「いいえ、お願いです──」

　ノアは笑みを浮かべ、いきなり立ち上がった。ふわりと制服のスカートが揺れ、きわどいところまであらわになる。

　思わず冬とう夜やが太ももに目を奪われた瞬間──

「来てください、〝シルフィード・エイト〟！」

　ノアの胸が淡く輝き、そこから飛び出してきた赤いライフルを一瞬のうちに構え、土方ひじかたの眉み間けんに狙ねらいを定さだめていた。

「バレット・ブレイド……？」

　冬夜は、ぽかんとしながらノアを凝ぎよう視しする。

　ノアがリンカーだというのは聞いていたが、バレット・ブレイドの使い手だなどと想像したこともなかった。国の頂点に立つ者が、武器を手にする必要などないはずだ。

「さすが、副長さん。銃を突きつけられても、眉まゆ一つ動かしませんでしたね」

「殺気がなければ、恐れることはありません。とはいえ、間違いが起こることもありますから、このようなマネは避さけられたほうがいいかと」

　土方は、銃じゆう口こうをまったく気にもかけずに淡々と言った。

「……失礼しました。ですが、犬いぬ神がみさんも反応しませんでしたね。上司の危機ですよ？」

「こいつは、嫌な上司が死んでくれたほうが嬉うれしいでしょうから」

　またもや、土方はさらりと言った。

　冬夜は黙っていた。土方がどうこうというより、ノアの行動に驚いている。

「ですか、荒すさんだ関係ですね。ただ、わたしにはこれを使う機会がないのです」

「姫様がみずから武器を振るうようなことがあっては困ります」

「二度ほど襲われて、新しん撰せん組ぐみのおかげで事なきを得てますが──幸運は何度も続くとは限りませんよね。わたしは、自分の命運をすべて人に委ゆだねたくはないのです」

　ノアは、透き通った目をじっと土方に向けている。

「というわけで、あらためてお願いです」

　黙って聞いていた冬夜にも、ようやく話が見えてきた。

　だが、これはなかなか意外な展開ではあった──







　結局、土方はノアの〝お願い〟を聞き入れた。

　要するに、ノアのお願いとは──護ご身しん術じゆつとバレット・ブレイドの扱いを新撰組で教えてほしい、ということだった。

　彼女の言うとおり、自分の身を守れるのは悪いことではない。

　それから、ノアはほとんど毎日のように新撰組の屯所ホームにやってきた。

　彼女の要望で歳としの近い冬夜と沖おき田たが、訓練教官を引き受けている。これは冬夜にはさらに意外で──最高の幸運だった。

　実は、冬夜ほど熱心ではなくとも、新撰組にはノアのファンが多い。

　監督役が鬼の土方や堅かた物ぶつの近こん藤どうでなく、甘い芹せり沢ざわのときには何人もの隊士が訓練を覗のぞきにきていた。

　それにしても、と冬とう夜やには不思議でならなかった。確かに身を守るすべを心得ているに越したことはないが、なぜこうも毎日ノアが姿を現すのかと。

　隊士の一人が、「姫様、実は屯所ホームのどこかに住んでるんじゃ？」と疑うほどだった。

　もっとも、地下道を通って白はく桜おう宮きゆうから屯所まで来てるのだから、的外れでもない。

　地下道のことは、平隊士たちは知らないが。

「はい、はーい、姫様。それじゃダメだよ」

　バン、と乾いた音が響き、沖おき田たが明るい声で言った。

　彼女の前には、ノアが倒れている。沖田に投げ飛ばされたのだ。

　沖田は新しん撰せん組ぐみの黒い制服姿で、ノアはＴシャツにスパッツという運動着姿だ。

　ここは、新撰組屯所内にある訓練施設である。

　二階建てで、一階は薄いマットが敷しかれただけの、徒手格闘の訓練場になっている。

　ノアの希望どおり、ここでは護ご身しん術じゆつの訓練を受けてもらっているのだが……。

「お、おい、オキ……」

「ん？　どうかしたの、トーヤ？」

　沖田は屈くつ託たくなく笑っている。風か邪ぜもとっくに治って元気いっぱいなのはいいが、足下に転がっているノアをまったく気にも留とめていない。

「っと、姫様、早く立つ立つ。寝転んでたら死ぬよ？　テロリストのみなさんは、寝技には付き合ってくれないからね」

「は、はい」

　ノアは、顔をしかめながら立ち上がる。

　沖田は──戦闘技術全般において天才的である。

　彼女の投げは、柔道などの投げとはまったく違う。鋭するどく速い、叩たたきつけるような投げは骨まで響くのだ。何度もくらっている冬夜は、身体からだでそれを知っている。

「敵は、オキちゃんみたいに甘くないからね。投げられたら、顔か首を踏みつけられるか──ああ、その無駄におっきなおっぱいを足で楽しまれちゃうかも」

「おっぱ……!?」

　ノアがぎょっとする。薄手のＴシャツの上からだと、彼女の豊かな胸のふくらみがよくわかる。

　白桜宮育ちの彼女は、おっぱいがどうとか言われたのは、たぶん初めてだろう。

「ほいほい、じゃあもう一度」

「まだ続ける気か、オキ……」

　冬夜は呆あきれて言い、ちらりと視線を横に向けた。

　訓練場の隅に、メイド服姿の芹せり沢ざわが座っている。彼女は、笑ってひらひらと手を振った。止めるつもりはないらしい。

「さあ、姫様！　次に倒れたら、私がそのおっぱいを揉もむからね！」

「ちょっ、沖田さん……！」

　ざざっ、とノアは怯おびえつつ後ずさりする。

「わ、わたしのおっぱ──胸なんて触ってどうするんですか！」

「……私はね、巨乳が嫌いなんだよ。憎いんだよ。そのエロスのかたまりが憎い！　だから、徹底的に揉もみしだいてやりたい！」

「おいっ！」

　冬とう夜やはさすがに黙っていられず、ツッコミを入れる。

　憎いから揉みたい、などまったく意味がわからない。それより──

「オキ、いくらなんでも失礼すぎるぞ！」

「だって姫様、訓練では先生だからいつもどおりでいいって言ったよ？」

「隙すきありっ！」

　一瞬、冬夜のほうを見た沖おき田たに、ノアが身体からだを低くして襲いかかっていく。

　驚くほど鋭するどいタックルだった。ノアは、〝誰の転生でもない〟としてもリンカーだ。身体的な能力は人間をはるかに超えている。

「動きがまっすぐすぎるよ」

　沖田はぽつりと言うと、足を取りに来たノアの腕をかわし、その腕を取って大きく放ほうり投げた。

　ノアの身体が数メートルも舞い上がり、勢いよく訓練場の天井へと飛んでいく。

「なっ……!?」

　冬夜は慌てて跳ちよう躍やくし、ノアが天井にぶつかる直前で彼女の身体を受け止めた。そして、彼女を抱いたまま、着地する。

「な、なにしてんだ、オキ！　マジで手加減なしか!?」

「もー、トーヤはうるさいなあ。姫様だってリンカーなんだから、天井に激突したって死にはしないよ」

「そういう問題じゃない！」

　姫君を天井に叩たたきつけること自体が問題である。

「でも、問題は私よりトーヤじゃない？」

　沖田は唇を尖とがらせ、不満そうに言った。

「は？　俺がなんだよ？」

「あの、犬いぬ神がみさん……助けていただいたのはありがたいのですが、ちょっと……」

「はい？」

　冬夜は、まだ抱いたままだったノアのほうに視線を向ける。

「あ、すみません。失礼を──」

　と言いかけて、冬夜はやっと気づいた。

「わ─────っ！」

　冬夜は、片手でノアの胸を鷲わし掴づかみにしてしまっていた。てのひらにはとても収まらないボリューム、ぷるんとした柔やわらかな感触が手に伝わってくる。

「す、すみません、すみません、申し訳ありません、ノア様！」

「いえ……いいですから、まずは離していただけると……」

「そうでした！」

　冬とう夜やはノアの胸から手を離し、ざざっと後ろに下がって平へい伏ふくする。

「土下座はしなくていいですよ、犬いぬ神がみさん……」

　ノアは耳まで真っ赤になっている。

　反応を見る限り、彼女は異性に胸を触られたのは初めてだろう。

　とはいえ、俺が初めての男だ！　などと冗談でも言えない。

「私の前であんなえっちなマネをするとは……よーし、者ども！　不ふ敬けい罪ざいでトーヤを逮捕しよう！　かかれーっ！」

　突然、沖おき田たが叫び、訓練場のドアから中を覗のぞいていた数人の隊士たちが一斉に襲いかかってくる。

「あっ、こいつら！　待て、今のは事故……！　見てたならわかってるだろ！」

　冬夜は言い訳しつつ、かかってきた隊士たちをさばいていく。

　隊士たちは口元をニヤつかせている。もちろん、彼らはわかっていて冬夜とじゃれに来ているのだ。

「ああ、ちくしょう！　おまえら容よう赦しやなしだな！」

　冬夜がバレット・ブレイドを取り出そうか悩んでいると──












「やめなさーいっ！」

　突然の声に、隊士たちがぴたりと停止する。

「あ、すぐにやめてくれましたね。言うこときかなかったら、みなさんのお給料を下げるところでした」

　ノアは恐ろしいことをさらりと言う。

「今のは事故です。わたしは気にしてません。沖おき田たさんもおふざけが過ぎますよ……って、いません！」

「……オキはなんでもできますが、逃げ足の速さは特にずば抜けてるんです」

　冬とう夜やは、ため息をつきながら言った。沖田は幼い頃から、施設の先生に叱しかられたためしがなかった。

「逃げ足も見習うべきでしょうか……まあ、いいです。みなさん、これ以上の覗のぞき見みは禁止です。いいですね？」

　ノアは、にっこりと隊士たちに笑いかけた。目は笑っているが、有無を言わせない迫力があった。

　さすがはお姫様、命令することに慣れている──ということらしい。







『状況終了。トータルスコア、四十三点。タダチニ副長室ヘ出頭セヨ！』

　ビーッ、とブザーが鳴り、電子音声が死刑を宣告する。

「……犬いぬ神がみさん、副長室はどちらでしょう？」

「いえいえ、行かなくてけっこうです！」

　冬夜は、ノアの質問にぶんぶんと首を振る。隣に座っている芹せり沢ざわも苦笑を浮かべた。

　新しん撰せん組ぐみ屯所ホーム内につくられた、バレット・ブレイドの射撃場である。

　といっても、レンジに入ってヒト型の的を狙ねらうようなものではない。

　元々、屯所の横手にあった広大な森を切り開き、土を盛って高低差をつくりだしている。森の木々がそのままになっているところもあり、自然のフィールドを走り回れるようになっているのだ。

　建物もいくつかあり、室内戦の模も擬ぎ戦闘も可能だ。

　的は、プログラム制御の小型無人飛行機ドローンで、ランダムに現れるそれらを模擬弾を装そう填てんしたバレット・ブレイドで撃破していく。

　スタートと同時に随所に仕掛けられたカメラがスコアをカウントしていき、ゴール時に合否が知らされる。

　不合格と判定された場合は、再訓練となる。

　さらに不合格のラインにすら達しなかった場合は──副長室に呼び出されるのだ。

「ノア様は隊士じゃないんですから、いいんですよ」

「ですか。ちなみに、隊士の方が呼び出されたらどうなるのです？」

「聞かないほうがいいかと……」

　冬とう夜やはどんよりした表情になり、ノアはなにかを察さつしたのか苦笑する。

　いや、冬夜も呼び出しは未経験だが、隊内で聞いた噂うわさを忘れたくなるほどだった。

「うーん、でも初級コースなんですよね。それで四十三点ですか。難しいものですね」

　ノアは、バレット・ブレイドを構えながら首をひねっている。

「たいしたものだと思うけどねー。ねえ、ワンちゃん？」

「そうすね。隊士でも、初めてだと五十点越えるのがやっとですから」

　冬夜は、芹せり沢ざわに答える。

　彼が初級コースに挑んだときは七十点で、合格ラインギリギリだった。

　それでもランクＤのリンカーとしてはできすぎなくらいだった。

「そういや、芹せり姉ねえの最初のスコアは？」

「満点♪」

「…………」

　冬夜は、バカな質問を後悔した。忘れがちだが、芹沢は新しん撰せん組ぐみ局長の一人で、バレット・ブレイドの扱いでも達人なのだ。

「ちなみに、今のところ初級一回目で満点を取ったのは私と近藤勇コンちやん、沖田総司総ちやん、永倉新八しんちやんと斎藤一はつちやんの五人だけね」

「はははー、さすが幹部のみなさんは違いますなー」

　冬夜は、乾いた笑みを浮かべてしまう。

　新撰組幹部は全員ランクＢ以上で、戦闘に関してはＡに匹ひつ敵てきする怪物揃ぞろいだ。

　冬夜に勝ち目がないのはわかっているが、実力差を知らされると落ち込む。

「……そういえば、ノア様はランク……とかついてるんですか？」

「いえ、特にはないですね。義ち父ちが不要だとおっしゃったとか」

「それは……そうかもしれないですね」

　リンカーのランク付けは、受け継いだ魂の力をわかりやすく示すためのものだ。

　ランクは、リンカーがどこの国家機関に配属されるかの目安にもなる。信のぶ長ながの後継者であるノアには不要だろう。

　だが、どうにもノアの〝誰の転生でもない〟というのが気にかかる。

　リンカーは過去の魂と繋つながっているからこそ、そう呼ばれるのだ。

「……わたしが誰の力を継いでるのか、それはわたしにも本当にわかりません。ただ、どこからか霊子スピリアを引き出してるのは間違いないですけど」

「え？　な、なぜいきなりそんなことを……」

「いえ、犬いぬ神がみさんがそれを訊ききたそうな顔をしてたので」

　ノアは、くすりと微笑ほほえみながら言った。

　彼女が鋭するどいのと、冬夜が顔に出やすいのだろう。

「それより、どうでしょう。芹沢さん、犬神さん、アドバイス的なものは？」

「うーん、姫様はパワーは充分ね。ただ、そのパワーに振り回されてるかな」

　芹せり沢ざわが遠えん慮りよのない口調で言う。彼女も沖おき田たと同じく、訓練中はコーチとして振る舞うことにしたようだ。

「バレット・ブレイドの威力も斬きれ味も、リンカーとしての基礎能力次第だからね。さっきのランクの話に戻るけど、姫様は低く見てもランクＡ以上よ。つまり、訓練さえ積つめばこのワンちゃん以上のスコアくらいは軽く出せるわ」

「いいですね……犬いぬ神がみさんの点数をあっさり越えてドヤ顔したい……」

「……ノア様、ずいぶん俗ぞくな言葉をご存じで」

　冬とう夜やは、引きつった笑みを浮かべてしまう。

「訓練すれば、そんなに難しくないわよ。でも、姫様もちょっと疲れたでしょう。休憩したほうがいいわ。口に合うかわからないけど、いいお茶があるのよ」

　芹沢がにっこり笑って言うと、ノアも頷うなずいた。

「と、その前にシャワーを浴びたほうがいいわね」

　芹沢が先頭に立って歩き出し、射撃場内のシャワー室へと移動する。

「それじゃ、行ってきて。私たちがここで見張ってるわ。まさか、姫様のシャワーを覗のぞこうなんておバカさんはいないでしょうけど、念のためにね」

「はい。さっぱりしてから、ありがたくいただきます」

　にっこり笑って、ノアはシャワー室へと入っていった。

　冬夜は、生なま唾つばを呑のみ込こみそうになってしまう。数メートルも離れていないところで、ノアが裸でシャワーを……。

「ねーえ、ワンちゃん」

「え、うおっ、はい？」

　不ふ埒らちな想像を振り払いつつ、冬夜はあたふたしてしまう。

「姫様には気をつけなさいよ」

「え？　ああ、ちゃんとわきまえてます。もちろんシャワーを覗くなんて」

「それもあるけど、そういうことじゃないのよね」

「は？」

　冬夜が聞き返すと、芹沢は思いのほか真面目まじめな顔をして口を開いた。

「彼女は、織お田だ信のぶ長ながの娘なのよ。血は繋つながってなくても、あの男の教育を受けてる」

「はぁ……」

　そんなことは言われるまでもなくわかっている。

「つまり、権力者としての考えが身体からだにしみついているはずよ。どんなに親しげに接してても、私たち新しん撰せん組ぐみは白はく桜おう宮きゆうから見れば末端の、小規模な戦闘部隊でしかないわ」

「いつでも切り捨てられるってこと……ですか？」

「幕末じゃないんだから、そこまであからさまなことはやらないでしょうけどね」

「ちょ、ちょっと待ってください、芹せり姉ねえ。話が飛躍してますよ。ノア様が屯所ホームに遊びにくるようになっただけで、考えすぎでしょ！」

「これは、局長としての忠告。君が姫様にのめり込みすぎないように、釘くぎを刺してるの」

「いやでも、ノア様は俺たちの上司ですし、のめり込むもなにも……」

　冬とう夜やは、芹せり沢ざわの話があまりに極端に思えてならない。

「あのお姫様のほうも、ずいぶんワンちゃんを気に入ってるみたいだしね。そうじゃなきゃ、こう何度も屯所ホームに来ないでしょ」

「……どうですかね。まあ、同い年の友達がずっといなかったそうですから」

「なんにしても、偉い人相手に気を許しすぎるなってことよ。もちろん、姫様がいい子だっていうのは私もわかってるわ。ワンちゃんに向けてる笑顔に嘘うそはない。でも、彼女はきっと、権力者の顔も持ってる」

「…………」

「白はく桜おう宮きゆうの地下には巨大な基地があって、戦せん艦かんも沈めるような巨大なバレット・ブレイドがつくられてるとか、実は信のぶ長ながが生きてて裏から姫様を操ってるとか、誰の転生でもないっていうのは大おお嘘うそで、本当は豊とよ臣とみ秀ひで吉よしの転生とか──そんな噂うわさまであるしね」

「そこまでいくと、ただの都市伝説じゃないですか」

「そうなんだけどね。ま、頭に留とどめておきなさい！」

　バン、と芹沢は冬夜の背中を叩たたいた。

「これでも私、割と疑うたぐり深ぶかいのよ。ほら、史実じゃ芹沢鴨かもって近こん藤どう勇いさみとか土方ひじかた歳とし三ぞうとかに不意打ちくらって殺されてるでしょ。その記憶がちょっぴりあるのかもね」

　そのとおり、芹沢鴨は仲間だった近藤たちによって暗殺されている。

　それは、ある種の権力闘争でもあった。新しん撰せん組ぐみのような小規模な組織でも権力をめぐって争いは起きた。

　芹沢に確かな前世の記憶がなくとも、権力を嫌うのは無理もないかもしれないが……。

「っと、私はお茶の用意してくるから、姫様のシャワーが終わったら連れてきて」

「え!?　ちょっと、俺一人で!?」

「お茶だけだとアレだから、なにか軽い食べ物も用意しましょう。じゃーね」

　容よう赦しやなく、芹沢は去ってしまう。

「……まあ、いいか。ここで見張ってりゃいいだけだし」

　ノアのシャワーを想像はしても、覗のぞこうなどと微み塵じんも思わない。

「あのー」

「え？」

「芹沢さん……はいらっしゃらないんですね」

「ノ、ノア様!?」

　冬夜が振り返ると、シャワー室の扉が開いて、ノアが覗くようにして顔を出している。

　それはいいのだが──彼女は、タオルを巻きつけただけの格好だ。

　髪が濡ぬれ、肌にも水滴がついたままだ。

　タオルを巻いた胸元の、豊かなふくらみが半分近く見えてしまっている。

「ちょ、ちょっと！　なにしてるんですか!?」

「いえ、お湯がもの凄すごい勢いで止まらなくなっちゃいまして。どうしたらいいのかと」

「あ、ああ……たまにあるんですよ」

　冬とう夜やは、ノアから目を逸そらしながら言う。

「って、そうじゃなくて！　そんな格好で外に出てはダメですよ！」

「あ、そうでしたね……」

　ノアは、苦笑しつつ言った。

「子供の頃から、いつも使用人の方々にお世話してもらってたので。着替えとかも手伝ってもらうのが当たり前だったせいかもしれません」

「いえ、冷静に分析しなくていいですから……」

　ノアのほうは肌を見せることにさほど抵抗がないかもしれないが、冬夜は見せられることに大いに抵抗がある。

「えーと、湯が止まらないんでしたね。地下の配管がたまにおかしくなるとかで。修しゆう繕ぜんの申請を出してるけど直してもらえないらしいです……って、ノア様に文句を言ってるんじゃなくて！　ああ、とりあえず元もと栓せんを閉めれば止まりますから！」

「あはは、そう慌てずに……元栓、お願いできますか？」

「喜んで！」

　冬夜は意味不明な受け答えをして、シャワー室へと飛び込む。

　シャワー用の個室がずらりと並ぶ中を奥まで進んで、元栓を閉めた。

「ありがとうございます、犬いぬ神がみさん。助かりました」

「いえ──いえ、とんでもないです！」

　つい、ノアのほうを向いてしまい、冬夜は慌てて目を逸らした。

　今度は、胸元だけでなくタオルで隠しきれてない太ももまで見てしまった。彼女の脚あしは適度に肉づきがよくて柔やわらかそうで、なんとも言えない色気を放っている。

「ついででごめんなさい。もう一つお願いしていいですか？」

「な、なんなりと！」

「着替えを置いてきてしまったので……訓練場の更衣室にわたしのカバンがありますので、持ってきてもらえますか？」

「あ、そうですよね！」

　冬夜は慌てふためきながら、頷うなずいた。

　もはや、頭がまったく回っていない。

　半裸のノアと二人きりでは、心臓がもたない。

　冬夜は逃げるようにして、シャワー室を飛び出した。







「ふうー……やれやれ肩が凝ったな」

　白はく桜おう宮きゆうの一室──

　新しん撰せん組ぐみ副長、土方ひじかた歳とし三ぞうは豪華なソファに身を沈め、ため息をついた。

「歳としさん、気を抜くのは早い」

　土方の向かい側のソファに座っているのは、近こん藤どう勇いさみである。

　長く伸ばした髪を綺き麗れいにまとめ、制服をきちんと着込み、背筋を伸ばして座っている。

　彼はまだ十八歳なのだが、年齢に似合わない落ち着きがあり、少しばかり堅苦しい。

　土方と近藤の二人は、白桜宮の役人と予算についての話し合いをしてきたところだった。

　このあとも、まだいくつも会議が待っている。今は小休憩中だ。

「まったく、任務に必要な金はポンと払ってもらって、仕事に集中したいもんだ」

　土方は、さっき受け取ってきた書類を眺ながめながら苦い顔をする。

　泣く子も黙る新撰組も、金がなければ戦えない。それが現実なのだ。

「ところで、歳さん。例の件だが」

「ああ、吉よし田だ松しよう陰いんか」

　土方は、近藤の質問をすぐに察さつして頷うなずく。

「松陰が単独犯って線は薄い。たまたま姫様の御ご料りよう車しやが故障して、たまたま松陰が居合わせた？　ありえねぇよな」

「御料車に細工できる──つまり、白桜宮に内通者がいる？」

「ま、白桜宮内に不ふ心こころ得え者ものが何人か潜り込んでいるのは間違いねぇ。この前の自爆したテロリストの件もあるしな。とはいえ、内通者をあぶり出すのは難しいだろう」

　白桜宮には内部調査を専門とする部署が存在する。

　だが、未いまだに内通者を見つけていない、あるいは見つけていても新撰組に報告がないとすると、その部署は信頼できない。

「内通者の線が難しいなら、街に出て、ドブをさらえばいいのさ。松陰は街に潜ひそんで機会を狙ねらってた。必ず、足跡はどこかにある。問題は、松陰の足跡を隠してる奴やつがいるってことだ。この不自然なまでに情報が出てこない状況に意味があんのさ」

「情報を押さえてる共犯者を探し出す、ということか。歳さんは、そいつが動くと踏んでるわけか？」

「当然だろう。ここまで情報を完全に押さえてるんだ。次の手があるに決まってる。俺としても是非やっていただきたいね。吉田松陰の裏にいた奴ら、全員引きずり出してやる」

「……怖いなあ、歳さんは」

　土方は、苦笑する近藤ににやりと笑いかける。

　おそらく、松陰の陰にいた者たちが動くのはそう遠い未来のことではない。

　テロというのは畳みかけるようにやってこそ、効果がある。少なくとも、テロリストたちはそう考えているはずだ。

　そして、姫君を狙うテロリストの捕ほ縛ばく──それは、新撰組にとって華々しい活躍の場となるはずだ。

　姫君には悪いが、せいぜいこのチャンスを活いかさせてもらう。

　土方ひじかたは、襲撃が楽しみですらあった。







　ドアを強引に蹴け破やぶり、室内へと突入する。

　冬とう夜やはコルトパイソンを構えながら、素早く周囲を確認していく。

　続いて飛び込んできた三人の隊士たちも、拳けん銃じゆうを構えて室内を見回している。

「空の井戸ドライホール！」

「こっちもだ！　空の井戸！」

　隊士たちが次々に同じ言葉を叫ぶ。

　空からの井戸、というのは特殊部隊が使う用語で、「目標を発見できなかった」という意味だ。

「あちゃー、また空振りかあ。これで何度目だっけ？」

「……数えてない」

　部屋に入ってきた沖おき田たに、冬夜は首を振ってみせた。

　二十畳ほどの広さの部屋には、ほとんど物がない。机が二つに、椅い子すがいくつか転がっている程度だ。

　その机にもなにもなく、床にはうっすらとほこりが積つもっている。

　夜逃げした会社のオフィス、といった雰囲気だ。

「必死の思いで突入してるのにね。トーヤがバカみたいだよ」

「俺だけか！」

　と、ツッコミを入れつつも冬夜も同感だった。

　ここは、第だい弐に京都の外れにある雑ざつ居きよビルの一室である。

　土方からの指示で、吉よし田だ松しよう陰いんのアジトと思われる場所に沖田率ひきいる一番隊が踏み込んだのだが、見事な空振りだった。

　吉田松陰の襲撃から一ヶ月近く経たっているというのに、入ってきた情報はガセネタばかりだ。

「ていうか、もう放ほうっておいてもいいんじゃないの」

「そんなわけにいくか。ノア様を狙ねらったんだぞ。松陰に共犯者は必ずいる。根こそぎ捕えておかないと、俺の気が済まない」

　冬夜は、コルトパイソンをホルスターに収める。

「でも……副長たちも情報はまったく掴つかめてないみたいだな。このままじゃ手詰まりだ」

　冬夜は、命を懸けることを厭いといはしない。だが、ノアを狙った松陰の身元すら未いまだに判明せず、共犯者の手がかり一つ見つけられないとは──

「……ああ、くそっ。やってられるか！」

　冬夜は、近くにあった椅子を蹴飛ばした。自分でも苛いら立だっているのがわかるが、八つ当たりを止められない。

「おや、だいぶキテるねー。トーヤ、最近はますます姫様にのめり込んでるもんね」

　沖おき田たは、くるりと身を翻ひるがえして歩き出す。

「あーあ、私、こういう怖いトーヤは好きじゃないな。さ、みんな引き上げるよ。詳しい調査は熱心な犬いぬ神がみ君にお任せしよう」

　ぱんぱん、と手を叩たたきながら沖田は隊士たちを連れて部屋の外へと出て行ってしまう。

「……ホントに帰りやがった」

　冬とう夜やは、ぽかんとしてしまう。態度は悪かったかもしれないが、置き去りにされるとは。

　詳しい調査、といってもこれ以上調べることなどない。

　任務は失敗、沖田にも呆あきれられて、実に最悪な気分だった。

　吉よし田だ松しよう陰いんは間違いなくテロリストだ。そして、テロ対策とは実行犯を捕らえるだけでは意味がない。根を断たなければ、同じことが何度でも起きるのだ。

　ノアとの訓練も大事だが、新しん撰せん組ぐみ隊士としては松陰の背後にいた者たちの殲せん滅めつが最優先だ。ノアのファンであっても、冬夜もそれくらいの分別はついている。

「ん？　なんだ犬神、まだいたのか」

「副長……っ!?」

　冬夜は、とっさに直立不動の体勢を取る。

　現れたのは、土方ひじかた副長だった。上着を袖そでを通さずに羽は織おり、大量殺さつ戮りくでもしてきたかのような不吉な目つきをしている。

「ふむ……やはりなにも見つからずか」

「……副長、なんでここに？」

「俺もたまには現場に出る。松陰事件の後始末は、うちの最優先事項だからな。この部屋は、松陰に背格好が似た男が出入りしてたって情報があったんだが……」

　土方は机に近寄り、さっき他の隊士が開けてそのままになっている引き出しを覗のぞいた。

「……一番隊の連中とすれ違ったが、沖田がずいぶん不機嫌そうだったな。おまえ、なにかやったのか？」

「ええ……ちょっと、焦あせりが態度に出たというか……」

「ふん、沖田もくだらんことですねるんだな。まあ、まだガキだしな」

　土方は、つまらなそうに言う。

　史実の土方歳とし三ぞうと沖田総そう司じは、天てん然ねん理り心しん流りゆうの同門で、親しい仲だったと言われている。

　だが、こちらの土方と沖田は仕事以外ではほとんど接点すらない。二十四歳の青年と、十四歳の少女ではそうそう話も合わないだろうから、当然ではある。

「無駄足だったな。行くぞ、犬神」

「え？　あ、はい」

　さっさと部屋を出て行く土方を、冬夜は慌てて追いかける。土方は一人で帰るかと思っていたので、つい驚いてしまった。

「乗れ」

　ビルの外に出て少し歩き、土方ひじかたは唐突にそう言った。路肩に古そうな小型車が停とめてある。冬とう夜やも以前に見たことがある、土方の愛車だった。

　促うながされるままに、冬夜は小型車の助手席に座った。

　意外に丁寧な運転で、土方が車を走らせる。

「…………」

　予想はしていたが、車内の空気は張り詰めている。冬夜は、居心地が悪くて仕方なかった。正直言って、冬夜は土方が好きではない。何度も死しに番ばんを命じられて好きになれるはずもない。

　土方も、冬夜を気に入っているわけではないだろう。もっとも、土方に気に入られている隊士などいないようだが。

「おまえ、沖おき田たのご機嫌を取っておけよ。ふてくされて役に立たないようじゃ困る」

「……甘い物でも食わせて、一晩も経たてば不機嫌だったことすら忘れてます」

　沖田はつまらないことで腹を立てるが、忘れるのも早い。冬夜は、まったく心配していなかった。

「そうか。どのみち、ああも気分屋じゃ困るんだが」

　土方は、丁寧にシフトチェンジしつつ車を走らせている。冬夜はマニュアル車など初めて乗ったが、なんとなくなつかしい気分になる。

「副長、ずいぶん年季が入った車を使ってるんですね」

「ただのボロ車だ。うちの親父おやじが使ってたんだが、レストアして乗ってる」

「…………」

　冬夜は、土方のことをほとんど知らない。意識的に近づかないようにしていたというのもあるが、彼が私的なことを口にしたのは意外だった。

　鬼の副長も人の子なんだなとか、そもそも子供の頃があったのか、などと失礼なことも思いつきつつ。

「そういえば、犬いぬ神がみは孤児だったな」

「はい、沖田と同じ孤児院でした」

　冬夜は自分の過去を気にしていない。新しん撰せん組ぐみ隊士の半分以上が天てん涯がい孤こ独どくの身だ。

　第二次戦国時代を経験している者には珍しくもない。

「両親はどんな人だった？」

「覚えていません。第二次戦国時代、戦闘に巻き込まれたことがあって。それより前のことは記憶にないんです」

　父親も母親も、それに守ってくれた兄のことも、その背中しか覚えていない。

「……そうか。記憶ってやつはいい加減なものだな。俺たちだって生まれ変わりとか言ってるくせに、前世のことは覚えていないしな」

「俺は、少し覚えてますよ」

　冬とう夜やは、窓を少し開ける。

「戦場で──退ひく者は斬きる、って叫んでる人がいました。あれはもしかしたら──」

「夢だと思え」

　土方ひじかたは、きっぱりと言い切った。

「前世の記憶なんぞ引きずってたら、頭が混乱する。戦闘中にフラッシュ・バックでも起きたら命取りになるぞ」

「……そうですかね」

　冬夜は、素直には頷うなずけなかった。

　あの記憶は──銃火の中を走った鮮烈な思い出は、冬夜が戦う原動力でもある。

　そう、冬夜の心の中には二人の英雄がいる。

　退く者を斬る──恐ろしくもあるが、確かな誇りを持ち、敵に立ち向かった誰か。

　幼い冬夜をその大きな背にかばってくれた、勇敢な兄。

　どちらが欠けても、冬夜の心は大きく崩くずれるだろう。その予感があった。

「転生、というのも厄介なのね」

「……犬いぬ神がみ！」

「…………っ！」

　冬夜は、土方に呼ばれる前に、ホルスターからコルトパイソンを引き抜き──

「動かないで！」

　後部座席を振り向こうとしたところで、ぴたりと動きを止めてしまう。

「危害を加えるつもりはないわ。そのまま車を走らせて。振り向かずにね」

「…………」

　冬夜は、ルームミラーにちらりと視線を向ける。間違いなく後部座席に誰かが座っているが、姿はよく見えない。パーカーを着ていることくらいしかわからない。

　声は間違いなく女性、それも若い感じだ。

　冬夜は、その声にわずかな違和感を覚えた。どこかで聞き覚えがあるような……。

「悪いがタクシーじゃねぇんだ。行きたいとこがあるなら、バスでも使ってくれ」

「さすがにあなたは落ち着いてるわね。えーと、土方歳とし三ぞうでいいのかしら？」

「俺も有名になったもんだ。いや、前世はこれでもかってくらい有名か」

　土方は前を向いたまま、動じることなく運転を続けている。

　だが、冬夜の背中には冷たい汗が滲にじんでしまう。街中なので、土方の小型車はほとんどスピードを出していないが、走行中の車に乗り移るのは難しい。

　しかも、冬夜はドアの開閉音をまったく聞いていない。窓はわずかに開いているが、人間が入り込めるような隙すき間まではない。

　走っている車の後部座席に突然現れる人影──まるで怪談だ。

「時間がないから手短に済ませるわ。銀ぎん堂どう女子学院に向かいなさい」

「銀堂？　ノア様が通ってる学校だな」

　冬とう夜やは独り言のようにつぶやいた。

「幼よう稚ち舎しやから大学までの一いつ貫かん教育、第だい弐に京都への遷せん都と前から存在する名門校で、お嬢様が大勢通う学校として有名。ノア様は２年Ａ組、出席番号35番、隣の席の女子は川かわ橋はし郁いく美みさんだ！」

「……詳しすぎて引くわ」

　後部座席から、呆あきれ果はてた声が聞こえてくる。

「犬いぬ神がみ、おまえはちょっと黙ってろ。銀ぎん堂どう女子がどうした？」

「行けばわかるわ。あたしが怪しいのもわかってる。でも、行っても損はないでしょう？　車なら、ここから十分もかからない」

「損はあるさ。たとえば、俺が銀堂に行っている間に、屯所ホームが襲われたら？」

「これは、あなたたちにしかできないことなの」

　後部座席の声は、土方ひじかたの疑問を無視して答える。

「この時代に存在する、唯一の組織化されたリンカーたち──新しん撰せん組ぐみにしかできない」

「いったい、なにがだ？」

　冬夜は、黙って成り行きを見ていることしかできない。

　リンカーで構成された組織は、新撰組しか存在しない。それは事実だ。

　二人以上のリンカーが手を組むことはある。だが、組織化され、集団として動いているリンカーたちは新撰組だけだ。

　英雄の魂を継ぐ者たちは、誰もが自分が頂点に立つことを望むからなのかもしれない。

　新撰組が存在しているのは、彼らが前世で強い結むすびつきを持っていたから──と言われている。

「質問には答えられないわ。この忠告以上のことは、あたしには許されていない」

「新撰組との接触は許されてるのか？」

　土方の質問にも、後部座席からの答えはなかった。

　短い沈黙ののち──

「走りなさい、ヴォルフたち。二度と歴史の敗はい残ざん者しやになりたくないなら」

　どこか優しさを込めた声で、彼女はそう言って。

　冬夜は、素早く振り向いた。ふっ、と背後から気配が消えたのを感じたのだ。

「……いません。副長、誰もいません！」

「わかって……る！」

　土方は、いきなりハンドルを切り、Ｕターンして反対車線に入った。突然の割り込みに、反対車線の車からクラクションが鳴り響く。

「ちょっと、副長！　なにしてるんですか！」

「銀堂学院だ！　屯所に連絡して、一番から三番まで部隊を全部出させろ！　局長二人にも出てもらえ！　屯所がカラになってもかまわん！」

　土方は前だけを見て、猛スピードで車を走らせている。エンジンが焼けつくのではと心配になるほどだ。

「副長、今の話を信じるんですか！」

「信じてるのは俺のカンだ。行かなきゃヤバイことになるって俺のカンが言ってる。いいか犬いぬ神がみ、鈍い奴やつは戦場じゃ生き残れねぇ。ましてや、新しん撰せん組ぐみの副長は務つとまらねぇんだよ」

　土方ひじかたの表情は、どこまでも真剣だった。

　冬とう夜やはそれ以上は反論せずに──黙って、スマホを取り出した。







　目当ての建物が視界に入ると同時に、いくつも煙が上がっているのが見えた。

「確かに、カンは大事みたいですね……」

「感心してる場合じゃねぇよ」

　確かに、土方の言うとおりだった。

　銀ぎん堂どう学院の正門は破やぶられ、パトカーが一台横転して、警官が一人、車外に這はい出でようとして力尽きていた。

　煙が上がっているのは校内のようだ。

　おそらく、現在進行形で異常が起きている──

「犬神。斬きり込み、行けるな？」

「今日も俺は死しに番ばんですよ」

　冬夜は、土方のほうを見ずに言った。皮肉ではない。

　銀堂学院がお嬢様揃ぞろいの名門校とはいっても、まさか学校そのものがテロの標的になることはないだろう。

　そこにいる、一人の生徒が目的に決まっている。

　ならば──冬夜が命を懸けることを拒む理由はない。

「行け、犬神！」

「新撰組一番隊、犬神冬夜！　行きます！」

　土方の車が勢いよく校内に入り、同時に冬夜は助手席のドアを開けて飛び出した。

　即座にバレット・ブレイドを顕けん現げんさせ、銃撃シユートモードで構える。

「これは……」

　冬夜は、つぶやいた。正面に見える校舎まで、五十メートルほどの並木道が続いている。さすがに名門校というだけあって、校内は地味ではあるが上品な雰囲気だ。

　しかし、その雰囲気を台無しにするかのように、パトカーが二台、木に激突し、炎上してしまっている。

「た、助けて──！」

　突然、校舎の入り口から、数人の女子生徒が飛び出してくる。

　そして、その後ろから小型のドローンのような飛行物体がついてきている。

　いや、プロペラも推進装置も見当たらない。普通のドローンなどでは──ない。

「全員、伏せろ、伏せろーっ！」

　冬とう夜やが叫ぶとともに、女子生徒たちが頭を抱えるようにしてしゃがみ込んだ。同時に、バレット・ブレイドの引ひき金がねを三度絞しぼる。

　弾丸はすべて飛行物体に見事に命中し、爆発する。

　しかし──

「まさか、バレット・ブレイドか!?」

　校舎の中から、まったく同じ形の飛行物体が、六機も現れる。

　その飛行物体の先端には、銃身らしきものがついている。

　バレット・ブレイドには銃と剣の二つの形態があるが、中には特異な形状のものも存在する。

　銃身が複数に分解、さらに飛行も可能──冬夜が見てきたバレット・ブレイドの中でもかなり特殊な部類だ。

「…………っ！」

　突然、飛行型バレット・ブレイドがジグザグに飛び始める。飛行型は、飛びながら銃身を冬夜へと向けてきた。

「くっ……！」

　六機の飛行型の射撃をかわせるか──いや、ダメだ！

　冬夜はまだ女子生徒たちが逃げていないことに気づき、その場に踏みとどまる。下手に逃げ回れば彼女たちに当たってしまう。

　瞬時にバレット・ブレイドを剣装転化ブレイド・ターン。冬夜は、剣を構え──放たれた飛行型の銃じゆう弾だんを、霊子スピリアの刃で弾はじき飛とばす。

「早く逃げろ！　学校の外へ、早く！」

「はっ、はいっ」

　しゃがんでいた女子生徒たちが、慌てて走り出す。

　土方ひじかたが誘導して、彼女たちが校外へ出たのを確認して──

「出てこいよ。コソコソしててもいいが、どこまでも追いかけて喉のどを食い破やぶってやる」

「ふふ、イキのいいことですね」

　校舎の中から、一人の男が笑いながら姿を現した。

　ぼさぼさの髪に黒縁眼鏡、よれよれのスーツを着ている。どことなく学者然とした印象だ。

　飛行型のバレット・ブレイドが眼鏡の男のほうへ戻っていく。

「しかし、ずいぶんとお早いお着きですねえ。驚きですよ」

「おまえらの目的は──そりゃ、ノア様に決まってるよな」

　質問しかけて、冬夜は自答する。

「もしノア様に指一本でも触れてたら……命があると思うなよ」

「ははは、ヴォルフたちは物騒ですねえ。ご安心を──というのも変ですが、結城ゆうきノアには逃げられました。護衛の警官たちはろくに時間稼ぎもできなかったというのに」

「そいつはなにより！」

　冬とう夜やは、バレット・ブレイドを軽く振るう。

「ノア様が、生なま兵びよう法ほうでテロ野郎に立ち向かってたらどうしようかと思った」

　ノアは新しん撰せん組ぐみで護ご身しん術じゆつとバレット・ブレイドの技術を学んでいるが、あくまで最後の手段として使うためだ。まずは逃げることを考える──それが正解だ。

「だったら、逮捕で済ませてやるよ。で、どこの誰なんだ、おまえは？」

「名乗るほどの者ではありませんよ」

　間を置かずに、眼鏡の男は答えた。にやにやと、口の端に笑みを浮かべている。

「ロクデナシなのはわかってる。殺してから調べるのは面倒なんだ。さっさと名を言え」

「いえいえ、平隊士のあなたと同じく、本当に名乗るほどの者ではないのでね」

　冬夜は、眼鏡の奥の瞳ひとみをじっと見つめる。男の口元は笑っているが、目は笑っていない。

　どうも妙だ、と冬夜は警けい戒かいを強める。

「ってこたぁ、ランクＣかＤか。その割には妙なバレット・ブレイドを使う。ああいう特殊なヤツは、低ランカーには扱いが難しいはずだがな」

　後ろから土方ひじかたのつぶやきが聞こえた。副長も冬夜と同じ疑問を持ったようだ。

「で、結局、てめえはなんなんだ？」

「我が師の教えに従したがって──『狂きよう』に走った者ですよ」

　眼鏡の男はそう言って、薄気味の悪い笑みを浮かべた。

　そして、さっと右手を掲げた。

　校舎の屋上や周囲の木々から、いくつもの影が飛び出してくる。

「なんだ……!?」

　冬夜はバレット・ブレイドを構え直す。

　眼鏡の男の周りに、次々と男女が姿を現した。その数は、ちょうど十人。

　全員、二十代から三十代くらいだろう。手には斧おのや大砲のような形をした、バレット・ブレイドを握っている。

「今度は、どこのどなたさんたちだよ……？」

　冬夜は、全員を油断なく観察する。眼鏡の男も含めて、立っているだけで隙すきがないことがわかる。

「副長……」

「待て、犬いぬ神がみ。迂う闊かつに仕掛けるんじゃねぇぞ」

　土方が冬夜の横に並んできた。彼もまた、バレット・ブレイドを構えている。

「これだけリンカーが揃そろってるっていうのは尋常じゃねぇな。どこの組織のモンだ？」

「組織名、などというたいそうなものはありませんよ。強しいて言うなら……〝松しよう下か村そん塾じゆく〟とでもしておきましょうか」

　眼鏡の男が笑いながら答えた。

「松しよう下か村そん塾じゆく……だと？　まさか、てめえの師ってのは……」

「そう、吉よし田だ松しよう陰いんこそが我らが師！　我ら全員、名もなきリンカー！　ですが──あの方の〝狂の教え〟によって政府が定さだめたランクを超ちよう越えつしています！」

「あのあっさりやられたバカの弟子か。どうやら、バカまで受け継いじまったらしいな」

　土方ひじかたが、眼鏡の男を殺意を込めて睨にらみつける。

　松下村塾の弟子たちは、のちに名を成した者も多いが、無名で終わった者も少なくないはずだ。彼らは、無名の弟子たちの転生ということらしい。

「いいえ、志こころざし半ばにして倒れることこそが、我が師の使命。あの方が望んだことだったのですよ。そして、その志を我らが継ぐ！」

「弟子を育成すること。それも、本来のランクを超えるほどに。その上で、なにも成し遂げずに死ぬこと。ふん、そいつが松陰の〝魂源アニマ〟ってことかよ……」

　土方は、小さく舌打ちした。

　冬とう夜やもようやく話を呑のみ込こんだ。

　目の前にいるリンカーたちは全員、冬夜と同じ低ランクの者たち。

　しかし、吉田松陰がなんらかの訓練を施ほどこし、ランクを超えた力を身につけているらしい。

　その松陰自身は、死ぬことで弟子たちを後に続かせた──

　松陰があれほどあっさり死んだのは、死ぬことそのものが目的だったということだ。

　いくら魂源に動かされたといえど、自身の死を厭いとわないなど、冬夜には信じがたい。

「我らは、師に続きます！　クロノスの鍵かぎ──結城ゆうきノアの身は我らがいただきます！　我らには大義があるのですよ！」

「学校を襲って、なにが大義だ！　犬いぬ神がみっ！」

「言われなくても！」

　冬夜は斬撃スラツシユモードのままで駆け出す。眼鏡の男に向けて剣を振り下ろし──

「…………っ！」

「……貴様の相手は俺がやろう。低ランクの犬コロなど、相手にもならんがな！」

　ひげ面づらの大男が冬夜と眼鏡男の間に割り込み、斧おのタイプのバレット・ブレイドで剣を受け止めていた。

「おまえたちは、土方を頼む。奴やつは、おそらくランクＢ程度だろうが、新しん撰せん組ぐみ副長だ。なにを仕掛けてくるかわからんぞ」

「副長も、あんたらみたいなわけのわからん奴らには言われたくないだろうな」

　冬夜は、さっと剣を引き、後ろへ下がった。

　直接刃を交わして、確信する。この男は強い！

　もしも、ここにいる全員がランクＢ以上の強さなら、厄介などというレベルではない。

「犬神！　ビビってるんじゃねぇだろうな！」

「……俺が何度死しに番ばんを務つとめてきたと思ってるんです。命のやり取りは日常ですよ」

　土方への嫌いや味みではない。相手がリンカーであっても、冬夜に恐れは微み塵じんもなかった。

「勘違いするなよ、松しよう陰いんの弟子たち。副長がなにか仕掛ける？　バカを言うな、おまえたちの相手は──俺一人だよ」

「なんだと……？」

　ひげ面づらの男の眉まゆがぴくりと上がる。

　冬とう夜やは、ふとさっき車中で聞いた言葉を思い出す。

「歴史の敗はい残ざん者しやになりたくなければ、か──ああ、そうだ。俺たちは、二度と負けない」

　退ひく者は斬きる──

　おそらく、彼は絶望的な戦いに挑んでいたのだろう。逃げる味方をも斬らなければならないほど、追い詰められていたのだろう。

　それでも彼は戦った。

　前へとひたすらに進んだ。そして、彼は死んだはず。

　銃じゆう弾だんに撃うち抜かれ、戦いに生きた修しゆ羅らのごとき人生に終止符を打った。

　死んだのちは、歴史の敗者として知られることとなった。

　時代の流れに逆らった愚か者と呼ばれることすらある。

　だが、彼は戦いに身を投じたことを悔やんだことは一度もなかった。冬夜は、そう確信している。

　彼の叫びには、悲痛も後悔もなく、ただ前へ進む勇気と歓喜にも似た感情があった。

　彼は絶望的な戦いの中にあって、まだ勝つつもりだったのかもしれない──

「俺は、俺たちは今度は勝つ──！」

　冬夜は、剣を男の斧おのに叩たたきつけるように振るった。両者の刃に込められた霊子スピリアが衝突し、真っ白な輝きが放たれる。

「…………っ！」

　同時に、冬夜は後ろに跳んだ。異様に長い狙そ撃げき銃タイプのバレット・ブレイドを構えた男に狙撃されたのだ。弾丸が、冬夜がいたあたりの地面を大きくえぐる。

「ああ、それでいい！　松陰の弟子だかなんだか知らないが、まとめてかかってこい！」

　冬夜は吠ほえ、バレット・ブレイドを銃装転化バレル・ターンさせ、ろくに狙そ点てんも定さだめずに続けて数回引ひき金がねを絞しぼった。

　十一人の弟子たちが跳び上がり、その弾丸をかわす。

「はっ、やるな──！」

　冬夜は笑いながらバレット・ブレイドを撃ち続ける。

「ザコが、なにを張り切っておるか！」

　ひげ面の弟子が、斧を高く振りかぶり、まっすぐに斬りつけてくる。

　冬夜は銃撃シユートモードのままのバレット・ブレイドで斧を殴りつけて、軌道を逸そらす。斧が地面に叩きつけられ、深い亀き裂れつを穿うがつ。

　やはり、パワーは冬夜より上だ。まともにくらえば、それでケリがつくだろう。

　ならば──！

　冬とう夜やは、地面に突き刺さった斧おのを蹴けりつけて高く跳ちよう躍やくした。

　そのまま、バレット・ブレイドを剣装転化ブレイド・ターンさせ、高く振りかぶりつつ狙ねらいを定さだめる。

　着地点には、さっき冬夜を狙そ撃げきしてきた狙撃銃持ちの弟子がいる。若い男で、頭に大きなバンダナを巻いている。

「こいつ、ちょこまかと──！」

　バンダナ男が、狙撃銃を続けて射うつ。冬夜は一発を剣で弾はじき、器用に空中で体勢を変えてもう一発をかわす。

　着地と同時に剣を一いつ閃せんさせる。だが、バンダナ男は素早く反応し、銃身で防がれてしまう。それでも、冬夜はかまわず振り抜き──バキン、と乾いた音がして銃身が欠けた。

　バンダナ男は遠距離戦タイプかと思ったが、接近戦もやれるらしい。

　冬夜は、バレット・ブレイドの斬撃スラツシユモードにも自信はあった。なにしろ、あの天才おきたとずっと訓練してきたのだから。

「たかがヴォルフが、邪魔をするなっ！」

「…………！」

　突然の声に、冬夜は振り返りつつ剣を振るう。殺気を込めて放たれた、槍やり型のバレット・ブレイドの穂先を刃で弾いた。

「新しん撰せん組ぐみには思想もない！　志こころざしもない！　血に酔った殺人集団だろうが！」

　ウェーブのかかった派手な髪型の女性が、狂ったように何度も槍を突き出してくる。

　冬夜は剣で受け流しつつ、皮肉を込めた表情を向ける。

「ここの生徒や警官を巻き込んでおいて！　思想があればなにをしてもいいのかっ！」

　冬夜は、渾こん身しんの力を込めた槍をかわし、軽く跳躍しつつ銃装転化バレル・ターン、地面を狙って弾丸を放った。

　ウェーブ髪の弟子の足下に着弾し、地面がめくれ上がって土煙が上がる。

　それを煙幕にしつつ、冬夜は後ろに下がって弟子たちから距離を取った。

「これは……驚きましたねえ」

　徐々に晴れていく土煙の向こうで、眼鏡男が苦笑している。

「新撰組の平隊士はランクＣかＤと聞いてましたが……力を上げた私たちとここまで渡り合うとは」

「新撰組をランクだけで判断しないほうがいい。特に、俺はな──」

　冬夜も伊だ達てに強さを求めているわけではない。

　新入りながら、今の冬夜の強さは平隊士の中でもずば抜けている。

「平隊士などには興味がなかったのですが──本気でいったほうがよさそうですね」

　眼鏡男の周囲に滞空していた飛行型のバレット・ブレイドが銃身の狙いを冬夜に定める。

　他の弟子たちもそれぞれの武器を構える。

「ああ、そうだなあ。本気で来たほうがいい。もっとも──もう遅いがな」

　突如、土方ひじかたがにやりと笑いながら言った。

「松しよう下か村そん塾じゆくの名もなき弟子ども。せっかく大々的に出てきたところを悪いが、おまえたちはもう終わりだ」

「──新しん撰せん組ぐみ！」

　眼鏡男が叫び、土方ひじかたの後ろから次々に新撰組隊士たちが現れる。

　先頭に立っているのは凛り々りしい美少年──局長の近こん藤どう勇いさみ。

　その横には、さっき帰ったはずの沖おき田たと一番隊の姿もある。

「はーい、ワンちゃん、お疲れ様ー。一人で頑張ってたみたいね。というか、トシゾーちゃん、ちょっとは手伝ってあげなさい！」

「俺は部下の見せ場を奪うほど野や暮ぼじゃねぇよ」

　同じく姿を現した芹せり沢ざわに叱しかられ、土方が嫌そうに応こたえた。

　芹沢はいつもどおりのメイド服姿で、直属の部下四名も連れてきている。

「おいおい、リンカーが十一人も！　冬とう夜や、こんな獲物を独り占めなんてずるいぞ！」

「藤とう堂どう……おまえ、目がキラキラしてるぞ」

　ぽん、と冬夜の肩を叩たたいてきたのは藤堂平へい助すけである。

　まだ十五歳の少年で、髪を明るい金色に染めたチンピラのような外見だ。

　幕末の藤堂平助は八番隊組長で、この藤堂も幹部となるべきだが、本人が「ガラじゃない」と強く拒否したために平隊士に留とどまっている。

　史実の藤堂は常に先陣を切り、〝魁さきがけ先せん生せい〟と呼ばれたらしい。腕が立ち、なおかつ周りから好かれるいい男でもあったそうだ。

「しっかし、本当に勢せい揃ぞろいだな……」

「冬夜が全員来いって連絡したんだろ！　いやあ、毎度毎度冬夜が先陣切るんで、出番少なかったからなあ！　うおおーっ、うずうずする！」

「まあ、頑張ってくれ……」

　藤堂が幹部になれなかったのは、本人の希望だけではなく、この先走りすぎる性格のせいかもしれない、と冬夜は疑っている。

　それはともかく──平隊士の中でも特に優すぐれた実力者たちの姿もある。

　幹部ではないものの、高い実力を認められてコードネームを持つ〝服部はつとり武たけ雄お〟、〝吉よし村むら貫かん一いち郎ろう〟も武器を手に戦闘態勢に入っている。

「私んとこがバックアップを担当するわ。みんな、学校の周りを固めてきてね」

　芹沢が合図を出し、四人の部下が一斉に散ちった。

「はい、コンちゃん、前は任せるわ」

「……了解。任されましょう」

　近藤が芹沢に頷うなずき、一歩前に出た。

「姫様を狙ねらう連中に容よう赦しやも慈悲も必要ない。全員──生きて帰すな」

「おまえたち、聞こえたな！　行けぇ！」

「おおおおおおおおおお──────────っ！」

　近こん藤どうと土方ひじかたの命令に、新しん撰せん組ぐみ隊士たちが一斉に声を上げ、走り出す。

　先陣を切ったのは、藤とう堂どう平へい助すけだった。バレット・ブレイドを斬撃スラツシユモードにして、斧おのの男に斬きりかかっていく。

　他の平隊士たちも、数人で組をつくり、弟子たちに攻撃を始めた。相手は最低でもランクＢ以上のリンカーだ。こうしてチームで攻撃するのが正解である。

「トーヤ、こいつらはリーダーとかいるの？」

　沖おき田たがバレット・ブレイドを構えながら訊きいてきた。さっきのふてくされた態度はどこへやらで、明るい表情を浮かべている。

　戦いともなれば、すぐにでもご機嫌になるのが沖田という少女なのだ。

「リーダーかわからんけど、あの眼鏡の男が自己主張強めだな」

「そっか。偉そうなのはよくないね」

「おまえが言うのか!?」

「んじゃ、オキちゃん、行きまーす！」

　沖田は眼鏡男を狙ねらってバレット・ブレイドを撃うちながら、全力で走っていく。

「元気のいいお嬢さんですねえ！」

「しかも可愛かわいいよ！」

　図ずう々ずうしいことを叫びつつ、沖田は一瞬で眼鏡男に肉薄する。

　目にも留とまらぬ速さでバレット・ブレイドを剣装転化ブレイド・ターン、眼鏡男に斬りかかった。

　しかし、眼鏡男は飛行型バレット・ブレイドの一つでその斬ざん撃げきを受け止める。

「でも愚かですねえ！　腕に自信があっても、迂う闊かつに敵のふところに入ってはいけませんよ！」

　飛行型が沖田を取り囲むようにして、銃身を向けてくる。銃じゆう口こうが沖田の身体からだに当たりそうなほど──ほとんどゼロ距離といってもいい近さだ。発はつ砲ぽうと同時に命中する──

「私はいつだって迂闊なんだよ！」

　とんでもないことを叫びつつ、沖田が身体を鋭するどく回転させ、剣を一いつ閃せんする。

　連続で放たれた数十発の弾丸を、まるで虫でも追い払うかのように防いでしまった。

「なっ……!?　バカな、こんな……！」

　眼鏡男が驚きよう愕がくの表情を浮かべ、後ろによろめいた。その胸が、一文字に斬り裂かれ、ばっと血しぶきが上がる。致命傷ではないようだが、ダメージは大きそうだ。

　沖田は弾丸を防いだだけでなく、神速の動きで眼鏡男に斬りつけていたのだ。

「強すぎて嘘うそみたいでしょ。でも現実なんだよねっ」

　沖田は明るい笑みを浮かべ、バレット・ブレイドの切っ先を眼鏡男に向けた。

「やっぱオキの奴やつ、すげーな……」

　冬とう夜やは沖田の動きに圧倒されて、つい加勢を忘れてしまっていた。

　いや、凄すさまじいのは沖田だけではない。

　既に、藤堂は斧の男を斬り、銃じゆう弾だんで心臓を撃ち抜いてトドメを刺し、槍やりの女と対たい峙じしていた。

　服部はつとりや吉よし村むら、他の平隊士たちも次々に弟子たちを仕し留とめていく。

「強い……新しん撰せん組ぐみってこんなに強かったのか……」

　冬とう夜やは呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　考えてみれば、新撰組の総力戦を目にするのは初めてだった。いつもは、一番隊での襲撃ばかりで、白はく桜おう宮きゆうの警護のときでさえ交代制だったのだ。

　土方ひじかたの車に現れた人物は、新撰組でなければならないと語っていた。

　吉よし田だ松しよう陰いんの教えのもとに集まった、狂気のリンカーたち。確かに、対抗できるのは組織化された新撰組だけだろう。

「それにしても、同じ師に学んだという割には連携が取れてないな」

「だよなあ、近こん藤どうさん。あいつら、意外とリンカーになって日が浅いんじゃねぇか？」

　近藤と土方は戦闘には参加せず、のんきに話している。

　冬夜は二人の会話を聞きつつ、視線を沖おき田たに向ける。彼女の小柄な身体からだがびゅんびゅん跳び回り、完全に眼鏡男のバレット・ブレイドを抑え込んでいる。

「うおおおりゃぁっ！」

　不意に、服部の豪快な声が響いた。彼のバレット・ブレイドも特殊で、武器を二つに分割し、銃と剣を同時に操る。射撃でバンダナ男の胸を撃うち抜き、即座に剣でトドメを刺していた。

　そのときには、他の弟子たちも倒されていた。

　あらためて冬夜は信じられない思いだった。

　十一人の弟子たちと戦った冬夜は、彼らの実力を身体で知っている。

　新撰組総掛かりとはいえ、こうもあっさり弟子たちを仕留めてしまうとは……。

「こんな……ことが……」

　眼鏡男がよろよろしながら、呆然として言った。彼も冬夜と同じ気持ちらしい。

　沖田にいくつも傷をつけられ、飛行型も六機から一機にまで減っている。

「我らが、こんな奴やつらに……野良犬どもに……」

「どっちかというと、私は猫ちゃん系かなー」

　完全に無傷の沖田は、舐なめきった口調で言った。眼鏡男はランクＡ相当のリンカーのようだが、相手が悪かったようだ。

　眼鏡男は戦意を消失したようで、バレット・ブレイドが姿を消す。

「もう君に勝ち目はないよ。もちろん逃がしてあげない」

　沖田は笑っているが、その構えには一いち分ぶの隙すきもない。この場には三十名もの隊士たちがいて、学校の周りも芹せり沢ざわ派が固めている。気の毒になるほど、絶望的な状況だった。

「ま、いいか。あとは土方さんにお任せするよ。オキちゃん、もう飽きちゃった」

　突然、沖田はバレット・ブレイドを引いてくるりと身を翻ひるがえした。敵を前にして大胆すぎるが、眼鏡男は襲いかかる気力はないようだった。

「ちっ、この気分屋め……」

　土方ひじかたはだらりと下げた右手にバレット・ブレイドを持ったまま、沖おき田たと入れ違いになって眼鏡男──最後の弟子の前に立った。

「結局、最後まで残ったのはてめえか。さっさと吐いてもらおう。なにが目的だ？　なんのために、姫様を狙ねらう？　まさか、この国を獲とりたいなんて言い出さねぇだろうな？」

「ふざけないでもらえますか、土方。私が話すとでも──ぐっ!?」

　土方が無言でバレット・ブレイドの銃じゆう口こうを眼鏡男に向け、肩に一発撃うったのだ。

　眼鏡男は肩を押さえ、地面に倒れ込んだ。

「話すかどうかなんて訊きいてねぇ。話せ、と命令してんだ」

「……き、貴様……！」

「言っておくが、話すまでは絶対に殺さねぇ。おまえさんも、古ふる高たか俊しゆん太た郎ろうという名前くらいは知ってんだろう？　ああなりたくなけりゃ、つまらん意地は捨てろ」

「土方ぁ……！」

　眼鏡男は目を剥むいて土方を睨にらみつける。

　冬とう夜やも、古高俊太郎の名は知っている。新しん撰せん組ぐみの有名なエピソードの一つだ。

　古高は長ちよう州しゆう藩はんの間者スパイで、新撰組に捕ほ縛ばくされたのちに凄せい惨さんを極めた拷ごう問もんを受けた男である。

「さあ、言え。仲間はいるのか？　松しよう陰いんの弟子は、あれで全員なのか？」

「誰が──」

　眼鏡男が言いかけて、絶句した。土方が今度は、バレット・ブレイドを二発続けて、両りよう膝ひざに撃ち込んだのだ。

「ぐあああああああああああああっ！」

「おいおい、あまりでかい声出すなよ。ここはお嬢様方の学まなび舎やなんだぜ？」

「ふ、副長……！」

　冬夜は、黙っていられなくなり、土方のそばに駆け寄る。

「なんだ、犬いぬ神がみ。おまえが代わるっていうのか？」

「……いや、副長が言ったとおり、ここは学校ですよ。屯所ホームに連れ帰ってからでも……」

　冬夜も綺き麗れい事ごとを言うつもりはない。情報を引き出すために必要なら、拷問でもなんでもすればいい。だが、わざわざこんなところで──

「お嬢様方は、俺たちが引き上げるまで校舎の中で震えてるさ。いいか、犬神。松陰の弟子どもの登場もそうだが、事態はいつだって突発的なんだよ。いちいち『またあとで』なんてやってたら、大事なチャンスを逃すだけだ。やるべきことは、今やるんだよ」

「…………っ」

　冬夜は反論できなかった。確かに、松陰の弟子を護送するにしても、途中でなにが起きるかわからない。後回しにすれば、リスクが発生するだけだ。

「さて、あらためて質問だ。知ってることを全部話せ」

「あなたたちは……なにもわかっていないんですよ」

　肩と両りよう膝ひざからだらだらと血を流しながら、眼鏡男は土方ひじかたを睨にらみつける。

「クロノスの鍵かぎ──あなたたちはなにを守ろうとしているんですか。なにもわからずに、命令だからなどという思考停止で、無条件に従したがっている！」

「クロノスの鍵？　報告書じゃ、松しよう陰いんも同じことを言ってたとか。なんだ、そりゃあ？」

　眼鏡男は、少しだけ口元を歪ゆがめて笑った。

「織お田だ信のぶ長ながは、後継者として結城ゆうきノアを選んだのではありません！　彼女こそ──世界の破壊者！　この時空そのものを斬きり裂く怪物なのですよ！」

「はっ、なにをわけのわからんことを……」

「ええ、わからないでしょうね！　あなたたちは自分の足下さえも見えてな──」

　突如、眼鏡男の額に黒い穴が空いた。そのまま、ぐらりと後ろに倒れ込む。

　頭からは血が流れ出し、明らかに絶命している。

「なんで……？」

　冬とう夜やは呆ぼう然ぜんとして、撃った人間に目を向ける。

「余計なことをしゃべろうとしてるからよ。変に学があると、口が回りすぎるのよね」

「芹せり姉ねえ……？」

　そう、眼鏡男を撃うったのは芹せり沢ざわ鴨かもだった。

　撃つ際の殺気を、冬夜はまるで感じなかった。

「芹沢局長……あんた、なんのマネだ？」

「んー、なんていうかね……」

　つかつかと芹沢が、土方のそばへと近づいていく。

「甘やかすのは、うちのガキどもだけにしておけよ。こいつはまだ、ろくにしゃべってなかったんだぜ」

「トシゾーちゃんったら、ワンちゃんたちを甘やかしても文句ばかりだったくせに」

　芹沢はくすくすと笑い、土方の横に並んだ。

「でもまあ、ここらが潮しお時どきだったでしょ」

「そいつを判断するのはあんたじゃあない。こういう仕事は俺の担当のはずだ」

「……いいえ、トシゾーちゃん。ここからは私の出番なのよ」

　芹沢は微笑して、小さく首を振った。

「予定より早いけど、君の言うとおりだわ。やるべきことは、今やるのよ！」

「…………！」

　冬夜は、反射的に動いていた。一瞬で斬撃スラツシユモードのバレット・ブレイドを振るって──

「……いい動きね、ワンちゃん」

「芹姉……？　どういうことなんだよ……？」

　芹沢は、剣装転化ブレイド・ターンさせたバレット・ブレイドの刃を、土方の首をめがけて振るっていた。冬夜は、その剣を受け止めて土方をかばったのだ。

　その土方は、眉まゆ一つ動かさずに黙って芹沢を凝ぎよう視ししているが──

「そうよね、トシゾーちゃんを斬きりたいのはワンちゃんのほうよね。何度も何度も死しに番ばんを命じられて、死にそうになってるんだから」

「そんなことを訊きいてるんじゃない！」

　冬とう夜やは、刃を重ねたままのバレット・ブレイドを握る両手に全身の力を込めなければならなかった。芹せり沢ざわは片手でバレット・ブレイドを握っているというのに、平然とした顔だ。

　芹沢鴨かもはランクＡ。同じ新しん撰せん組ぐみ同士なら、単純にランクの差が戦闘力の差となってくる。

「冗談じゃ済まないぞ、芹せり姉ねえ。隊内での私闘は──」

「禁止ってことくらいは知ってるわ。でもね、それはトシゾーちゃんが決めたルールだから……ねっ！」

　芹沢は刃を重ねたままぐぐっと力を込めて、冬夜は吹き飛ばされてしまう。

「くっ……！　芹姉ぇっ！」

　冬夜はかろうじて着地するとバレット・ブレイドを銃装転化バレル・ターンさせ、銃じゆう口こうを芹沢に向ける。

「それにしても意外だったわ、ワンちゃん。君がトシゾーちゃんをかばうなんて」

「……俺がかばったのは新撰組副長だ」

　土方ひじかた、という個人をかばったのではない──冬夜はそう思っている。

「芹沢局長。あんたといえども、理由もなく仲間を手にかけることは許されてねぇ」

「トシゾーちゃん、私は君が決めたルールなんかに従したがってあげない。私は──私の新撰組をつくらせてもらうわ」

　芹沢はそう言って、ちらりと後ろに視線を向けた。

　校門の外に停とめられた新撰組の装甲車両の屋根の上に、隊士が一人立っている。

　冬夜は、ぎょっとする。あれは、芹沢派の一人──いや、それだけではない。

「ノア様……!?」

　隊士が脇に抱えているのは、制服姿のノアだ。うなだれていて顔はよく見えないが、髪や身体からだつきから間違いない。何度も彼女を間近で見ている冬夜には確信があった。

　ノアは少しも動かない。生きているのか死んでいるのかすら──

「芹姉！　あんた、まさか!?」

「ふふ、ごめんね、ワンちゃん。救出するつもりだったんだけど、予定変更よ。君のお気に入り、もらっていっちゃうわ」

　芹沢はバレット・ブレイドの刃を立てるようにして構え──刃が突然数本に増ぞう殖しよくし、まるで扇のような形状に変化する。

「〝鉄てつ風ぷう〟だ！　まずいっ！　全員、逃げろぉっ！」

「遅いわ、トシゾーちゃん♪」

　芹沢が立てた数本の刃から、暴風が放たれる。

　その風は何十もの風の刃となって荒れ狂い──

「くうっ……！」

　冬夜はバレット・ブレイドを構え、Ｄ結界を最大出力で展開する。それでも風の刃を防ぎきれず、結界の上から圧力で押されてしまう。

「うあああああああああああああああああああああああああっ！」

　耐えられずに数十メートルも吹き飛ばされ、並木の一つにぶつかり、それをへし折りながらさらに飛ばされて、校舎の壁に激突──

「っと、危ない、危ない」

「……オキ」

　激突する寸前に、沖おき田たが冬とう夜やの腕を抱え込むようにして食い止め、地面に転がって勢いを殺していた。

「よかったよ、大事な私のおサイフを守れたー」

「……まあ、クレープくらいならおごる」

　冬夜は、沖田と二人で地面に転がったまま、呆あきれて言った。幼なじみをサイフ扱いとは、沖田はろくでもない。

「って、それどころじゃない！　ノア様は！　芹せり姉ねえは!?」

「そんなもん、とっくにいないに決まってるよ。芹姉さんナメてるの？」

　冬夜は慌てて立ち上がり、沖田は冷静に乱れたスカートの裾すそを直している。

　彼女の言うとおり、芹せり沢ざわの姿はどこにもなかった。

　装甲車両の上にいた隊士も、ノアとともに消えている。

「あーあ、こりゃ大惨事だね。さすが、局長の銃牙フアングともなると違うなあ」

　沖田は立ち上がるのが面倒なのか、校舎の壁にもたれて座ったままだ。

　これもまた、沖田の言うとおり。

　芹沢の銃牙──鉄てつ風ぷうであたり一帯がすっかり薙なぎ払はらわれてしまっている。

　何人かの隊士が血まみれで倒れており、苦痛のうめきが聞こえてくる。

　さすがに、コードネームを持つ隊士たちは多少のケガはしつつも無事なようだ。

「あれが鉄風なのか……」

　冬夜も芹沢の銃牙は噂うわさに聞いていた。新しん撰せん組ぐみの結成当初、五十人以上のテロリストたちを一瞬で八つ裂きにしたという。

　幕末の芹沢鴨かもは、鉄てつ扇せんをトレードマークとしていたらしい。それにちなんだ能力のようだ。

「芹姉がノア様を連れ去るなんて……どうなってるんだ……？」

　冬夜は、ぼんやりとつぶやいた。混こん沌とんを極める事態に頭がついていかない。

　ただでさえ、松しよう陰いんの弟子などという連中が登場した直後なのだ。

　彼らは、ノアを〝クロノスの鍵かぎ〟と呼び、彼女の秘密を知っているような口ぶりだった。その秘密が本当にあるのかを含めて、放ほうってはおけない。

　だが、そのノアは新撰組の局長である芹沢にさらわれた。

　ノアを守るべき立場、しかも責任者の一人である芹沢に──

　あの優しい芹沢があんなことをするなど、冬夜には信じられなかった。

　屯所ホームを切り盛りし、時には冬とう夜やを慰なぐさめてくれた芹せり沢ざわの優しさが演技だったとも思えない。

　彼女は確かに、新しん撰せん組ぐみ局長であり、冬夜たち若き隊士の頼れる姉だった。

「おらぁっ、犬いぬ神がみぃ！」

　気がつくと、いつの間にか土方ひじかたがすぐそばに来ていた。

　強烈な殺気を放ちながら、冬夜を睨にらんでいる。鉄てつ風ぷうのダメージなのか、こめかみから血が流れているが、気にも留とめていないようだ。

「呆ほうけてる暇も、悩んでる暇もねぇぞ。局長が姫様を連れ去ったんだ。俺たちの手で奪だつ還かんしなけりゃ、新撰組が終わる！」

「……副長」

「走るぞ、犬神。芹沢を捜さがして、姫様を救い出す。悩むのはそのあとにしろ！」

「…………！」

　土方は踵きびすを返して去っていく。

　冬夜は、頭を殴られたような思いだった。

　そうだ、悩んでいる場合ではない。芹沢の真意を確かめなければならない。

　なにより、ノアを助け出さなければならない。

　新撰組には、立ち止まっている暇などないのだ──






　　３章　裏切りは華やかに






　新しん都と大おお路じ──その中心からわずかに外れたところに、第だい弐に京都駅がある。

　周囲には高いビルが並び、大勢の人々が行き交い、それ以上に車の交通量が多い。

　元々は車の街と言われるほどの車社会で、首都となった今でもそこは変わらないのだ。

　しかし、今日の道路はいつも以上に大混雑していた。あちこちをパトカーが走り回り、一般車両の通行が規制されているためである。

　駅前にあるハンバーガーショップ。

　冬夜は二階窓際のカウンター席に座っていた。長なが袖そでワイシャツにズボン、どこから見てもごく普通の高校生という姿だ。

「よし、全員配置についたな？」

「はーい、私はここにいますよ」

　冬夜の隣にいるのは、同じく沖おき田ただ。彼女も制服姿である。

　二人とも、左耳に通信用の小型ヘッドセットをつけている。

　そのヘッドセットのイヤホンから、続けて隊士たちの返事が聞こえてきた。

　冬夜は、窓の外に目を向ける。店の下の道路にも車や人が行き交っている。

　銀ぎん堂どう女子学院での事件から、まだ一時間ほどしか経たっていない。

　冬とう夜やたちは着替えて、新たな任務に投じられている。

　任務の内容は、もちろん結城ゆうきノアの奪だつ還かんだ。

　障害は、実力をもって排除することが許可されている。

　たとえ相手が新しん撰せん組ぐみの局長であろうとも──

「やるしか……ない」

　冬夜は窓の外を睨にらみながら、任務に出る前に土方ひじかたと交わした会話を思い出す。







「追跡チームの指揮はおまえが執とれ、犬いぬ神がみ」

　芹せり沢ざわの逃走直後、銀ぎん堂どう学院の校門前。

　土方は冬夜を呼びつけると、いきなりそう言った。

「は？　指揮……？」

「もちろん、芹沢の追跡チームだ。おまえと沖おき田た、それに隊士を五人連れて行け」

「なぜ俺が？　いえ、追跡に出るのは五人だけなんですか？」

「見ればわかるだろう」

　土方は、くいっと親指で後ろを指した。

　負傷した隊士たちが応急手当てを受けている。手当てしているのも、隊士だ。

「さすがは芹沢だ。三十人の隊士に的確に当ててきやがった。ムカつく女だが、腕は天才的だな。死人が出てないのが不思議なくらいだ。それとも、芹沢なりの情けか？　それはそれでやはり腹の立つ話だな」

「…………」

　冬夜も、沖田にかばわれなければ、〝鉄てつ風ぷう〟で重傷を負っていただろう。

　他の平隊士も軽傷者のほうが少ない。

　それでも、死者がゼロというのは意外であった。本当に、芹沢が情けをかけてくれたのかもしれない。

「本当なら動ける限りは任務に出てもらうところだが、急ぐ必要がある。軽傷者だけで動いてもらわなくちゃならねぇ」

「それはわかりましたが、なぜ俺が……」

「服部はつとりは重傷だ。他の平隊士をかばったらしいな。藤とう堂どうは調子に乗って一人で松しよう陰いんの弟子を三人も仕し留とめたが、あいつも手傷を負ってる。戦闘は無理だろう」

「吉よし村むらさんは？」

　吉村貫かん一いち郎ろうはさっきから走り回って、負傷した隊士の手当てをしている。

「いいか、犬神。玉を詰まれたらおしまいなんだよ。吉村には近こん藤どうさんの護衛についてもらう。あいつにしかできねぇ仕事だ」

「……そう、ですね」

　吉村は実じつ直ちよくで、任務に忠実な男だ。腕もいいし、彼なら護衛にはうってつけだろう。

「俺はこれから白はく桜おう宮きゆうの役人どもとやり合わなくちゃならねぇ。姫様がさらわれたんだ、誰かが相手をしなくちゃな。それに沖おき田たには戦闘に集中してもらう」

「……わかりました」

　他にも冬とう夜やより年上の隊士たちはいる。

　だが、土方ひじかたの命令ならば、誰も冬夜が指揮を執とることに反対はしないだろう。

　それに、冬夜もこの任務は誰にも譲りたくなかった──







「いたよ、トーヤ」

「…………ああ」

　冬夜は沖田の言葉で我に返った。

　ハンバーガーをかじり、コーラを一気に飲み干した。

　窓の外、ハンバーガーショップ前の道を一人の女子高生が歩いている。

　冬夜はスマホで写真を表示し、その女子高生と顔が一致しているか確認する。

　梅うめ崎ざき沙さ羅ら──

　セミロングの茶髪に、ジャンパースカートタイプの制服。

　十六歳、都内の公立高校に通っている。中学時代から手芸部に所属し、コンクールで賞を獲とったこともあるらしい。

「うわあ、すんごい可愛かわいいね。オキちゃんには負けるけど」

「…………」

　冬夜はコメントしなかった。写真でもわかっていたが、沙羅は驚くほどの美少女だった。

『Ｖ６よりＶ１へ。対象への尾行者は確認できず。引き続き追跡を続行する』

「……Ｖ１了解」

　通信に答え、冬夜はあらためて沙羅を確認する。顔のことはどうでもいい。

　沙羅は──芹せり沢ざわ鴨かもの関係者だ。

　新しん撰せん組ぐみ隊士は、入隊前はもちろん入隊後も徹底的に人間関係を調査される。白桜宮の警護にも関かかわる部隊なのだから、当然のことだ。

　調査のための専門部署が存在し、土方が直轄している。調査員のほとんどは隊外の人間だそうだ。人手が必要な作業だが、そこに貴重な戦闘要員を割さけないためだろう。

　その専門部署が見つけ出したのが──梅崎沙羅だ。

「芹せり姉ねえさんの妹……みたいなものだっけ」

「らしいな。施設で一緒だったとか。俺たちと同じだ。どこでも同じことが起きてる」

　土方からの話では──

　第二次戦国時代の混乱期に、芹沢も孤児院に入っていた。そこで同室だったのが梅崎沙羅というわけだ。

　二人の仲はよく、本物の姉妹のようだった。芹沢が十四歳のときにリンカーとなって施設を出て、その二年後に沙さ羅らも里親に引き取られていった。

　しかし、里親は最悪の人物だった。沙羅に虐ぎやく待たいを繰り返した。里親になるには適性検査と定期的な状況確認が行われるのだが、当時は孤児が多すぎた。引き取ってくれるなら、殺人鬼だろうと引き渡すような状況だったのだ。

　それを知った芹せり沢ざわは激怒し、里親の家に乗り込んで沙羅を救出している。暴力を使わず、冷静に救い出したあたり、芹沢は賢明だった。

　そのあと、沙羅は芹沢が見つけてきた心優しい里親に預けられることになった。彼女は今もその家庭で幸せに暮らしている。

　面倒見がよく、優しい芹沢らしい話だった。

「でも、間違いなくあの子はなにも知らないよな……」

「芹せり姉ねえさんの目的がなんにしても、話してるとは思えないね。巻き込むことになるし。確保したって、情報は取れないよ、たぶん」

　沖おき田たはつぶやきながら立ち上がり、歩き出した。冬とう夜やもついていく。

「副長の指示は、泳がせろ──だ。ただ、泳がせても芹姉が接触してくるかどうか……」

　冬夜も小声で言いつつ、店の外に出た。沙羅から充分に距離を取ってついていく。

「芹姉さんの居場所の手がかりは他にないし。ま、もし接触するならすぐに来るよ」

「どうも、さっきの事態は芹姉にも突発的だったらしいからな……」

　芹沢の裏切りが綿密に計画されたものなら、沙羅もあらかじめ隠すなり逃がすなりして手を打っていたかもしれない。それがなかったのは、新しん撰せん組ぐみには幸運だった。

「とにかく、急がなきゃヤバイ」

　冬夜はスマホで時間を確認する。午後三時を過ぎている。普通の誘拐事件とは違うが、初動が重要というところは同じだろう。

　警察も動いているが、芹沢が相手ではあてにはできない。新撰組が見つけ出して、ノアを奪だつ還かんするしかないのだ。

「あの子が手がかりにならないなら、さっさとこっちは切り捨てないとね。そろそろ、身柄を確保させようか──って、ババババうるさい！」

　沖田が上空を見上げて叫んだ。小型ヘリがずいぶんと低空で飛んでいる。

「おい、ちょっと待て……あれ、降りてくるぞ」

　そのヘリは、凄すさまじいローター音を響かせながら道路をめがけてまっすぐに降りてくる。

　冬夜たちの数十メートル先、梅うめ崎ざき沙羅のいるところへ──

「まずいっ、まさかあのヘリは──！」

「トーヤ、撃うつよ！」

「ダメだ！　人が多すぎる！」

　冬夜は、とっさに沖田の肩を掴つかんだ。駅前の道路は通行人でいっぱいだ。下手にバレット・ブレイドを撃てば、たとえ通行人に当たらなくても衝撃波で吹き飛ばしかねない。

「Ｖ２、Ｖ６、梅崎沙羅を確保しろ！」

　冬とう夜やはヘッドセットに手を当てて怒鳴る。沙さ羅らのすぐそばに二人の隊士が張りついているはずだ。

　車両も用意してあるが、ヘリが相手では追跡は無理だ。確保を優先するしかない。

「なっ……!?」

　小型ヘリはいきなり歩道へ向けて三〇ミリ機関砲を放った。数人の通行人が大口径の銃撃を受けて、ばたばたと倒れていく。

　まさか、この街中でいきなり発はつ砲ぽうするとは──

　冬夜と沖おき田たが驚いている間に、小型ヘリは道路に滑すべり込むようにして着地すると、一人の新しん撰せん組ぐみ隊士が飛び出し、腰を抜かしている沙羅を無む理り矢や理り抱きかかえるようにしてヘリの中へと連れ込んだ。

　ヘリはあっという間に飛び立ち、数十メートル上昇したところで──姿が消えた。

「どうなってんだ……!?」

「ありゃりゃ、消えたね」

　沖田はのんきにつぶやいているが、それどころではない。小型ヘリは姿だけではなく、ローターの音まで消えている。

　光こう学がく迷めい彩さいのようなものだろうか。現在、技術としては存在しているが実用化されているという話を冬夜は知らない。

　だが、現実にヘリは消えた。あれでは、レーダーにも引っかからないかもしれない。

　間違いなく芹せり沢ざわが差し向けたものだろう。ヘリから飛び出してきた隊士も、芹沢の部下だった。

　彼女はいったいどこであんなヘリを──

「芹せり姉ねえさん、前から準備はしてたみたいだね。それとも、最近はネットでポチればヘリも一時間以内にお届けしてくれるのかな」

「オキ、冗談を言ってる場合か！　いくらリンカーでもヘリには追いつけないぞ！」

「だから、撃うっておけばよかったんだよ。向こうは撃ったよ。芹姉と私たち、覚悟の違いが出ちゃったね」

「…………」

　冬夜は黙り込む。歩道には通行人たちが何人も倒れている。射撃許可は芹沢が出していたのかもしれない……。

「……副長に連絡して指示をあおぐ」

　冬夜はスマホを取り出して、土方ひじかたに連絡する。

　すぐに土方は電話に出て──冬夜は今起きたことを一通り説明した。

『事が大げさになってきやがったな。だがこれで間違いないな、芹沢の背後には誰かがいる。うちはヘリを買えるほどの給料は出してねぇ』

「何者でしょうか……？」

『足長おじさんの正体は後回しだ。おまえたちはヘリを追え』

「は？　副長、だからヘリは消えたんですよ！」

『電波を遮断してても問題ねぇ。どこかでヘリは必ず降りる。いつまでもヘリの中にこもってもいられねぇだろ』

「副長……？」

『梅うめ崎ざき沙さ羅らの身体からだに発信チップを仕込んである。お休み中に失礼して、こっそり埋め込ませてもらった』

「そ、そこまでするんですか……!?」

　冬とう夜やは、驚きを隠せなかった。隊士の人間関係を把握しておくのは当然としても、ただ隊士と親しいというだけで、いくらなんでもやりすぎだ。

『バカを言え。手間もかかるしリスクもある。そうそうやるわけねぇだろう。芹せり沢ざわ鴨かもの家族同然のガキだからやったんだ』

「……副長は、最初から芹せり姉ねえを疑ってたんですか……？」

『なんだ、犬いぬ神がみ。てめえ、知らなかったのか』

「なにを、ですか？」

　冬夜の質問に、電話口の向こうの土方ひじかたが笑った。そんな気がした。

『芹沢鴨は──新しん撰せん組ぐみの厄介者なんだよ』







　かつて名古屋港と呼ばれた伊い勢せ湾わんに面した大規模な港。

　今はそれぞれ第だい弐に京都港、京都湾という名称に変わり──にぎわいは以前よりも増している。海は凪ないでおり、穏やかな波音が聞こえてくる。

　ひっきりなしに大型船が出入りし、物や人がさかんに動いている。

　波止場にずらりと建ち並ぶ倉庫の一つ──梅崎沙羅からの発信が確認されたのはここが最後だった。

「あそこで間違いなさそうだな」

　冬夜は、つぶやいた。

　彼と沖おき田た、それに五人の隊士はその倉庫が見える位置まで近づき、物陰に潜ひそんで様子を確かめているところだ。

「ま、船で逃げられてなくてよかったよ。じゃ、行こうか」

「待て待て、オキ。いきなり飛び込む気か!?」

　コンビニでも行くような気楽さで歩き出した沖田を、冬夜は慌てて止めた。

「オキ、ノア様がいるのを忘れるなよ。ノア様を人質にされたら、こっちには手出しできないんだからな。まず、救出作戦を──」

「無駄だよ、トーヤ。おいで、キクイチモンジ」

　沖田はいきなりバレット・ブレイドを呼び出すと、銃撃シユートモードで構えて無造作に一発撃うった。甲高い銃声が鳴り響く。

「…………っ！」

　五人の隊士たちが驚き、慌て始める。これでは潜伏している芹せり沢ざわたちにこちらの位置がバレてしまう。

　冬とう夜やも一瞬目を見開いたが──すぐにため息をついた。

「ちっ、もう見つかってたのか」

「そういうことだよ、トーヤ。ほら、あそこ」

　沖おき田たが指差した先で──二十メートルほど離れたところで、なにもない空間に赤い液体が流れ始めた。

　空間がわずかに歪ゆがんだように見えると、新しん撰せん組ぐみの制服を着た男が現れ、胸から出血しながらどさりと倒れた。

「まあ、ヘリを隠せるくらいだから人間も隠せるってことかな」

　沖田はこともなげに言う。彼女の鋭敏な感覚の前では、姿を消しても無駄らしい。

「光こう学がく迷めい彩さいか。透明の膜みたいなのを制服の上から着てるっぽい。いいなー、トーヤ、あれ私がもらっちゃっていい？」

「ダメに決まってるだろ」

　イタズラ大好きな沖田に与えたら、なにに使うかわかったものではない。

「ちぇっ。それじゃ、ちゃっちゃと芹せり姉ねえさん倒して姫様助けちゃうか！」

「もうやるしかないな……行くぞ！」

　冬夜もバレット・ブレイドを銃撃シユートモードで構えて、走り出した。

　一気に倉庫の入り口にたどり着くと、巨大な鉄の扉を蹴け破やぶって内部へと飛び込んだ。

　続いて、沖田と隊士たちも突入してくる。

　倉庫内は驚くほど広く、あちこちに巨大なコンテナが積つまれている。荷物の運び出し用のフォークリフトなどもある。天井近くの窓から光が差し込んでいて、中は明るい。

「まっすぐね、君は──」

「…………」

　冬夜は、ぱっと顔を上げた。

　二メートルほどの高さのコンテナ上に、メイド服姿の芹沢鴨かもが立っている。

　屯所ホームでの彼女と同じく、優しい微笑ほほえみを浮かべて──

「いいえ、まっすぐなのは新撰組か。トシゾーちゃんみたいな搦からめ手て大好きな困った人もいるけど」

「芹姉……なんでノア様をさらった？」

「本当にまっすぐね。そんなこと訊きいて、私が答えるとでも思ってるの？」

　芹沢は、今度は苦笑を浮かべてから。

「意外と早かったわね。まさかトシゾーちゃんが沙さ羅らの身体からだに発信器を仕込んでるとは思わなかったわ。手段を選ばないわね、あの男。もう処理したけど」

「それについては俺も言いたいことはあるけど、おかげであんたを見つけられた」

　冬とう夜やはバレット・ブレイドの銃じゆう口こうを芹せり沢ざわに向ける。

「芹せり姉ねえ、ノア様はどこだ？」

「眠ってもらってるわ。今は、沙さ羅らがついてくれてる」

「……ノア様の世話係にするために、梅うめ崎ざき沙羅を呼んだのか？」

「沙羅は私の大事な妹よ。新しん撰せん組ぐみの手に落ちる前に、危険を冒おかしてでも救い出さなきゃいけなかったの」

　芹沢は、少しだけ悲しそうに笑った。笑顔だけでいくつも感情を見せてくる。

「芹姉、俺にはわからない。こんなことしなきゃ、あんたも梅崎沙羅も今までどおり過ごせただろ。これで、梅崎沙羅までお尋ね者なんだぞ」

「世界はいつでも逆転するわ」

「──なに？」

　芹沢もバレット・ブレイドを取り出して、銃撃シユートモードで握った手をだらりと下げる。

「かつての京で、道の真ん中を誇らしげに歩いていた新撰組が、それからほんの数年で京を追われて江戸から東北、北海道まで逃げ回るハメになったわ。その先頭に立ってたのが、我らが愛すべきトシゾーちゃん──その前世よ」

「時代が違うよ、芹姉」

「第二次戦国時代も、白はく桜おう宮きゆうの支配も、私たちみたいなリンカーの出現だって誰も予想できなかった。時代に関係なく、状況は常に変わっていくのよ、ワンちゃん」

「俺たちが賊ぞく軍ぐんになるとでも……言うのか！」

　冬夜は、思わず叫んでしまう。

　芹沢の裏切りが真実だと、今ようやく確信してしまったのだ。

　まだ引き返せるのではないか──あるいは、実は新撰組から指示を受けての行動だったのではないかと疑ってさえいた。そんな自分に気づいた。

「賊軍とはまた古風ね。でも、私はトシゾーちゃんに……土方ひじかた歳とし三ぞうに新撰組を渡さない。あの男は必ず、新撰組を死地に追いやる。その前に、私が私の新撰組をつくるわ」

「なにを根拠に……だいたい、新撰組の局長は、あんたと近こん藤どう勇いさみだろ」

「ワンちゃん、君は賢かしこい。わかってるはずよ。新撰組のすべてを握っているのは、土方歳三。幕末の新撰組も、現代の新撰組もね」

　芹沢は、にやりと不敵な笑みを浮かべる。

「コンちゃんは、ただの御輿みこしよ。強いけど、それだけの人。ワンちゃんには見えない？　コンちゃんの背中から糸が伸びてるのが。糸を操っているのが土方歳三よ」

「……仮にそうだったとして、なにが悪いんだ。副長は自分が持ってる権限で動いてる」

「ふうん……やっぱり変ね。どうして、ワンちゃんは土方歳三をかばうの？　あれだけ死地に放ほうり込まれて──殺したいと思うならわかるけど」

「そんなもん、俺にもわかるか！」

　冬夜は、一歩踏み込んで銃口を芹沢に向ける。

「わかるのは、芹せり姉ねえ──あんたが間違ってるってことだ！　新しん撰せん組ぐみを裏切る理由が、ノア様を巻き込む理由がどこにある!?」

「新撰組は滅ほろぶわ」

「なに……!?」

「土方ひじかた歳とし三ぞうが率ひきいる新撰組は汚名をかぶり、逆ぎやく賊ぞくと成り果はて、時代に抗あらがった惨めな敗者として歴史に刻まれるわ。永遠に、ね」

「だから、それは幕末の新撰組だろ！」

「私にはそうなることがわかってる。君にはわからない理由でだけど──そうね、言ったってわからないんだから、これ以上の言葉は意味を持たないわね！」

「…………っ！」

　芹せり沢ざわがバレット・ブレイドを剣装転化ブレイド・ターンさせ、立てた刃が分裂して扇のように変化する。

　あの構えは──

「鉄てつ風ぷうが来る！　全員、散ちれぇっ！」

　冬とう夜やの指示と同時に、隊士たちが跳んだ。冬夜も跳ちよう躍やくして、その場から逃れる。

「Ｄ結界──！」

　だが、指示に従したがわずに前に突っ込んだ者がいた。沖おき田た総そう司じが──バレット・ブレイドのＤ結界を最大出力で展開しながら鉄風を防いでいる。

「わああああああああああああああっ！」

　沖田は絶叫とともにＤ結界で鉄風を抑え込み──そのまま勢いでコンテナ上の芹沢へと斬きりかかっていく。

「さすが総そうちゃん！　もう鉄風を抑えられるようになるなんて！　天才って怖いわね！」

「オキちゃん最強説ここに誕生！」

　ガキン、と二人のバレット・ブレイドがぶつかって金属音が響く。

　刃に込められた霊子スピリアが弾はじけ、激しくスパークする。しかし──

「くあっ……！」

　芹沢が力を込めて扇形のままの剣を大きく振るい、沖田が悲鳴とともに背後に飛ばされる。倉庫の壁に叩たたきつけられ、沖田はそのまま倒れてしまう。

「オキっ！」

「……だいじょぶ。恋もしてないのに死ねないってば……」

　沖田は上半身だけ起こすと、Ｖサインを送ってきた。

「いやあ、本当に天才ね、この子。あんな状態でもＤ結界で防御してる。背骨くらい折れる勢いだったのにね」

「いくら私が勢いで生きてても……勢いでそんな大事なとこ折られちゃ困る……ね」

　沖田はバレット・ブレイドを杖つえにして立ち上がろうとしている。だが、力が入らないらしく、がくがくと身体からだを震わせているだけだ。

「無理しないほうがいいわね。学校での鉄風でけっこうダメージ受けてたんでしょ？　あなたならかわせたでしょうけど、ワンちゃんをかばわなきゃいけなかったからね」

「……私の大事なおサイフだもん」

「総そうちゃんは素直なのかひねくれてるのか、わからないわね」

　そこについては冬とう夜やも同感だった。普段はベタベタしてくるくせに、沖おき田たは好意を素直に口にはしない。

「正直、凄すごくほっとしてるわ。万全の総ちゃんに勝てる気はまったくしないからね」

「私も万全なら地上の誰にも負ける気はしないね」

　どうやら、沖田は地上最強を自負しているらしい。あながち冗談でもないのだが。

「というわけで、このチャンスを利用させてもらうわね。みんな、お願い」

　芹せり沢ざわがさっと片手を挙げると、コンテナの後ろから芹沢派の隊士たちが現れた。

　数は三人。冬夜にとっては見知った顔である。執しつ事じ服やメイド服を着て、屯所ホームを走り回っていた者たちだ。

　ほとんど現場には出ていなかった連中だ。だが、所しよ作さを見ただけでかなりの力量の持ち主だとわかる。

　おそらく、裏切りを早い段階で決めていた芹沢が従したがえてきた者たちだ。優秀でないわけがない。数では冬夜たちが上だが、そう簡単には勝てないだろう。

「佐さ々さ木き、来い」

「どうするんだ、犬いぬ神がみ」

　冬夜のそばに、佐々木という名の隊士が近づいてくる。隊の中でもずばぬけた美青年で、なのにさっぱりモテないという不思議な男だ。

「おまえたち五人は、芹せり姉ねえの部下を抑えろ」

「沖田はどうするんだ？」

「オキは放ほうっておいていい。動けなくても自分の身くらいは守るさ」

「さっすが幼なじみ。わかってらっしゃる」

　沖田が座り込んだまま、くすくすと笑っている。

「というわけだ。行け、佐々木。芹姉は──俺がぶっ倒す」

「…………！」

　佐々木の目が大きく見開かれる。ランクＤの平隊士がなにを言っているのか──理解できないのだろう。

「これでも俺は何度死しに番ばんをやっても生き残ってきたんだ。それに──ノア様を救い出す美お味いしい役目は俺がもらっておく！」

　冬夜は鋭するどく言うと、バレット・ブレイドを剣装転化ブレイド・ターンさせ、走り出した。

　敵はランクＡのリンカー、しかも新しん撰せん組ぐみ局長。佐々木でなくても、冬夜に勝ち目があるとは思わないだろう。

　なのに、冬夜は少しも恐れていなかった。

　いつもの死番を命じられた任務のように、ためらいなく踏み出していく。

　芹せり沢ざわがバレット・ブレイドを構え──優しく笑うのが見えた。







「芹せり姉ねえぇぇぇぇぇぇぇっ！」

「はいはい、お姉さんよ」

　冬とう夜やが振り下ろした刃を、芹沢はあっさりと弾はじいた。彼女はバレット・ブレイドを銃撃シユートモードにしている。銃撃モードでは霊子スピリアの刃が発生せず、普通ならば銃身を切断されるはずだ。

　だが、芹沢は銃身を絶妙の加減で振り、冬夜の斬ざん撃げきを軽く受け流しているのだ。斬撃の威力はゼロになり、切断どころか傷一つつけられていない。

「ワンちゃん、まだまだ修行が足りないわね」

　返す刀での冬夜の一撃も、芹沢は余裕の表情で受け流した。バレット・ブレイドがぶつかった音すらほとんどしない。冬夜の斬撃は、完全に威力を殺されている。

「まだまだ伸びしろがあるってことだよな！」

　冬夜は、後ろへ跳びながらバレット・ブレイドを銃装転化バレル・ターン。続けて引ひき金がねを絞しぼる。

　しかし、芹沢は銃撃モードのままバレット・ブレイドを振って、弾丸を叩たたき落おとしてしまう。

「転化ターンが遅い！　瞬時に変形させないと、実戦では役に立たないわよ！」

「そういうことは、屯所ホームの訓練のときに言っておいてくれ！」

　冬夜は着地して、バレット・ブレイドを構えながら走る。コンテナの後ろに滑すべり込むようにして、わずかに身を出してまた弾丸を放つ。

　今度は、芹沢は片手でバレット・ブレイドを撃うち、冬夜が放った弾丸をはじき飛ばした。

「素直に頭と心臓を狙ねらいすぎ。フェイントを混ぜないと、簡単に防げちゃうわよ」

「くそっ……！」

　本当にレクチャーをされてしまっている。芹沢は余裕の態度を崩くずさない。

　やはり、芹沢との実力差は大きい。彼女が本気になれば次の瞬間にでも戦いは終わりそうだ。

「くっ、なにを考えてるんだ、俺は……！」

　冬夜は、バレット・ブレイドを握り直した。心が折れたらそこで負けだ。新しん撰せん組ぐみ隊士として任務に挑んでいる以上、敵前逃亡などあり得ない。

　おそらく、銃撃モードではいくら撃っても当たらないだろう。となると──

「やるしかないだろ、やるしか……！」

　冬夜はバレット・ブレイドを剣装転化ブレイド・ターンさせ、霊子の出力を上げる。

　どれだけ霊子を引き出しても、魂が消滅したという話は聞いたことがない。だが、霊子を使いすぎれば肉体に大きな負荷がかかってしまう。

　しかし、このまま死んでノアを助け出せないよりは、霊子を使いすぎて再起不能になるほうがまだマシ──

　冬とう夜やは、さらに霊子スピリアを引き出し、バレット・ブレイドの刀身を覆おおう白い光の輝きが増していく。

「あ、こらこら、ワンちゃん。あまり無む茶ちやをしたら──」

「無茶くらいしなきゃ──あんたの遊び相手にもなれない！」

　冬夜の全力の一撃を、芹せり沢ざわはバレット・ブレイドを剣装転化ブレイド・ターンさせて、受け止める。バリバリと雷らい鳴めいのような音が響き、空気が激しく震える。

　芹沢も銃撃シユートモードのままで遊ぶほどの余裕はなくなったようだが──それだけだ。

「このっ──」

　冬夜は剣を引いて、再び振り下ろす。しかし──

「うぁっ……！」

　続けて二度、肩に激痛が走った。冬夜がまったく気づかない間に、芹沢がまたバレット・ブレイドを銃装転化バレル・ターンさせ、弾丸を放っていたのだ。

　ほとんど反射でＤ結界を展開したものの、芹沢の強力な弾丸を防ぎきれなかった。

「ワンちゃん、力の差を無謀でひっくり返すことは──できないわよ！」

　またもや芹沢のバレット・ブレイドが剣装転化、鋭するどい切っ先が冬夜の脇わき腹ばらを突いてくる。

「このっ、ナメるなぁぁっ！」

　冬夜はまるで吉よし田だ松しよう陰いんのように、Ｄ結界を広げて芹沢の剣先を弾はじく。無む理り矢や理りに引き出した霊子のパワーがあるからこその芸当──

「君こそ、芹せり姉ねえさんにそんな付け焼き刃が通用するとでも！」

「なにっ……！」

　芹沢は冬夜の強力なＤ結界に、バレット・ブレイドの剣先をねじ込むようにして強引に突き込んでくる。

　冬夜は内ない臓ぞうをえぐられるような苦痛に襲われ、背後に吹き飛ばされた。

「痛い、ワンちゃん？　君が望むなら、すぐに楽にしてあげるわ！」

「ぐ……うっ……うおおおおおおおおおっ！」

　冬夜は全身に強力なＤ結界を展開させながら前へ踏み込み、左の拳こぶしを全力で振り抜いた。空間の歪ゆがみをまとった拳は、同じくＤ結界に包まれた芹沢の腹部に激突し、爆発にも似た轟ごう音おんが響き渡る。

　芹沢は顔を歪め、わずかに後ろによろめき──

「へ、へえ。意外なことするわね、ワンちゃん。ここで素手で殴りかかってくるなんて。でも、そっちのほうがだいぶ痛そうよ？」

「まともにやっても、あんたには勝てないからな……」

　冬夜は、激痛が走ったままの腹部を押さえながら言った。

「まあ、ちょっと痛めつけられてるほうが……ノア様を助け出したときに、心配してもらえるよな……。上う手まくいけば、傷を撫なでてもらえるかもしれない」

「ワンちゃん、凄すごいわね。こんなときに、よくそんな脳内お花畑な妄想に浸ひたれるわね」

　さすがの芹せり沢ざわも呆あきれているようだ。冬とう夜やも自分で呆れるほどだから、無理もない。

「けどさ、悪くはない。やっぱり、強くなるには強い奴やつとの命懸けの勝負が一番だよな。ああ、あんたほどの相手と戦える機会なんてそうないだろ」

「同感だけど、生き残らなきゃ意味がないわよ？」

「もちろん生き残るさ。どうなろうと、最後に生きて立ってりゃ勝ちだよな……！」

　冬夜はバレット・ブレイドを強く握り、リンクした魂からさらに霊子スピリアを引き出す。

　バレット・ブレイドの刃が燃えそうなほどに白く輝いていく。

「もっとだ、もっと力を──！」

　引き出した力が全身から溢あふれ出し、冬夜の周囲に白いオーラとなって立ち昇る。

　心臓がドクドクと高鳴り、血管が千切れてしまいそうだ。いや、既に毛細血管が破裂し、体内で血が噴き出している。

「うおおおお……おおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　冬夜は咆ほう哮こうを上げ、芹沢に斬きりかかる。振り下ろした刃はあっさりとかわされ、霊子を込めた剣が地面にめり込み、亀き裂れつが走っていく。すぐに冬夜は剣を返し、横から薙なぐように斬りつける。

「さっきまでよりはるかに鋭するどい──でも、まだまだよ、ワンちゃん！」

「がっ……！」

　芹沢は斬ざん撃げきで冬夜の剣を弾はじき、その勢いのまま胸を狙ねらってくる。Ｄ結界で空間を大きく歪ゆがめ、かろうじて受け止める。それでも、芹沢の斬撃の威力で、胸も心臓も押し潰つぶされそうになってしまう。

「お姉さん、命知らずなのは感心しないわね！」

「ノア様をさらったあんたのほうがよっぽど無む茶ちやだろ！」

　冬夜と芹沢は、怒鳴り合いながら、刃を交わす。霊子の輝きと二人が纏まとうＤ結界の衝突で、空間が歪みつつ白い光が幾筋も周囲に放たれていく。

「私には、私の新しん撰せん組ぐみには目指すものがあるからよ！」

　芹沢は剣を引くと同時にバレット・ブレイドを銃装転化バレル・ターンさせ、弾丸を放ってくる。冬夜は倒れ込むようにしてそれをかわし──芹沢のふところへと飛び込む。

　同じく銃装転化させたバレット・ブレイドの銃じゆう口こうを、芹沢の胸に押し当てて──

「ゼロ距離なら──！」

「君の腕じゃ、ゼロまでは遠すぎるわ！」

　冬夜が引ひき金がねを絞しぼったのと同時に、芹沢は真横へ滑すべるように動いて銃じゆう弾だんをかわしていた。信じられない反射神経と身体能力だった。

　銃口を身体からだに押しつけられた状態で、弾丸をかわすとは──

「私はどれだけ離れてても、君のハートを撃うち抜けるわよ！」

「ぐうっ！」

　芹せり沢ざわが三発放った弾丸を、冬とう夜やはかろうじて二発をかわしながらも、三発目が右の太ももに命中する。弾丸が肉に食い込み、貫通していく。

「ま、まだだ……うおああっ！」

　冬夜は激痛が走る右足をあえて動かし、Ｄ結界を展開しながら蹴けりを放つ。芹沢はバレット・ブレイドを片手で握ったまま、両腕を交差させてその蹴りを受け止める。

「筋肉を撃うち抜かれてるのにメチャクチャね！　足が二度と動かせなくなるわよ！」

「ノア様を助けられないよりはマシだ！」

　冬夜は血が噴き出す右足を戻し、剣装転化ブレイド・ターンさせたバレット・ブレイドを振りかぶる。

「ワンちゃん、銃と武器の切り替えが定石すぎる！　それじゃ動きを読んでって言ってるのと同じ！　さっきみたいなラッキーパンチも二度は通じないわよ！」

　芹沢は銃撃シユートモードで構えながら──突如として、斬撃スラツシユモードで振り下ろしてくる。冬夜はなんとか刃から逃れ、そのときには銃じゆう弾だんが放たれている。

　それもかわしたと思えば、今度は芹沢が冬夜の顔面に蹴りを入れてくる。

「…………っ！」

　冬夜は飛ばされながらも、体勢を立て直してバレット・ブレイドを構え直す。

「いちいち構えを取らない！　どんな体勢からでも必殺の一撃を放ちなさい！」

「いつだって全力だっての！　芹せり姉ねえが相手じゃ、全力でぶつかる以外にないだろ！」

　目の前に肉薄していた芹沢の斬ざん撃げきをよけ、冬夜は狙ねらいを定さだめずに銃弾を放った。二発をかわされ、三発目を放とうとして──カチン、とむなしい音だけが響く。

「弾切れ──うあっ！」

　芹沢の袈け裟さ懸がけの斬撃で、冬夜のＤ結界が破やぶれ、肩から脇わき腹ばらまで斜めに裂かれる。

「ぐ、あ……くそっ……！」

　冬夜は痛みで後ろによろめきながら、弾倉を捨て、新たな弾倉をはめる。

　弾倉内には二十発の弾丸があったのだが、いつの間にか撃ち尽くしていたらしい。

　芹沢は油断なくバレット・ブレイドの剣先を冬夜に向けてきている。

　袈裟懸けの傷は、かろうじて致命傷にはなっていない。だが、全身に耐えがたい痛みが走り、力を使いすぎたせいで肉体はオーバーヒート寸前だ。

「おかしいわね……」

　芹沢が訝いぶかしげな視線を向けてくる。

「こっちの台詞せりふだよ。さっきからなんで、俺にレクチャーしてるんだ……？」

「屯所ホームじゃ誰にでも優しい芹お姉さんだったから、気づいてないでしょう、ワンちゃん。君は私の一番のお気に入りだったのよ。最後にちょっとしたプレゼント、と思ってね。君は新しん撰せん組ぐみの誰よりも強くなりたがってたしね」

「ああ、ありがたく受け取っておくよ……」

「けど、おかしいのはそんなことじゃないわ。正直、ワンちゃんがまだ立ってしゃべってるのが不思議でしょうがないの」

「しぶといんだよ、俺は。それに、ノア様にご褒ほう美びのハグをまだもらってない」

「妄想がさらに広がってるわね。それに、おかしなことがもう一つ」

「うん……？」

　冬とう夜やは、首を傾かしげる。それだけの動作でも、全身に激痛が走った。

「さっきから、ワンちゃんは攻撃されるたびに、霊子スピリアがみなぎっていってる。いえ、リンクした魂そのものの力が増しているような……いったい、どうなってるの？」

「……知るわけないだろ」

　冬夜には、まったく自覚はなかった。とはいえ、そんな奇妙な現象でも起きていなければ、芹せり沢ざわの攻撃に何度も耐え、反撃さえ加えている理由が説明つかない。

「君にそんな能力があるとは知らなかったわ……詳しく知りたいとこだけど、そろそろ時間ね。これ以上手間取ってると、土方ひじかた歳とし三ぞうたちが来るでしょう。リンカーの回復力なら、動けるようになった隊士もいるでしょうしね」

　芹沢は、少し困ったような笑みを冬夜に向ける。

「ワンちゃんは生かしておきたかったんだけど、今の君は──ちょっと不気味ね。私の障害になる可能性があるなら、残念ながら排除するしかないわ」

「失礼だな……。障害にもならないから、放ほうっておくつもりだったのか」

　答えながら、冬夜は目の前が霞かすんでいることに気づいた。

　時間がないのは冬夜も同じだった。五人の隊士はまだ全員生きているが、芹沢派隊士に手こずっている。冬夜がやられたら、一気に戦線が崩ほう壊かいするだろう。

「そうね、君をナメてたことを──謝るわ！」

「…………！」

　芹沢が鋭するどく踏み込んできて、斬撃スラツシユモードのバレット・ブレイドを振るう。後ろに大きくジャンプしてかわした冬夜の着地点に、芹沢の弾丸が撃うち込まれてくる。

「くっ！」

　足の甲に一発が命中し、Ｄ結界の上から骨を砕かれる。さらに続けて芹沢が剣を振るい、冬夜は斬撃モードで受け止めつつも、足に力が入らず、勢いよく後ろに飛ばされてしまう。コンテナに背中を強打し、息が止まりそうになる。

「はい、おしまい──！」

「……勝手に終わらせるなっ……！」

　芹沢の斬ざん撃げきを、冬夜は棒高跳びのようにバレット・ブレイドの先で地面を殴りつけて跳んでかわす。芹沢の剣は、三段に積つまれていた巨大なコンテナを数個、まとめて吹き飛ばした。まともにくらっていれば、Ｄ結界を破やぶられていただろう。

「あんた、まだ俺をナメてるじゃないか……！」

　冬夜は銃撃シユートモードで三秒だけチャージして、牙が竜りゆうを放つ。

「っと……！」

　チャージ時間を短く絞しぼったにもかかわらず、芹沢は牙竜の白い輝きを軽くかわしてしまう。そのまま牙が竜りゆうは飛んでいき──

「がっ……！」

　佐さ々さ木きに向けてバレット・ブレイドを振り下ろそうとしていた芹せり沢ざわの部下に命中し、Ｄ結界を突き破やぶる。芹沢の部下は、胸を撃うち抜かれて倒れ──

「……おおいっ、危ないだろ犬いぬ神がみ！　俺まで巻き込む気か！」

「あ、ああ。悪い……」

　佐々木の抗議に、冬とう夜やは息を弾ませて応こたえつつ、弾倉をぎこちない手つきで交換する。牙竜で一気に体力を消しよう耗もうしてしまったようだ。

「……またびっくりだわ。牙竜はランクＡのＤ結界も打ち破って倒せる。でも、総そうちゃんみたいな前衛担当ポイントマンがいないと、時間をかけてチャージできないし、一対一の戦いではほとんど使い物にならないわ。リスクが大きすぎる能力よね」

「まあな……」

　そんなことは、冬夜自身が一番よく知っている。

「でも今の牙竜、チャージが短かった割にずいぶん威力があったわね。それに……」

「なんだ……？」

「君から立ち昇る霊子スピリアの力……強いだけじゃない。鬼気迫ってるわね……」

「鬼気……？」

　冬夜は、また首を傾かしげた。鬼気とはなんのことだろうか。

「やっぱり、君は普通じゃない。でもね、私も目的を邪魔されるわけにはいかないの」

「芹せり姉ねえの目的……」

「私は逆ぎやく賊ぞくに墜おちず、新しん撰せん組ぐみに正道を歩ませるわ。私は、私の正義を実現する……そのために戦う！」

　芹沢は少し寂さびしそうに言って、斬撃スラツシユモードのバレット・ブレイドの刃を立てて構える。

「俺には正義なんてない……が、あんたを倒さなきゃならない理由がある……」

「任務だから？」

「そうだな。ああ、いや……」

　冬夜は小さく首を振った。消耗が激しいせいで、頭が朦もう朧ろうとして、自分でもなにを言っているのかわからなくなってくる。

　それでも──ふと、思いついた言葉があった。

「〝局を脱するを許さず〟」

「は……？」

「新撰組の鉄の掟おきてだ。許可なく新撰組を抜ける者には死をもって贖あがなってもらう……」

「……ワンちゃん、いきなりなに言ってるの？　それは幕末の新撰組の掟でしょう」

　そうだ、俺はなにを言ってる──冬夜は、ますますわけがわからなくなっていく。

　しかし、言葉を止められなかった。

「そりゃ、無許可で辞めるのは許されないけど、死刑なんて決まりはないわよ。一応、新撰組だって政府直属の公式機関なのよ。そんなえぐい隊規があるはずが……」

「……なんでないんだろうな。死をもって隊士を追い込むことが新しん撰せん組ぐみの鉄の結束を生んでたっていうのに……」

「ワンちゃん、本当にどうしちゃっ……こ、これは!?」

　芹せり沢ざわが大きく目を見開き、冷や汗を流しながら、一歩後ろに下がった。

　今度は冬とう夜やも──自分になにが起きているのか理解している。

　門を通してリンクしている魂が──確かに、鬼のごとき殺気を放っているのだ。

　いや、まるで冬夜自身が鬼と化してしまったかのような──

「……君は、名もない平隊士の転生だったわよね。なのに、それは……」

「それでも、新撰組の最期まですべてを見た隊士だった……んだろうよ」

　銃火の中を突撃していくあの光景はよみがえってこない。だが、冬夜にはもう確信があった。

　彼は新撰組の最期を見ている。銃火への突撃で叫んでいた声は、きっと土方ひじかた歳とし三ぞうのもの。

　土方の叫びに突き動かされて走り、鬼とともに生き、戦い、みずからも鬼となった者。

　歴史に名を残さず消えていったとはいえ、彼は筋金入りの新撰組隊士だった──

「だったら、今度は……最初の死者になりなさい！」

　芹沢は、刃を立てたまま構えていたバレット・ブレイドに霊子スピリアを込め始める。刃が分裂して扇形になり、霊子の真っ白な光で輝き出す──

「なっ……！」

　ドドン、と二度続けて銃声が響き、芹沢が驚きの声を上げる。

　芹沢が立てていた刃に弾丸が命中し、バレット・ブレイドが弾はじかれる。

「銃牙フアングを使いすぎだよ、芹せり姉ねえさん！　何度も見せられれば、防ぐタイミングくらいわかっちゃうよ！」

「総そうちゃん……！」

　瞬時に芹沢に肉薄した沖おき田たが、斬撃スラツシユモードで突きを繰り出す。続けて放たれた二段目の突きを、芹沢は身体からだを傾けてかわした。

　しかし、三段目の突きが──芹沢の右胸を貫つらぬいた。

「つぅっ……総ちゃん……もう復活した、のね……！」

「私を誰だと思ってるの？　沖田総そう司じ──最強の剣士の魂を継いだ女だよ」

　沖田はバレット・ブレイドを芹沢の胸から引き抜き、構え直す。

　芹沢を睨にらむその目には──ぎらつくような殺気が宿っている。

「怖い顔ね、総ちゃん……沖田総司も普段は無邪気な人だったけど、斬きり合いでは容よう赦しやも慈悲もなかったらしいわね」

「芹姉さん、私はね──大事な幼なじみを傷つけられて、いつものお茶ちや目めで明るいオキちゃんではいられないんだよ」

「総ちゃんも傷が完全に癒いえたわけじゃないでしょ。さっきの突き、急所は外れてるわよ。ダメージは君のほうが大きいんじゃない？　君は厄介だけど、今なら倒せる──！」

「ところで、芹せり姉ねえさん。私って、ちっちゃい頃からケンカ強くて。うちの孤児院は子供が山盛りで突っ込まれてたけど、年上にも男の子にも負けたことなかったんだよ」

「……なんの話？」

「でもさ、トーヤにだけは勝てなかった。一対一なら負けないけど、トーヤが引っ張ってたグループだけは、何度やっても勝てなかったなあ。あいつは、ケンカが上手なんだよ。待ち伏せに奇襲、挟み撃うち、陽動、囮おとり、人質作戦まで──どんな手でも使うんだよね。気がついたら、いつも最後はこっちが負けてた」

「だから、総そうちゃん、なにを言って……るの！」

「最近は自分の強さにこだわってるからか、おとなしいけど。でもね……あいつはいつだって負けないんだよ！」

　芹せり沢ざわが全速で沖おき田たに肉薄し、上段から鋭するどくバレット・ブレイドを振り下ろした。沖田は、わずかにバレット・ブレイドを振っただけの動きで、その斬ざん撃げきをさばいてしまう。

「相手が芹姉さんであっても。ね、トーヤ！」

「ああ……」

　冬とう夜やは、頷うなずき──片かた膝ひざをついた体勢で、バレット・ブレイドの銃じゆう口こうを芹沢に向ける。

　沖田の言うとおり、冬夜はこれまで負けたことがない。どれほど追い詰められても最後には勝ちをものにする。

　そう、こんな風に──

「…………っ！」

　芹沢が再び目を大きく見開いた。

　冬夜は──沖田が飛び出した瞬間から、牙が竜りゆうのチャージを始めていた。

　芹沢も警戒はしていただろう。だが、牙竜のエネルギーは、今までにない速さで、臨界へと達していた。いや、限界を超え、最強最速の一撃を放てるまでに、高まっている。

「さよなら、芹姉。あんたのおかげで、俺はまた少し強くなれたよ──」

「……ワンちゃん」

　芹沢はわずかに笑い──冬夜は、その笑みから目を逸そらさずにバレット・ブレイドのトリガーを引いた。

　銃口から真っ白な光が溢あふれ出し──芹沢に直撃してＤ結界を撃ち破やぶり、彼女の肉体は白い光の中へと消えていく。

　最大出力の牙竜は倉庫の天井を大きく吹き飛ばしてしまう。

　冬夜はバレット・ブレイドを構えたまま、震えそうになる手を必死に抑えていた。







「……うわあ、こりゃとんでもないね」

　天井に開いた大穴を見上げながら、沖田がつぶやく。

「弁償は新しん撰せん組ぐみでやってくれるだろ……」

　冬とう夜やの身体からだから力が抜け、バレット・ブレイドを取り落とし──地面に座り込んだ。

　芹せり沢ざわの攻撃で大きなダメージを受けていた上に、限界を超えて力を引き出し、全力全開の牙が竜りゆうを放ってしまったのだ。正直、自分が生きていることが不思議なくらいだった。

　だが、力を惜おしんでいたら芹沢鴨かもは倒せなかっただろう。

　芹せり姉ねえ──あんた、本当に強かったよ。オキと仲間がいなかったら……いや、あんたが手加減してなかったら間違いなく俺はあっさり殺されてた。

　冬夜はわずかな胸のうずきを覚えながら、優しい姉のようだった女性に心の中で別れを告げる。

「犬いぬ神がみ！　派手にやりすぎだ！　おまえは俺たちを殺す気か！」

　佐さ々さ木きがバレット・ブレイドをぶんぶん振って、冬夜に抗議してきている。

「ああ、だから悪かったって……あっ、オキ！　早くあいつらを助け──！」

「ん？　トーヤ、なんか言った？」

「……いや、なんでもない」

　冬夜が指示するまでもなかった。

　沖おき田たは、芹沢派の隊士たちを全員斬きり倒してしまっていた。さっき天井をのんきに見上げていたと思ったら、この早業だ。沖田だけは敵に回したくなかった。

「なんだ、もう終わったのか。思ったより早かったじゃねぇか」

「犬神さん、沖田さん！　ああ、みなさんそんなにケガをして──」

「…………っ!?」

　冬夜は、思わず立ち上がってしまう。

　倉庫に入ってきたのは、土方ひじかた歳とし三ぞうと──結城ゆうきノアだった。

「ノ、ノア様!?　いったいどうして──!?」

「副長さんに助けていただきました。それより、犬神さんのほうがひどいおケガを……」

「……いえ、俺は大丈夫ですが……副長、白はく桜おう宮きゆうの役人と話し合ってたんじゃ……」

「そんなわけねぇだろ、この非常時に」

　土方はなんでもなさそうに言って、あたりを見回す。

「派手にやったな。さすがに芹沢は強かったか。てめえら、よく全員生き残ったな」

「それより、そっちはいったいなにが……!?」

「もちろん、姫様救出の別働隊を出してた。港の倉庫で梅うめ崎ざき沙さ羅らの信号が途切れたって聞いてピンと来たぜ。姫様は、このすぐ近くに停泊してたヨットにいらっしゃった」

「あ、芹沢さんは丁重でしたし、梅崎沙羅さんが世話してくださったので……あ、沙羅さんも既に保護されてます」

　ノアは、どこにもケガ一つないようだ。服に汚れすらない。

「誘拐した人質を船に監禁するのはよくある手だ。見つかりにくいし、仮に発見されても海に逃げちまえば簡単には捕まらねぇからな。あとは、怪しい船をしらみ潰つぶしだ。白はく桜おう宮きゆうの人員を出してもらったがな」

「……俺たち、囮おとりだったってことですか？」

「時間を稼いでくれりゃよかったのさ。不服か？」

「……いいえ」

　冬とう夜やは、小さく首を振った。

　土方ひじかたは味方すら騙だまして、独自に動いていたのだ。ノアを確実に保護するための手段だったのだろうから、文句を言う筋合いもない。

　冬夜も、昔はよく囮を使ってケンカをしたものだった。

「ああ、トーヤは姫様を助け出して感謝のハグをしてもらいたかったんだよ」

「オキィィィッ、あっさりバラすな！」

「え、そんなことがお望みだったんですか？」

　ノアはきょとんとして言うと。

「では、失礼して──これでいいですか？」

「おおおおおおおっ……！」

　冬夜は妙な声を上げてしまう。

　ノアが冬夜に抱きつき、背中に腕をしっかりと回している。

　大きく柔やわらかな二つのふくらみが冬夜の胸で潰つぶれ、長い黒髪からは甘い香りが漂ただよってくる。

　こんなに柔らかくていい匂においのする女の子が、この世にいたのか──

　冬夜はノアに抱かれながら、昇天しそうなほどの喜びに包まれて。

「……と、すみません、長々と」

　ノアが申し訳なさそうに言いながら、冬夜から離れる。

　抱きしめられていたのは一分ほどだったが、冬夜には永遠のようにも感じられた。

「うお、まさかホントにやるとは……えーいっ」

　当たり前のことのように、沖おき田たも冬夜に抱きついてくる。ノアより小柄な身体からだが、冬夜にしがみつくようにしている。

　わずかなふくらみの感触と、ノアとは違う髪の香りが──

「……って、なにしてんだオキ！」

「えっちなのはダメ。だから、姫様の感触を上書きしてやろうかと」

「だろうな！」

　冬夜は、ぐいっと沖田の身体を引きはがす。

「へえー……」

「えっ。な、なんですか、ノア様……？」

　ノアが冬夜にゴミを見る目を向けてきている。

「わたしにハグしてもらいたいと言っておきながら、すぐに沖田さんともあんなこと……ですか、ですか、けっこうなご身分ですね」

「お、俺が言ったわけじゃ……あと、オキは本当に純度百パーセントの幼なじみで！」

　俺はなにを言い訳してるんだろう、と冬とう夜やは自分で自分がわからない。

　そもそも、なぜノアに睨にらまれているのか。

「知りません。わたしの貴重な初ハグ、返してもらいたくなってきました」

「そ、そんな……」

　ノアは、ぷいっとそっぽを向いてしまう。恐ろしく不機嫌そうだ。

「そういえば、犬いぬ神がみさんにはキスもされましたし、おっぱ……胸も揉もまれましたね。もうわたし、お嫁に行けないかも」

「キ、キスは手の甲にですって！　それに胸は事故で──」

「公表したら、犬神さんの命も風前の灯ともし火びでしょうか。それも面白いかもしれませんね」

「謝ります！　なんだかわかりませんが、全力で謝りますから！」

　冬夜は、ぺこぺこと頭を下げる。

「あーあ、えらいことになってるね、トーヤ」

「おまえのせいだろ！」

　冬夜が沖おき田たを睨みつけると、彼女もそっぽを向いた。

「えっちなことばっかしてるバチが当たったんだよ。トーヤは、ちゃんと──んん？」

「……ん？　どうした、オキ？」

　冬夜は沖田の様子がおかしいことに気づいた。ぽかんと口を開けて虚こ空くうを見つめている。

「トーヤ、あれはなんだと思う？」

「あれ？」

　沖田が天井の大穴から見える空を指差し、冬夜もそちらを見た。

　港の向こう、沖合に確かになにかが浮かんでいる──いや、飛んでいる。

「飛行機……飛行船か？」

　沖合から、ずんぐりした黒い物体が飛んでくる。かなりの低速のようだ。

「ちょっと珍しいけど、今はそんなもんどうでもいいだろ」

「……ダメだよ、トーヤ。あれは、たぶんまずい。すっごくまずい」

　沖田はそう言うと、土方ひじかたのほうを振り向いた。

「土方さん、あれは飛行船なんかじゃない。船だよ。船が──空を飛んでる」

「なんだと……？」

　土方も慌てて上空に目を向ける。

　黒い物体は、まだ遠すぎてはっきり確認するのは難しい。

　だが、沖田は違う。リンカーは視力も優すぐれているが、彼女は別格だ。鷹たかは人間の八倍の視力を持つというが、それに匹ひつ敵てきするレベルである。

「姫様、沖田が言うなら間違いありません。とんでもないものが近づいてきてます！」

「土方さん、ケータイを貸してください」

　ノアから、さっきまでの不機嫌な様子は既に消えている。土方が頷うなずいて、スマホをノアに渡した。彼女のスマホは芹せり沢ざわに取り上げられたのだろう。

　ノアはスマホを操作して電話をかける。

「コード２０５５。はい、結城ゆうきノアです。守秘回線に切り替えて……ええ、その件です」

　ノアは、土方ひじかたに視線を向ける。

　飛行物体は、冬とう夜やにもはっきりと姿が見える距離に近づいてきた。

　確かに、船のようだ。空中を進み、少しずつ加速しているようにも見える。

「京都湾の沖合十キロの上空にいきなり現れたそうです。第だい弐に京都へ向かって飛行中」

「突然出たってことは、さっきのヘリと同じ光こう学がく迷めい彩さいか……」

　土方は、小さく唸うなって考え込み始めた。

　不自然な点が多いが、情報が少なすぎる。これでは、なにも推測はできないだろう。

「……え？　海軍のヘリコプター中隊が不明飛行物体アンノウンに接近中……!?　ダメです、引き上げさせてください！」

　だが、ノアの叫びは遅かった。

　八機のヘリが飛行物体に向けて飛んでいく。

　そして──突如、轟ごう音おんが響いた。

「ああっ……！」

　ノアの悲痛な悲鳴が上がる。同時に、数機のヘリが爆発して火球と化す。

　空を飛ぶ船の両りよう舷げんと、タワー状になった艦かん橋きようにいくつもの砲門が取りつけられている。それらが一斉に火を噴いたのだ。

　残りのヘリもあっという間に撃げき墜ついされ、空を飛ぶ船はさらに陸へ向かって近づいてくる。

「まずいな、こいつは……」

　土方が、慌てた様子もなくつぶやいた瞬間──

「うあっ……!?」

　土方以外の全員が、悲鳴を上げた。突然、港のあちこちで爆発が起こったのだ。

「あの船からの砲撃だ。たいして離れてないし、余裕で射程距離内だろうな。百年前の軍艦の大砲だって、ほんの数キロくらい軽く届くぜ」

「副長、のんきに解説してる場合じゃない！」

　冬夜はノアのそばに近づき、いつでもかばえる体勢を取りつつツッコミを入れる。

　空飛ぶ船の大砲がどういうものか不明だが、直撃すればリンカーでも粉こな微み塵じんになるだろう。

「うわ……来たよ……」

　沖おき田たが、嫌そうにつぶやいた。

　冬夜たちの頭上を空飛ぶ船が通り過ぎていく。

　なにかが震動しているような音が聞こえるのは、船のエンジン音のようだ。船底を無防備にさらしながら──おそらく、第弐京都の中心部へ向かっている。

「こりゃ、黒船来航だな……」

　今度は、土方ひじかたがつぶやいた。

　空飛ぶ船は、全体が不吉なほど真っ黒で、確かにその名前がふさわしい。

　ここに、もう誰も慌てている者がいないのは──どうしようもないことがわかっているからだろう。

「はい……わかりました。仕方ありません」

　ノアが通話を切り、スマホを土方に返す。

「空軍にも緊急発進スクランブルがかかりました。もうすぐ、上空に迎撃に上がってくるでしょう。ですが……」

「ええ、姫様。首都の上空で迂う闊かつにドッグファイトなんてできるわけがない。だが、さっきの砲撃が続けば、どのみち第だい弐に京都は壊滅です」

「……もう少し時間があれば」

　ノアは、ぐっと唇を噛かみしめた。

　冬とう夜やには、ノアがなにを悔しがっているのかよくわからない。時間があっても、あの黒船を止められるとは思えない。

「とにかく、わたしは白はく桜おう宮きゆうに戻ります！　指示を出さないと！」

「ま、待ってください！　あの黒船は第弐京都の中心へ向かってます！　むしろ、黒船から離れないと！」

　冬夜は、慌ててノアを制する。

「わたしは白桜宮の主あるじです！　ここで逃げ出すわけにはいきません！」

　ノアは、凛りんとした表情を浮かべている。彼女は本気だ。まだ十六歳の少女でありながら、勇敢で強い意志を持っている。

　信のぶ長ながに選ばれたから、というだけではない。彼女はこの国の主にふさわしい──少なくともふさわしい人間になろうとしている。

　冬夜には、ノアがひどくまぶしかった。

　もう、彼女の外見だけでなく、その意志の強さに惹ひかれ始めている──

「あなたに死なれるのは困るのですよ、結城ゆうきノア」

　突如、冷たい声が響いた。

　冬夜でもなければ、土方や沖おき田た、他の隊士たちでもない。

「…………！」

　冬夜は気づいた。さっきの牙が竜りゆうで破壊された天井のそば、崩くずれたコンテナの上に一人の男が立っている。

　白い髪に、白い制服のようなものを着た──十代後半くらいの少年だった。

「もうしばし、ここにいていただけますか、結城ノア」

「誰だ、おまえは……！」

　冬夜は、さっとノアの前に立ち、バレット・ブレイドの銃じゆう口こうを少年に向ける。

「これは失礼。どうぞ、〝ヨシュア〟とお呼びください」

　少年──ヨシュアは小さく言って、コンテナから軽やかに飛び降りる。

「あの黒船の乗組員──のようなものですね。我らは、巡礼者ベイグラントと自称させてもらっています」

「……だったら、巡礼でもなんでもさっさと行けよ」

　冬とう夜やは、さらに警けい戒かいを強める。〝我ら〟ということは、敵は複数だ。

「これも乗組員の仕事でしてね。ふむ、土方ひじかた歳とし三ぞうに沖おき田た総そう司じ──これは、なかなかのビッグネームが揃そろってますね」

　ヨシュアは面白そうに言って、くすくすと笑う。

「結城ゆうきノアへのご挨あい拶さつが目的だったんですが、意外な人たちにもお会いできて光栄です」

「……さっきの砲撃も挨拶ですか？」

　ノアが冷たい声で言う。

「野や蛮ばんであったことは認めましょう。ですが、我らの実力を一度お見せしないと、話もしていただけないと思いましてね」

「そんなことのために……！　いったい、なんなのですか、あなたは！」

「ああ、そうでした。もう一つ仕事がありました──」

　ヨシュアの手に、いきなり拳けん銃じゆうが現れた。見たこともないタイプの銃だった。

「ノア様！」

　冬夜は素早くノアの前に立ち──ヨシュアは同時に、拳銃を構えて引ひき金がねを絞しぼった。

　タン、と乾いた音が響き、銃じゆう弾だんが放たれる。

　しかし、その銃弾は──ノアに向けられたものではなかった。

「やって……くれたわね……」

　いつの間にか、崩くずれたコンテナの間から芹せり沢ざわ鴨かもが姿を現していた。

　全身はボロボロで、胸に大きな穴が空いている。ヨシュアの銃弾に貫つらぬかれたのだ。

「芹せり姉ねえ……？」

「ふふ、ゾンビみたいによみがえって、ワンちゃんたちを恐怖のどん底に叩たたき落おとしてあげようと思ってたのに……残念」

　笑いながら、芹沢はその場に膝ひざをついた。

「たいしたものですね、芹沢鴨。心臓を撃うち抜いたのにまだ話せるのですか」

「……失敗した役立たずは処分するってわけ？　本当に、野蛮なことね……」

　芹沢は倒れることはなく、ヨシュアを睨にらみつける。

「ふむ、芹沢のスポンサーはあの黒船ってことか。あんな船を飛ばせるなら、ヘリを消す技術くらいはあるだろうな」

「……へえ、あなたが一番話が通じそうですね」

　ヨシュアは、土方に嬉うれしそうに微笑ほほえみかける。

「てめえと話なんかしたかねぇけどな。芹沢を利用して姫様をさらうつもりだったんじゃないのか？　それが失敗したからって、いきなり派手な行動に出たもんだな」

「いえいえ、黒船を差し向けたのと結城ゆうきノアの拉ら致ちは別の作戦でしてね。まあ、結城ノアの拉致は失敗してもよかった。どうせ、いつでもさらえますしね」

「……いいように利用されたって……わけ……ね」

「芹せり姉ねえ！」

　遂ついに、芹せり沢ざわの身体からだがぐらりと揺れた。

　冬とう夜やは反射的に走り出し、倒れかけた芹沢の身体を支える。

「あら、悪いわね。地面にキスする趣味はないから、助かったわ」

「芹姉！　くそっ、血が……！」

　冬夜は手で胸に開いた傷を押さえ込む。もちろん、出血を止めたところで意味などないことくらい承知している。心臓が破壊されているのだから。

「理由なんて、そんなたいしたことでも……なかった、のよ……」

「え……？」

「信のぶ長ながが歴史をなぞるように死んだみたいに、私も……土方ひじかた歳とし三ぞうや近こん藤どう勇いさみに……また殺されるかもしれない。そんな恐れはいつも、あったわ……」

「そんなこと……あるわけないだろ。あんたは、仲間なんだから」

「幕末の芹沢鴨かもも、そう思ってたかも、しれないわ……」

　芹沢は薄く微笑ほほえみ、小さく首を振った。

「だから、名ばかりの局長で……現場にも出ずに権力も求めなかった……結局、芹沢が粛しゆく清せいされたのは、主導権争いの結果だもの……」

「それでも、あんたは……自分の新しん撰せん組ぐみを求めたんだろ……」

　巡礼者ベイグラントなどの援助を受けてしまったとはいえ、芹沢は自分だけの組織を求めていたのだ。その目的は、きっと純粋なものだった。

「ええ、結果はこうだけどね……でも、後悔はしてないわ。なにも気づかない間に、暗殺された芹沢鴨とは違うもの……私は勝つために戦ったんだから……」

「あんたは、芹沢鴨とは違う。英雄の魂を宿しただけの、別の人間だろ……」

　冬夜は、名もない新撰組隊士の魂と繋つながっている。

　それでも、彼は犬いぬ神がみ冬夜という人間だ。自分の人格を持ち、自分の人生を生きている。

「ふふ、私はそこまで割り切れないのよ。芹沢鴨は、動乱の初期に死んだわ……彼には英雄の器はあったかもしれない。だけど、英雄には……なれなかった。修しゆ羅らの巷ちまたに生きた、土方歳三や沖おき田た総そう司じとは……違う……」

「あんたは、自分の新撰組で動乱を戦いたかったのか……？」

「目的のためなら手段を選ばないつもりだった。でも、鬼にはなりきれなかった……いえ、私の中の恐れと望みを──弱さを、あいつらに利用されただけだったわ……」

　芹沢は、ゆっくり腕を上げて冬夜の頬ほおをそっと撫なでた。

「……それは違う、芹姉」

「え……？」

「弱さなんかじゃない。優しさだ。俺たちにとって、あんたは優しい芹せり姉ねえだった……」

「……ありがとう、ワンちゃん」

　芹せり沢ざわはにっこり微笑ほほえむと。

　ふっと息を吐いて──ゆっくり目を閉じた。もう二度と、その目は開かなかった。

「芹姉……」

　冬とう夜やは、溢あふれ出そうになった言葉をすべて呑のみ込こみ、芹沢の身体からだをそっとその場に横たえる。ノアをさらった芹沢への憎しみは、もうどこにもなかった。

「正直なところ、芹沢鴨かもには期待してたんですよ。でも結局、彼女は裏切り者に徹することができなかったようですね。新しん撰せん組ぐみ隊士を一人も殺せないなんて」

「おまえに芹姉のなにがわかる……？」

　冬夜は立ち上がり、ヨシュアにバレット・ブレイドの剣先を向ける。

「たかが一匹のリンカーなど、知ったことではないですよ！」

「…………っ!?」

　ヨシュアから凄すさまじい霊子スピリアの波動が放たれる。壊れた倉庫の天井がびりびりと震えて破片が落ち始め、崩くずれかけていたコンテナが倒れていく。

「……トーヤ。あいつできるよ」

「そう、らしいな……」

　冬夜と沖おき田たは、並んで前に出る。












　ヨシュアという男は、力のレベルが計り知れない──

「おっと、失礼。今、あなたがたとやり合うつもりはないですよ。ご挨あい拶さつも終わったところで──次は話し合いといきましょう」

　ヨシュアは拳けん銃じゆうを握った手を軽く振るう。さっと手品のように拳銃が消えた。おそらくあれは、バレット・ブレイドなのだろう。そうでなければ、重傷を負っていたとはいえ、芹せり沢ざわを一撃で仕し留とめられるわけがない。

「大砲ぶっ放しておいて話し合いか？　ツラの皮が厚いにもほどがあるな」

「あなたたちは応じるしかないんですよ」

　ヨシュアはにやりと笑って、上空を指差した。

　そこに──

「黒船が……三隻せき……？」

　冬とう夜やは、目を疑いそうになる。だが、どう見てもさっきと同じような黒船が三隻、こちらに向かって空中を進んできている。

「我らは巡礼者ベイグラント。または──〝黒い船団シユヴアルツ・フロツテ〟とも名乗っています」

「船団……!?」

　冬夜は、新手の黒船を凝ぎよう視ししてしまう。

　つまり、敵は複数どころではなく──大規模な集団ということだ。

「僕らのリーダー……〝姫〟が結城ゆうきノアとの対話を望んでいます。そうですね、準備も必要でしょうから二時間後に……十八時ちょうどで。場所は、芹沢鴨かもが結城ノアをさらった学校──という場所にしましょう」

「なにを勝手に決めて……！」

　冬夜はバレット・ブレイドを構えて飛び出そうとして──

「待ってください」

　不意に、後ろから肩を叩たたかれた。

「……ノア様」

　ノアは黙って首を振り、冬夜の前に出た。

「いいでしょう、そのお話、受けました。もちろん、話し合いまでの間は黒船の攻撃は中止していただけるんですよね？」

　ノアは、芹沢を一撃で倒した男を少しも恐れず、まっすぐに目を向けている。

　彼女は、今は攻撃を止めさせることを優先したようだ。為い政せい者しやとして当然の判断である。

　だが冬夜が同じ立場だったら、こんな冷静な判断は下せなかっただろう。

　松しよう陰いんの弟子たちの出現に芹沢の裏切り、さらに黒船と巡礼者を名乗る男の登場──

　事態はますます混迷を深めつつあった。






　　４章　鬼を継ぐ者






　銀ぎん堂どう女子学院、体育館──

　普段は女子学生たちの声が響き渡るその場所は、静まりかえっていた。

　日は沈み、あたりは薄暗くなりつつある。

　照明がつけられた体育館の中央に絨じゆう毯たんが敷しかれ、その上には大きな長テーブルと椅い子すが並べられている。

「そろそろ時間ですね……」

「ええ……約束どおりに来るなら」

　冬とう夜やのなにげない言葉に、ノアは頷うなずいた。

　ドレス姿のノアが長テーブルの中央あたりの席に座り、冬夜はその後ろに控えている。

　芹せり沢ざわとの戦いで負ったケガは痛むが、立てないほどでもない。

　第だい弐に京都港での騒動から、約二時間。

　ヨシュアと名乗った男との約束どおり、ノアは巡礼者ベイグラントの〝姫〟を待っている。

　不意に、冬夜がつけているヘッドセットで雑音が響いた。

『トーヤ、外の様子は異常なし。誰も来ないよ』

　ヘッドセットのイヤホンから聞こえてきたのは沖おき田たの声だった。彼女は体育館から数十メートル離れた校舎の屋上にいる。そこから体育館の周囲を監視中だ。

　ノアが会談に参加するのは自分一人、護衛も一人だけと決めた。名高い沖田ではなく、冬夜を指名したことも含め、巡礼者を刺激しないためらしい。

『黒船も動きはないってさ。四隻せきとも京都湾上空に浮かんだままみたい』

「了解」

　冬夜は、ぼそっと小声で返答する。

　第弐京都中心へと向かった最初の黒船は、空軍の攻撃をものともせずに突き進み、白はく桜おう宮きゆうに到着する寸前で──突如として引き返し、京都湾上空で他の三隻と合流した。

　突然のＵターンは、ノアがヨシュアの提案に応じたのと同時だったようだ。

　しかし、それまでのわずかな間に空軍の戦闘機十六機が落とされ、街にも甚じん大だいな被害が出ている。

　戦闘機のミサイルも機銃も、黒船にはまるで効果がなかったらしい。詳しい分析はまだだが、Ｄ結界が黒船の周囲に展開していたようだ。

　黒船の艦載砲は旧式などというレベルではない古い大砲に見えるが、狙ねらいは正確でなおかつ強力、次々と戦闘機を撃げき墜ついしていった。

　攻防あわせて完かん璧ぺき、軍の装備では対抗策がない──というのが実情である。

　つまり、会談に応じたノアの判断は正しかったということだ。

『んん!?　トーヤ、誰かそっちに向かってる！』

「は？　なんだ、いきなり？」

『光こう学がく迷めい彩さい？　でも私、全然気づかなかった……突然、入り口のところに現れた……』

「オキが……？」

　沖おき田たの感覚の鋭敏さは冬とう夜やが一番よく知っている。それに彼女はさっき、光学迷彩を使った芹せり沢ざわ派隊士の接近を見抜いていたのだ。

『入り口から入った！　二人いる！　一人はさっきのヨシュア、もう一人はなんかかぶってて顔が見えない！』

「……落ち着け、オキ。どうやって現れたのか知らないが、とにかく来たんだ。下手に騒ぐと、ノア様が危ない」

『……うん。トーヤも気をつけてね』

「ああ」

　珍しく神妙な沖田の声を聞き、冬夜は頷うなずいた。ノアに来客の到着を報告する。

　そして、間もなく──

　体育館の入り口から二人の人間が入ってきた。ノアは、二人を見つめつつ立ち上がる。

　一人は沖田の報告どおり、ヨシュアだ。もう一人は──

　小柄で細い体型だ。マントを羽は織おり、胸元が深く開いたワンピースを着ている。ベールのようなものをかぶっていて、確かに顔はよく見えない。

　大きく盛り上がった二つのふくらみを見る限り、女性──それも若い女の子だろう。

「ちょっと遅れたかしら？　悪かったわね」

　女性は無む警けい戒かいにノアの正面に回りながら言った。ヨシュアはその後ろをついていく。

　それから、女性はベールを勢いよく外した。

「…………!?」

　冬夜は、思わず声を上げそうになった。

　ベールの下から現れた顔が、とてつもない美少女だったから──ではない。

　いや、それもあるが──見覚えのある顔だったからだ。

「マ、マー……」

「マーヤ・ハイゼンベルクよ。どうぞ、マーヤと呼んで。よろしく、結城ゆうきノア」

「……結城ノアです。はじめまして、マーヤさん」

　冬夜が言い切る前に、二人の少女が挨あい拶さつを交わし、腰を下ろした。

　マーヤは一切冬夜のほうを見ず、微笑を浮かべている。

　見間違いということはあり得ない。これだけの美少女なのだから、冬夜の記憶に鮮明に残っている。

　彼女はオドオドしながらクレープを買い、パンツを見られて泣いていた少女だ。

「じゃ、さっそく始めるわよ。お茶もいらないわ。お互い、のんびりできる身ではないでしょう？」

　マーヤはわずかに早口で言った。笑っているが、どこか冷静でないようにも見える。

　気になるが、冬とう夜やはあくまで護衛だ。二人の会話に口を挟むことは許されない。

「姫、なんて呼ばれてるけど黒い船団シユヴアルツ・フロツテのリーダーと思ってくれていいわ。あたしたちには役職とかなくてね」

「お話の前に、まず聞かせてもらいます」

「……？　なにを？」

「あなたたちは、どこから来た、何者なのですか？」

　ノアは硬い表情を浮かべて言った。もちろん、親しげに話すことなどできるわけがない。

　黒船の攻撃で、どれだけの人命が失われたことか……。

「そうね、相手の正体もわからずに交渉はできないわね。当然の疑問だわ」

「あなたたちが人間かどうかなのかすら知りませんから」

「では、ちょっと失礼するわ。そこの護衛さん、動かないようにね」

　マーヤはそう言うと、ふところからなにかを取り出した。

　てのひらサイズ、正方形の板きれのような物体だった。

　全体は白で、プラスティックのような素材でできている。マーヤは、その物体の中心を人差し指で軽く叩たたいた。

「……これは？」

　ノアが訊きいたのと同時に、長テーブルに光るウィンドウのようなものが現れた。投射型ディスプレイとでもいうのだろうか。












　見たこともない技術だが、冬とう夜やに驚きはなかった。消えるヘリや空を飛ぶ船を見たあとでは、驚きようもない。

　ディスプレイには、日本地図が表示されている。第だい弐に京都が中心になっており、マーヤがさっと指を振ると地図がスクロールされ、太平洋のど真ん中へと移動する。

　地図はそこから拡大され──太平洋の中心に、まるで穴が空いているように見える。

　不意に、地図が映像へと切り替わった。

　海上に突き出す形で、黒いドーム状の空間が形成されている。

「半径はおよそ二十キロ。球状空間の半分だけが海上に現れている形ね。この中が、あたしたちの──そうね、秘密基地だとでも思って」

「秘密基地なんかに住んでる方を信用しろと？」

「意外な返答ね、結城ゆうきノア。好奇心が足りないんじゃない？　球状空間の中にどうやって住んでるのとか気にならないの？」

　マーヤは、くすくすと笑う。

「少なくとも、我々にはオーバーテクノロジーとなる技術をあなた方が有していることは確実です。光こう学がく迷めい彩さいですら、まだ実用化には至っていないのですから。だから、わたしがあなたたちの技術のお話を追及しても無意味でしょう。それよりも」

　ノアは、キッとマーヤを睨にらみつけた。

「我々は、あなたたちの侵しん略りやく行為を許すつもりはありません。あなたたちが組織であって、国家ではないのなら──テロリストなら、交渉の余地はありませんね」

「……ええ、あたしたちは国家じゃない。でも、テロリストでもないわ。信じなくてもいいけれど。それに、あたしたちが何者だろうと、あなたたちは交渉に応じる以外に道はないんじゃないの？」

「道をつくるのがわたしの役目です。マーヤ・ハイゼンベルクさん、あなたの──あなたたちの目的はなんですか？」

「…………」

　マーヤは、ノアの質問に薄く微笑ほほえんで椅い子すの背もたれに身体からだを預ける。

「目的はただ一つ、クロノスの鍵かぎ──あなたよ」

「……わたし、ずいぶん大人気なのですね。テロリストにも松しよう陰いんの弟子にも、芹せり沢ざわさんにも──それに、あなたたちのようなわけのわからない集団にも狙ねらわれているなんて」

「それだけの価値があるのよ、クロノスの鍵には。もっとも、松陰や芹沢鴨かもにあなたの情報を流したのは我々だけど。あなたも知らない、あなたが何者なのかということを」

「我々？　あなたが、ではなくてですか？」

「……妙なところに突っ込むお姫様ね。まあ、どの勢力があなたを確保しても最終的にはあたしたちのところへ来る手はずだったのよ」

「ですが、わたしはまだここにいます。頼もしい護衛に守られて」

「問題ないわ。とりあえずの目的は達したし」

　マーヤは、くすりと笑った。

「こうしてあなたに会うことが目的、なのよ」

「会うだけでいいのですか？」

「いいとも言えるわ。あなたに会ったことで、あなたの存在を確定できたもの」

「……量りよう子し論の講義でも始まるのですか？」

「まさか。そんなわかりきったことはわざわざ説明しないわ──！」

　すうっと、マーヤは静かに立ち上がった。

「待て、動くな！」

　冬とう夜やは前に踏み出して、マーヤを制する。

「慌てなくていいわ、ヴォルフ。あたしは暴力は大嫌いなの」

「笑わせますね。宣戦布告もなしの砲撃で何百人を殺したんですか？」

　ノアが座ったまま鋭するどいまなざしをマーヤに向ける。

「こっちは数十億単位で殺されてるんだけどね」

「……なんのお話ですか？」

「あたしたちがどこから来た何者なのか、という話よ」

　バン、とマーヤはテーブルを叩たたく。

「多た重じゆう交こう錯さく次じ元げんクロノーシス──といっても、わからないわよね」

「わからないように話してる、の間違いでしょう」

「ここではない、今ではない次元からの来訪者──と思ってくれていいわ」

「なに……!?」

　冬夜は、思わず口を挟んでしまう。

「おい、まさか……異い次じ元げん人じんなんて言い出すんじゃないだろうな……」

「そっちのお姫様は疑っていないようよ、ヴォルフ」

　マーヤは、おかしそうに笑っている。

　冬夜が視線を向けると、確かにノアは不思議なほど驚いていない。

「信じたわけではありません。ただ──さっきも言ったとおり、あなたたちの技術はオーバーテクノロジーです。一部の国や組織が黒船や光こう学がく迷めい彩さいの開発に成功した、というよりはまだ信じられる……というだけです」

「ですが、ノア様……」

「犬いぬ神がみさん、技術力というのは国家間でそこまで開きがないものですよ。ある国で実用化されている技術は、遅れている国でも理論くらいは完成しているものです。ですが、この世界に、あれほどの飛行能力と攻撃力、Ｄ結界を張る戦せん艦かんをつくる技術も理論も存在しません」

「まさか、本当に異世界から……？」

　冬夜は、ごくりとつばを呑のみ込こみ、マーヤとヨシュアを交互に見た。どこか現実離れした雰囲気があるが、まさか異世界人とは……。

「信じる信じないは、あなたたちの自由よ」

　マーヤは挑発的に笑い、腕組みをする。

「一つだけ確かな現実があるわ。京都湾上空に浮かべた四隻せきの黒船。あれは黒い船団シユヴアルツ・フロツテの戦力の一部で──あの四隻だけで、第だい弐に京都どころかこの国を丸ごと更さら地ちにできるわ」

「それが嫌なら、わたしの身柄を引き渡せ、ですか。わかりやすい脅おどしですね」

　ノアは、不愉快そうにマーヤを睨にらむ。そんな顔すら、ノアは美しかった。

「脅しなら、交渉じゃないなら──もう俺たちの出番でしょう、ノア様」

　冬とう夜やは片手で長テーブルを掴つかみ、おもむろに放ほうり投げた。十五メートル以上の高さをテーブルが飛んでいき、天井にぶつかって砕けた。

「更地にするっていうならやってみろ。ノア様を連れて行くっていうなら、やってみろ。その前に──俺たち新しん撰せん組ぐみが相手になる！」

「犬いぬ神がみさん！」

「……はっ!?　す、すみません、ノア様！　つ、つい……！」

　冬夜の顔に、だらだらと汗が流れていく。

　この国を滅ほろぼす力を持つ組織の代表に正面からケンカを売ってしまったのだ。国を死地へと追い込む行為に他ならない──

「よくやりました！」

　ノアは、にっこり笑って立ち上がる。

「ノ、ノア様……？」

「わたしは、わたしたちは脅迫には屈しません。国を守るために命を惜おしみはしませんが、多くの国民の命を奪ったあなたたちに差し上げるものなど一つもないのですよ！」

「……へえ。だったら、なんのために会談に応じたのかしら？」

「あなたたちの正体と目的を知るため。そちらも承知していたはずです。それとも、わたしがハイそうですかと我が身を差し出すとお思いでしたか？」

「見た目はおしとやかなのに、割と口が悪いのね」

「そちらが礼儀正しく会談を申し込んでくれば、それなりの態度で応じましたよ」

　ノアは口調だけは丁寧に、しかし敵意を込めて言った。

　以前から、彼女が敵に対して容よう赦しやしないことは冬夜も知っていたが──ここまではっきりと敵意を明らかにしているところは初めて見た。

　ならば──冬夜にも遠えん慮りよする理由はなかった。

「ノア様は、俺たち新撰組の主あるじ。絶対に、誰にも渡さない」

　たとえ、ノア自身が望んだとしても冬夜には彼女を差し出す選択肢などない。

　もちろん、この第弐京都を、この国を黒船の砲火にさらさせたりしない。

　戦うのだ。新撰組に、ヴォルフにできることはただそれだけだ──

「残念だわ。本当に残念。なんなら、考える時間をあげてもいいのよ？」

「いいえ、マーヤさん。あなたたちに屈するという選択肢はあり得ません」

「あれだけ力の差を見せられたのに、その答え？　つくづく……度しがたいわね！」

　ずっと笑みを浮かべていたマーヤの顔が、はっきりとした怒りの表情へと変わる。

　全身から強力な霊子スピリアの波動が放たれ、ビリビリと空気が震動する。

「本当は、結城ゆうきノア──あなたの意志なんてどうでもいいのよ！　それでもあなたに敬意を表して交渉を持ちかけたっていうのに！」

「それはそちらの都合でしょう！　だいたい、砲撃をしておいてなにが敬意ですか！」

「……ヨシュア、もういいわ。帰りましょう。こんな女を相手にしたってしょうがない」

「逃がすとでも思っているんですか？」

　ノアは、一歩前に踏み出した。

「まさか、ここを取り囲んでる連中のことを言ってるの？　あたしたちは誰にも邪魔されずにここまで来たわ。帰るときだって同じよ」

「いいえ、今は違います。時間は──充分に稼げました！」

「…………？」

　冬とう夜やは、思わずノアの顔を見た。なにか作戦があるなど、彼も知らされていない。

「……って、ん？　なんだ……？」

　ふと、冬夜は気づいた。

　体育館が大きく震動している。マーヤから放たれる霊子の波動──それだけではない。

　マーヤとは別の方向から波動が感じられる。いや、霊子ではなく物理的な震動──

「……っ、ノア様っ！」

「きゃっ……！」

　冬夜はとっさにノアを抱きしめて跳ちよう躍やくした。

　二人の背後から、巨大ななにかが体育館の壁を突き破やぶって現れ──

「なっ、なんだっ……!?」

「ちょっ、なんなんですか……!?」

　それは体育館の壁と天井を突き破り、破片をまき散ちらしていく。

「ふ、船か……!?　黒船……じゃない？」

　冬夜は呆ぼう然ぜんとする。突っ込んできたそれは、体育館の中央あたりで止まった。

　先端が鳥のクチバシのような形をして、翼のようなものまでついているが──間違いなく、船だった。

「……なんで結城ノアまで驚いてんのよ。あんたが呼んだんじゃないの？」

　マーヤも突っ込んできた船をかわしていた。その隣にはヨシュアも無傷で立っている。

「ここに落ちてくるとは思わなかっ……いえ、そんなことはどうでもいいんです。こちらにも──あなたたちと戦える戦力はあります！」

　ノアが胸を張って言い切った。

　謎なぞの船は、砲塔が備そなえつけられており、他にもいくつか武装があるようだ。

「そうか、なるほどね……バレット・ブレイドが積つまれていた船を修復──いえ、改造したってわけ？」

「わたしたちには、黒船のような兵器をつくる技術はありません。ですが、一からつくることができなくても、あの船のエンジンは生きていましたから」

　バレット・ブレイドが積つまれていた謎なぞの船は、空から落ちてきたという。

　つまり、飛行能力を持っていたということだ。ノアは──いや、白はく桜おう宮きゆうは船を回収し、どこかで修復を進めていたらしい。

　おそらく、その計画が始まったのは信のぶ長ながの時代だろう。エンジンが生きていたといっても、ほぼ未知の存在である船の修復など、一年や二年でできるはずもない。

「白桜宮がこんなものを……」

「バレット・ブレイドを積んでいた船を解体して、白桜宮近くの地下工場に運び込んで修復計画を進めていました。最高機密ですから、どこで修復するかは義ち父ちも悩んだらしいですが」

　冬とう夜やのつぶやきに、ノアが答える。

「白桜宮のそばというのも大胆ですけどね。義父はそういうことをする方でしたから」

「会談場所に船を突っ込ませるあなたも充分に大胆よ、結城ゆうきノア。でも、それでどうするつもり？」

「あなたは逃がしません、マーヤさん。あなたを確保して、この船──〝回かい天てん〟で黒い船団シユヴアルツ・フロツテを落とします！」

「こんな無む理り矢や理り改造した船で、できると思ってるの？」

「やるんですよ！」

　ノアが叫び、冬夜は同時にバレット・ブレイドを呼び出して構える。

　マーヤが敵のリーダーならば、逃がすわけにはいかない。さきほどの霊子スピリアの波動を見る限り、彼女もリンカーだ。それに加えてヨシュアもいる。

　冬夜一人では勝負にならないだろうが──

「いやもう、オキちゃんびっくりしたよ！　いきなり船が落っこちてくるんだもん！」

　ちょうどいいタイミングで沖おき田たが現れた。数人の新しん撰せん組ぐみ隊士もついてきている。

　沖田もまだ傷は癒いえていないが、芹せり沢ざわとの戦いから数時間経たって、多少回復したようだ。

「ふう……こっちはケンカをしに来たんじゃないのよ。ヨシュア」

「はい、姫」

　マーヤに答えてヨシュアが彼女のそばに一歩近づくと──

「…………っ!?」

　不意に、マーヤとヨシュア、二人の姿が同時に消えてしまう。

　冬夜は慌ててバレット・ブレイドを構えたまま、マーヤたちを捜さがす。

　しかし、メチャクチャに荒れた体育館の中に、二人の姿はなかった──

「くそっ、どうなってる!?」

「詮せん索さくは後回しです、犬いぬ神がみさん！　急がないと──黒船の攻撃が始まります！」

「…………っ！」

　確かに、ノアの言うとおりだった。

　交渉が失敗に終わり、リーダーであるマーヤもどこかに消えた。黒い船団シユヴアルツ・フロツテが攻撃をためらう理由もない。

「犬いぬ神がみ、沖おき田た！　全員、急いで乗れ！」

「……副長!?」

　船の甲板上に、土方ひじかたの姿があった。そこから、縄ばしごが下げられている。

「質問を受け付けてる時間はねぇ！　新しん撰せん組ぐみは──これより逆襲に向かう！」

「……おおおおっ！」

　新撰組隊士たちが、土方の声に応こたえる。

　冬とう夜やは、まだ状況が飲み込めたわけではない。ノアから話を聞いた冬夜でもそうなのだから、沖田と他の隊士たちはわけがわからないだろう。

　だが、命令を下されればそれに従したがい、命の限りに戦う。

　それが新撰組隊士なのだ。







「うわー、マジで飛んでる、飛んでるよ、トーヤ！」

「見りゃあわかるよ……」

　はしゃぎまくっている沖田に、冬夜は呆あきれた目を向ける。この状況ではしゃげる幼なじみの図太い神経が羨うらやましい。

　回かい天てんは夜空を行く──

　体育館に突っ込んできたのは先端だけだったので、冬夜にはわからなかったが──

　回天の全長は二百メートル以上、黒船よりも大きい。

　それだけの巨体が、空を飛んでいる。ジェットエンジンもプロペラも見当たらないというのに。

　信じられないが、実際にその船に乗っているのだから疑いようもない。

　操船しているのは、白はく桜おう宮きゆうが選抜して育成してきた船員たちらしい。甲板には数人いる程度だが、百人ほどが乗り込んでいるようだ。

　船は体育館をさらに破壊しながら浮上し、まっすぐに京都湾へと向かっているところだ。

　回天の甲板に、新撰組隊士が勢せい揃ぞろいしている。いつの間にか土方は、隊士たちをこの船に乗せていたらしい。

　近こん藤どう局長はもちろん、負傷している藤とう堂どう平へい助すけと服部はつとり武たけ雄おの姿もある。強力な回復力を持つリンカーといえど、そう簡単に治るケガではなかった。かなりの無理を押してこの場にいるのだろう。

　冬夜と沖田、それに佐さ々さ木きたち平隊士は芹せり沢ざわとの戦いからの連戦だ。

　全員、なんらかのケガをしているし体力も消しよう耗もうしている。しかし、恐れを抱いている者はこの場に一人もいない。

　理由は簡単、全員が新しん撰せん組ぐみ隊士だからだ。理屈になっていなくても、そういうことなのだ。

　ただ、冬とう夜やには一つだけ納得できないことがあった。

「ノア様──やはり降りたほうがいいのでは」

　そう、冬夜たちだけでなく、結城ゆうきノアまで回かい天てんに乗り込んでいるのだ。

　長い黒髪とドレスの裾すそを風になびかせ、小さく姿が見えてきた四隻せきの黒船に視線を向けている。

「巡礼者ベイグラントの狙ねらいはわたしです。なら、第だい弐に京都ではなく、この船を狙ってくるでしょう」

「囮おとりになるつもりですか……！」

「黒い船団シユヴアルツ・フロツテの力は圧倒的です。わたしにできることがあるなら、ためらいませんよ」

　ノアは冬夜に目を向けず、淡々と語った。

「行かなければならないんです。わたし自身のためにも」

「ノア様……？」

「誰の転生でもないリンカー……だったら、わたしは戦って、何者かにならなければ」

「…………」

　冬夜には、ノアの言葉は不可解すぎた。

　しかし、彼女には戦場に向かう理由があるのだ。お姫様の気まぐれでも、意地でもないなにかが。

「姫様は、我々がお守りします。この近こん藤どうも微力を尽くさせていただきます」

「……ありがとうございます、近藤局長」

　近づいてきた近藤が、ノアの隣に立った。その後ろには吉よし村むら貫かん一いち郎ろうもいる。

「歳としさん、姫様は私たちに任せろ。隊の指揮は──君に任せる」

「ああ、ありがとよ、近藤さん」

　土方ひじかたが、微笑とともに言った。彼が笑うのはひどく珍しいことだった。

「ということで、聞いたな、おまえたち！　ここからは俺が指揮を執とる！」

　土方が甲板中に響くような大声で叫んだ。

　隊士たちが輪になって土方の周りに集まる。

「やることは単純だ、たった一つだ」

　土方はバレット・ブレイドを呼び出し、斬撃スラツシユモードの切っ先を黒船のほうへと向ける。

「あの船団の旗き艦かんに乗り込み、船をぶんどる！」

「ぶんどる!?　副長、本気で言ってるんですか！」

　思わず冬夜は叫んでしまう。

　まさか、一対四で空戦を始めるとは思っていなかったが、土方はそれ以上の無む茶ちやを言っている。

「この船で撃うち合いをするんじゃないってこと？」

「そうだ、沖おき田た。撃うち合いするなら新しん撰せん組ぐみはいらねぇだろう。だいたい、回かい天てんは最低限の艤ぎ装そうが済んだだけだ。砲ほう弾だんは積つんじゃいるが、主砲も副砲もまともに撃てやしねぇ。砲身が破裂する程度で済めば御の字、最悪は船体内部から爆発する」

「わーお、すっごいことをきっぱり言うね、土方ひじかたさん」

　さすがの沖田も呆あきれているようだ。

「この船はブラックボックスだらけなんだ。飛んでるだけでも奇跡なんだよ」

「そんなものに俺たちを乗せないでくれますか……」

　冬とう夜やは、さすがに少し怖くなってきた。回天は低空飛行中ではあるが、墜落して爆発に巻き込まれでもしたら、リンカーでもひとたまりもない。

「船体にＤ結界はかろうじて展開してるが、これもいつまでもつかわからねぇ。あるいは、逆に船体を押し潰つぶす可能性もあるな」

「なんだこれ、集団自殺なのか……？」

　冬夜は土方に聞こえないようにつぶやいた。一番恐ろしいのは、それほどまでに危険な船にノアを乗せていることである。

「俺たちはバカなケンカを仕掛ける大バカ集団だろう。今さら気にするな。とにかく、このまま進んで奴やつらの旗き艦かんに接舷攻撃アボルダージユを仕掛ける！」

　土方は、声高に宣言する。

　接舷攻撃──つまり、船を敵船に接触させて乗り移り、白兵戦を仕掛けて制御を奪ったり、あるいは船底を爆破するなどして自じ沈ちんさせる戦術である。

「陣形から考えて、旗艦は四隻せきの中心にいる船だろう」

　黒船は四隻で陣形を組んでいる。一隻の船を中心に、残りの三隻が周りを取り囲む形だ。

「敵旗艦に乗り移り、速やかに艦かん橋きようと機関部を占せん拠きよする。場合によっては主機関を破壊し、黒船を沈める」

　土方はさらに説明を続ける。

「とにかく、頭さえ抑えてしまえば、残りの黒船は撤退するはずだ」

「待ってください、副長。接舷攻撃が成功しても、残りが引き下がらなかったら？」

「だったら、残りの三隻でも同じことをやる！　黒船を四隻拿だ捕ほすりゃあ、こっちの戦力も一気に増えることになるだろうが！」

「…………」

　冬夜の質問に土方があまりに無謀な答えを返し、隊士たちが、しーんと黙り込んだ。

「あれだけの船だ。乗組員も相当いるだろう。ヨシュアとかいう野郎がバレット・ブレイドを使っていた以上、巡礼者ベイグラントどもは俺たちと同じ武器を使ってる可能性が高い。だから、新撰組がやるしかねぇんだ」

　冬夜は、ぶるっと身震いする。恐れているのではない。武者震いだ。

　相手が強いのならば、なにも不満はない。冬夜には、この無謀すぎる殴り込みが、鍛え上げた力をぶつける最高のチャンスに思えてきた。

「来ました！」

　突然、ノアが叫んだ。

　もう形がはっきり見えるほどに近づいていた黒船から、一斉に砲撃が始まった。収しゆう束そくさせた光のエネルギーが、回かい天てんを狙ねらって飛んでくる。

　しかし、砲撃は回天に命中する直前でＤ結界に阻まれ、空間の歪ゆがみに弾はじかれていく。

「このまま突っ込む！　全員、斬きり込みの準備だ！」

「おおっ！」

　隊士たちが威勢よく、あるいはヤケクソ気味に応こたえた。

　どんな無む茶ちやだろうと、やるしかないことを全員が充分にわかっている。

「よし……行けぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　土方ひじかたがバレット・ブレイドを振り、それに応じるように回天が急旋回しつつ、陣形を組んだ黒い船団シユヴアルツ・フロツテへと突っ込んでいく。

　だが──

「うおおおおおおおおっ!?」

　冬とう夜やは、腰を落として両足で踏ん張りながら絶叫を上げる。

　まるで重力を──いや、物理法則を無視したかのような急旋回、急加速。

　黒船の弾幕をものともせず、Ｄ結界で弾きながら船団へと突撃し──冬夜は、新しん撰せん組ぐみ隊士たちは凄すさまじい衝撃に襲われた。

「ど、どこが接舷攻撃アボルダージユなんだよっ!?」

　叫ぶ冬夜の足下に──黒い船団の旗き艦かんがある。

「奇跡もネタ切れらしい。ぶつかってから止まってよかったな」

　土方は、クールに言い放つ。

　回天は黒い船団に突っ込み、旗艦の甲板に船首を乗り上げる形で止まっていた。

　互いの船の側面をぶつけ合うのかと思いきや、あまりに強引すぎる接触だった。

「って、ノア様！　無事ですか！」

「は、はい。ちょっとびっくりしましたけど」

　ノアが苦笑を浮かべながら甲板に座り込んでいる。そのそばにいる近こん藤どうが彼女の身体からだを支えていたようだ。

「ご無事でよかっ──」

　言いかけて、冬夜は気づいた。旗艦の甲板に、複数の人影が動いている。白いフード付きのローブを着た者たち──巡礼者ベイグラントだ。全員が、拳けん銃じゆうのようなものを構えている。

　バレット・ブレイドだ──

「よし──」

「待て！」

　走り出そうとした冬夜に、土方が鋭するどい声を投げつけた。

「犬いぬ神がみ、てめえも居残りだ。近藤さんと吉よし村むらと一緒に姫様を守れ」

「冗談でしょう。いつも死しに番ばんをやらせておいて、どういう風の吹き回しですか？」

　冬とう夜やは、土方ひじかたを睨にらんでしまう。これまでの経験上、あり得ない不自然な命令だった。

「てめえは、芹せり沢ざわとの戦いで限界まで力を使っちまっただろう」

「自力で歩けてます。仲間の盾にでもなれって言ったのは副長でしょう」

「状況が違う！　今度の相手はケチなテロリストどもじゃねぇ！　いいか、はっきり言ってやる、てめえが行っても足手まといだ！　盾どころか足かせになるんだよ！」

「…………！」

　冬夜は絶句し、ちらりと敵旗き艦かんに目を向ける。

　回かい天てんに動きがないため、敵も戸惑っているようだ。

「わからねぇのか？　てめえがいると、沖おき田たが惑まどうんだよ。芹沢の鉄てつ風ぷうのときも、あいつはおまえをかばった。うちの最重要戦力を、ろくに戦えないバカ一人のために無駄にできるか！」

「あんたこそ……わかってない！」

　冬夜は、バレット・ブレイドを高く掲げる。

　彼の名もなきバレット・ブレイドからは芹沢のときと同じ──いや、それ以上の力が流れ込んできている。

「俺は充分に戦える！　いつも後ろから指図してるだけのあんたには、わからない！　戦場に出れば、身体からだは動く。副長のくせに、新しん撰せん組ぐみを──ヴォルフをナメるな！」

　冬夜は言い捨てると、駆け出した。

　回天の船首に向かって走り、土方の横を通り抜け、敵旗艦の甲板へと身を躍らせた。

「一番乗り！」

　冬夜は着地すると、素早く銃撃シユートモードのバレット・ブレイドを構えた。

　二発の銃じゆう弾だんを放ち、回天に拳けん銃じゆうを向けていた巡礼者ベイグラントを一人倒す。

　いける──と、冬夜は確信する。芹沢との戦いのときと同じく、力が湧わいてくるのを感じていた。

「おっと！」

　巡礼者たちが冬夜に向けて発はつ砲ぽうしてくる。冬夜はジグザグに逃げてかわしながら、バレット・ブレイドの銃じゆう口こうを向ける。

　引き返せない戦いは、次の段階へと進みつつあった。







「うおっ……！」

　冬夜は巡礼者たちの銃撃から逃れつつ、甲板に備そなえられた砲塔の陰へと逃げ込んだ。

　巡礼者たちが使っているのは拳銃タイプのバレット・ブレイドだが、冬夜たちが使うライフルタイプと比べても威力は遜そん色しよくないようだ。

　まともにくらえば、Ｄ結界の上からでもダメージを与えてくるだろう。

「ヴォルフめっ……！」

「…………！」

　冬とう夜やは、素早く顔を上げた。巡礼者ベイグラントの一人が跳ちよう躍やくして斬撃スラツシユモードのバレット・ブレイドを振り下ろしてくる。

「よっ、と！」

　沖おき田たが冬夜の前に滑すべり込むようにして現れ、同じく斬撃モードでバレット・ブレイドを振るった。一撃で巡礼者の胴どうを斬きり裂き、あっさりと倒してしまう。

「土方ひじかたさんもバカにしてるよね。私なら、トーヤをかばいながらでもこのお船の皆さんを全滅とか余裕なのに。あ、トーヤはいつもどおり私の後ろに隠れてていいからね」

「……オキの後ろに隠れてたことなんてあったか？」

　どちらかと言えば、常に冬夜が先陣を切っていたのだが。沖田は時々、妄想で記憶を改かい竄ざんすることがある。

「うおおおおおおおおっ！」

「行け、行けぇーっ！」

　藤とう堂どうや服部はつとり、新しん撰せん組ぐみ隊士たちが次々と回かい天てんから飛び降り、戦闘を始めている。

　ケガが回復していない者も多いというのに、巡礼者たちと互角以上に渡り合っているようだ。

「ふーむ、ヨシュアとかマーヤちゃんは凄すごそうだったけど、こっちの巡礼者たちはそこまででもないね。たぶん、みんな吉よし田だ松しよう陰いんより弱そう」

「吉田松陰以上の奴やつがゴロゴロいても困るけどな」

　見る限り、甲板上の巡礼者は三十人程度──船内にはもっといるかもしれない。向こうは、まさか新撰組が乗り込んでくると思っていなかったらしく、動揺が見られる。今のうちに速やかに敵戦力を掃討し、艦かん橋きようと機関部を占せん拠きよしなければならない。

「さーて、マーヤちゃんが戻ってくる前にちゃっちゃと片付けます──か！」

　沖田は瞬時に銃装転化バレル・ターンさせ、佐さ々さ木きに背後から斬りかかろうとしていた巡礼者を撃うち倒す。これもまた、あまりの早業、正確な射撃だった。

　続けて、沖田は斬撃モードで敵集団に飛び込んでいく。彼女は少しも恐れることなく、巡礼者に剣を振るい、銃撃を加えている。

「……やっぱりあいつは凄いな」

　沖田総そう司じは、天才だ。

　冬夜は苦笑を浮かべて、あらためてそのことを確認する。

　沖田は、持っているのだ。冬夜が焦がれるほどに求める、絶対的とも言える強さを。

　わかってはいても、冬夜はできるだけそれを考えないように努めていた。ランクＤである自分が、沖田の強さに届く可能性がほとんどないことも──

「命令無視で飛び込んでおいて、なにを見物決め込んでるんだ、コラ」

　いつの間にか、土方も旗き艦かんに降りてきていた。冬夜をぎろりと睨にらみつけている。

「処分ならあとで受けますよ。ただ──」

　冬とう夜やは、近くの砲塔を見上げた。三メートルほどの高さの、二連になっている砲塔だ。

　その上に──ヨシュアの姿があった。

「こいつの相手をしなくちゃいけないようですよ、副長」

「ふん、ずいぶんと早いお戻りじゃねぇか」

　土方ひじかたも砲塔を見上げ、つまらなそうに言った。

「この船、着陸した様子もねぇのにどうやって戻ってきた？」

「僕らはあなたたちとは違うんですよ。ま、教える必要はないでしょう」

　ヨシュアもつまらなそうに言い、拳けん銃じゆう型のバレット・ブレイドを呼び出した。

「まさか、直接乗り込んでくるとは……恐るべきバカたちがいたものですね」

「なにしろ、前世からの大バカ集団──なんでなっ！」

　土方はバレット・ブレイドを続けて数発撃うった。ヨシュアはふわりと跳んで、その銃じゆう弾だんをすべてかわす。

「バカの相手ほど疲れることはありませんね！」

　降下しながら、ヨシュアの拳銃がナイフ型へと切り替わる。

「勝手に疲れてろっ！」

　冬夜は土方の前に立ち、バレット・ブレイドの斬撃スラツシユモードで受け止める。霊子スピリアが激しくスパークし、白い光の粒が飛び散ちった。

　冬夜が沖おき田たの強さに届く可能性はほとんどない。だが、それで強くなることをあきらめるほど、冬夜の決意は軽くない。強者と戦える機会は、望むところだ。

「おまえの相手は俺だよ。現れてくれてよかった。芹せり姉ねえを殺したおまえは──この手で片付けなきゃ気が済まない！」

「……ふん、裏切り者にまでお優しいことですね」

「芹姉を倒すのは、俺の役目だったんだよ！」

　冬夜は全力で剣を押して、ヨシュアを吹き飛ばす。

　ヨシュアは軽やかに着地して、不敵に微笑ほほえむ。

「ボロボロのくせに僕とやり合うつもりなんですね。ふふ、僕は希望を打ち砕くのが大好きでしてね。特に──あなたのような思い上がった人間が絶望する顔は大好物です」

「俺は慎つつしみ深い人間だよ。どこが思い上がってるっていうんだ？」

「英雄が嫌いなんですよ、僕は。英雄の魂を宿したリンカーなんてものは特にね──！」

「おまえもリンカーじゃないのか！」

　冬夜は甲板を蹴けって駆け出し、ヨシュアと剣をぶつけ合う。ぱっ、と刃に込められた霊子がさらに強く輝き、視界が真っ白になる。

「バレット・ブレイドを使えるのがリンカーだけだと思わないことですね！」

「ぐっ……！」

　ヨシュアの剣の勢いに押され、冬夜は数メートル後退する。なんとか踏みとどまったところで、続けて銃じゆう弾だんが撃うち込まれてくる。

「くうっ……！」

　冬とう夜やは空中に跳び上がり、宙返りしつつ、銃弾から逃れる。

「遅い、遅い、遅すぎますよ！」

「なにっ！」

　着地したところで、いきなりヨシュアの顔がすぐ目の前に現れた。ナイフが振られ、かろうじて冬夜はかわし、頬ほおを刃がかすめた。

「速っ……！」

「だから、あなたが遅いのです！」

　ヨシュアの前蹴げりがみぞおちに入り、冬夜は一瞬息ができなくなる。

　冬夜は前を見ずにバレット・ブレイドを乱射しつつ、ヨシュアから間合いを取る。

「はははっ、弾丸すらも遅すぎます！」

　ヨシュアは拳けん銃じゆうを乱射して、すべての弾丸を叩たたき落おとしてしまう。

「しょせん、あなた方が使うバレット・ブレイドは第一世代プロトタイプ！　我々が使う第二世代ネクストタイプのバレット・ブレイドと渡り合えるはずがないでしょう！」

「うおっ……!?」

　ヨシュアは剣装転化ブレイド・ターンさせ、ナイフの刀身が音もなく伸びた。二メートルにも及ぶ長剣となり、冬夜に斬きりかかってくる。

「なんだ、これ……！」

　ヨシュアは止まらずに斬ざん撃げきを繰り出してきて、冬夜は防ぐだけで精一杯だった。ヨシュアの斬撃は重く鋭するどく、受け止めただけで腕の骨ごと砕かれそうになる。

　ヨシュアの剣が振られるたびに、空気が震えている──いや、空間そのものが揺れているかのようだ。

「あなたの絶望はこれからですよ、ヴォルフ！」

　ヨシュアのバレット・ブレイドが再び拳銃に変わり──そこから長大な砲身へと変化していく。

「これは……！」

　冬夜は、驚きよう愕がくに目を見開いた。霊子スピリアの凄すさまじい波動が、びりびりと伝わってくる。

　芹せり沢ざわや服部はつとり武たけ雄おのバレット・ブレイドのように、ヨシュアの武器も変形タイプらしい。

　だが、ヨシュアのバレット・ブレイドは原形がないほどに大きく変わっている。

　さらに、使い手から送り込まれた霊子が、銃身内で増幅されている。変形と同時に、牙が竜りゆうのようなチャージが行われているようだ。

「第二世代だと言ったでしょう！　僕のバレット・ブレイドは使い手の意志に呼応してその形を変え、霊子を増幅させてくれるのですよ！」

「ごつい銃身だな！　けど、でかけりゃいいってもんじゃ──」

　冬夜が言いかけたそのとき、視界が真っ白に染まった。

　轟ごう音おんとともにヨシュアのバレット・ブレイドの銃じゆう口こうから白い光が放たれ、渦と化して冬とう夜やの真横をかすめていったのだ。

　甲板上の巨大な砲塔が一つ丸ごと消し飛び、余波で付近にいた隊士と巡礼者ベイグラントが数人吹き飛ばされる。

「でかければ……なんですって？」

「……おまえ、とことん嫌な性格だな」

「戦士に優しさなどいらないでしょう」

　ヨシュアの砲身が消え、またさっきの拳けん銃じゆう型に戻る。

「僕は巡礼者。黒い船団シユヴアルツ・フロツテの乗組員クルー。そして……〝獣のコード〟を与えられし者」

「獣……？」

「巡礼者を先導し、隊列を守る役目を与えられた戦士。僕が持つコードは〝鴉クレーエ〟」

　ヨシュアは左手の甲を冬夜に見せてきた。その甲には、カラスを意い匠しよう化した紋章が浮かび上がっている。

「他の巡礼者たちとは格が違うってことか……」

「ええ、そうですよ。もっとも、新しん撰せん組ぐみもどこまでやれますかね？　吉よし田だ松しよう陰いんの弟子たち、芹せり沢ざわ鴨かもとの戦いで消しよう耗もうしきったあなたたちなど、巡礼者われらの敵ではありません」

「…………くっ」

　冬夜も気づいていた。

　既に、状況は変わりつつある。巡礼者と互角以上にやり合っているのは沖おき田たくらいで、他の隊士たちは防戦一方だ。こちらから斬きり込んでおいて、艦かん橋きようを占せん拠きよするどころか一歩も前に進めていない。

　最初こそ勢いよく攻めていたが──やはり、新撰組は消耗が激しすぎたのだ。

　まだ死者が出ていないのが不思議なくらいで、沖田すらも取り囲まれつつある。

「くそっ、オキ……！」

　冬夜は今すぐにでも沖田を救いに飛び出したかった。だが、不可能だろう。

　目の前のヨシュアは冬夜を逃がさない。仮に逃がしてもらったところで、沖田でさえも包囲されるような状況で、冬夜がどれだけの助けになれることか。

「いい顔になってきましたね、ヴォルフ。じわじわと絶望が見えてきた……！」

「けっこうな趣味だな……」

　冬夜は、背中に汗が滲にじむのを感じながら言った。

「ではここで、もっと絶望してもらいましょうか……！」

「なっ……！」

　ヨシュアの背中から、一対の光の翼が現れる。彼から放たれている霊子スピリアが一気に跳ね上がり──周囲の空間が大きく歪ゆがみ始める。

「こ、これは……！」

　冬夜は全力でＤ結界を展開しつつ、空間の歪みに抵抗する。一瞬でもＤ結界が緩ゆるめば、歪わい曲きよく空間に巻き込まれて身体からだをねじ切られるだろう。

「さようなら、新しん撰せん組ぐみ！　今回もあなたたちは英雄にはなれずに死ぬのです！」

　ヨシュアは空中に舞い上がり、再び砲身を展開して乱射を始める。甲板に砲ほう弾だんがシャワーのように降り注そそぎ、爆発が起こる。

「メチャクチャするな……！　おまえらの船だろ、これ！」

「たかが船の一隻せき程度、どうでもいいのですよ！　あなたたちを消せるのなら！」

「この船、高そうなのにな！」

　冬とう夜やは言い返しつつ、短くチャージした牙が竜りゆうを放つ。しかし──白い光が命中する直前、ヨシュアの背中の羽が彼の身体を包み、牙竜を跳ね返してしまう。

「くっ……便利な羽だな！」

「これこそ獣の力！　霊子スピリアを銃じゆう弾だんと結界にしか使えないあなたとは違うんです！」

「みんな、他の敵はいい！　あいつを、ヨシュアをやれっ！」

　冬夜はとっさに叫んでいた。直感していたのだ。翼を持つあの男を倒さなければ、他の巡礼者ベイグラントを倒しても、こちらが全滅させられる。

「聞こえたよね、みんな！　撃うって、撃って！」

　背後から沖おき田たの声が聞こえ、凄すさまじい発はつ砲ぽう音とともに新撰組隊士たちが一斉にヨシュアめがけてバレット・ブレイドを放った。

　弾幕と化した新撰組隊士たちの連射は、すべてヨシュアに命中──

「そんな豆鉄砲で、僕の翼を撃ち抜けるとでも！」

　ヨシュアの光の翼が広がり、同時にＤ結界がさらに大きく空間を歪ゆがめる。新撰組隊士たちが放った銃弾は、Ｄ結界にぶつかって爆発の華はなを次々に咲かせていく。

「滅ほろびろ、ヴォルフたち！　もはや、あなたたちは狩られる側なのですよ！」

　再び、ヨシュアが砲身を冬夜に向けて新撰組隊士たちの弾幕以上の砲弾の雨を放つ。

「やばいっ……！」

　ヨシュアの砲撃は、さっきよりもはるかに強力だった。冬夜のＤ結界を易やす々やすと突き破やぶり、かろうじてバレット・ブレイドの刀身で受け止めたものの──強烈な衝撃波で勢いよく吹っ飛ばされてしまう。

　数メートル離れた砲塔に激突し、砲塔にもたれるような体勢のまま、その場に座り込む。

「くっ……なんだ、この威力は……」

「これが獣のコードを持つ戦士の力。無限の時空を巡礼する旅は、このくらいの力がなければ果はたせないのですよ」

「いったい、なんなんだ、おまえたちは……」

　それでも、冬夜は歯を食いしばり、立ち上がろうとする。

「よせ、もうやめろ──冬夜！」

「……副長？」

　土方ひじかたが慌てた様子で駆け寄ってくる。冬夜は、彼の狼ろう狽ばいした顔を初めて見た。

　それに、土方ひじかたが冬とう夜やを下の名で呼んだのも初めてのことだった。

「ダメだ……こいつはダメだ、冬夜。ケタが違う……見ろ、周りを」

「周りって……オキっ!?」

　甲板上の隊士たちが──巡礼者ベイグラントたちまで、その多くが倒れていた。ヨシュアの乱射の巻き添えになったのだろう。あたりが血の海になり、うめき声が聞こえてくる。

　沖おき田た総そう司じさえも倒れてしまっている。どうやら、冬夜がヨシュアの砲撃を止められたのは、偶然だったらしい。

「いくら消しよう耗もうしてるっていっても、うちの隊士をこんなにあっさりと……」

　冬夜の隣に立っている土方だけが、無傷だった。

「あなたたちが万全であってもたいして変わりませんよ。ヴォルフ、僕はあなたたちを倒すために存在するのですから──！」

「なんだと……？」

「せっかく、あなたたちに会えたのですから少しくらいは教えておきましょうか」

　ヨシュアは、また砲身を拳けん銃じゆうに戻しながら、悪意に満ちた笑みを浮かべる。

「僕らの狙ねらいは、あくまでクロノスの鍵かぎ。この世界──いえ、時空そのものに干かん渉しようする能力を持つ、怪物なのですよ」

「時空……？」

「新しん撰せん組ぐみ、あなたたちは知ってるのではないですか？　クロノスの鍵の僕しもべなのですからね」

「てめえこそ、いったいなんなんだ？　姫様を狙ってどうする……？」

　土方は、バレット・ブレイドを構えながら慎重に言った。

「予想はついているでしょう？　僕らはこことは異なる時空から来た……」

「異い次じ元げんとか言ってたが……まさか、未来から来たって言うのかよ……？」

「未来……!?」

　冬夜は、ぎょっとしてしまう。

　異次元、というのはひどく大ざっぱなくくりだ。細かく分ければ、この世界とは物理現象もまったく異なる世界のことでもあるだろうし、あるいは──未来や過去も別の時空、異次元ということになるのだろうか。

「未来、という単語がすぐに出てきましたね。やはり、クロノスの鍵は知っていましたか。彼女は自分の能力を知っているのですね」

「さあな、姫様は俺にとっては雲の上の方だ。あの方のお考えを知るはずが──」

「ふざけるなぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　突如、ヨシュアが豹ひよう変へんして叫んだ。

　さらに大きく空間が歪ゆがみ、砲塔の一つがねじ切れるようにして破壊されてしまう。

「結城ゆうきノア！　時空に干渉し、世界の理ことわりをも変えてしまう怪物！　リンカーなどという時を超えて英雄の魂を呼び出す存在が生まれたのも！　時じ空くう嵐あらしで多くの街や人がこの世界から消えたのも！　バレット・ブレイドを載せた船が我々とも違う時空から現れたのも！　すべては結城ゆうきノア──クロノスの鍵かぎが時空をねじ曲げ、呼び込んだ！」

　ヨシュアは狂ったような目つきで土方ひじかたを睨にらんでいる。

「そして間もなく、クロノスの鍵が決定的な破滅をこの時空にもたらす！　彼女がいたから、すべては始まってしまった！」

「すべて？　なんのことだ、それは……！」

「この第だい弐に京都を見ればわかるだろう！　この永遠に春が続く街、桜が咲き続ける街は、クロノスの鍵の力がトリガーとなって引き起こされた！」

「…………っ！」

　冬とう夜やは大きく目を見開いた。

　永遠に春が終わらないという凄すさまじい時空の歪ゆがみまで、ノアが原因だというのか──

「彼女がもたらす破滅はこんなものでは済まない！　世界は異常気象に覆おおわれ、人間を含めて生物の生態が激変する。桜が咲き続けるなんて、可愛かわいいものじゃない。人間も動物も、植物さえも怪物と化し、変化できなかった人間にとっては天敵となる！」

「つまり──？」

　土方が、ヨシュアを睨み返す。

「世界は終わってはくれなかった。ただ、果はてしない地獄が続いた──すべては結城ノア、クロノスの鍵と呼ばれる時空に干かん渉しようする特異点に端を発している！　彼女こそ門を開いた者！　そう、地獄への門を──！」

「てめえらは、その地獄の──未来から来たっていうのかよ」

「僕らはまだ幸運だった。僕らもまた、変化した者。生まれついて英雄の魂を超える強力な霊子スピリアを持った者。僕らは、地獄で生き延びる力を持っていた……」

「生き延びたてめえらが、地獄からこの時空へ来た理由は……なんだ？」

「破滅のトリガーとなったクロノスの鍵は、僕らの世界からは既に消滅している。だが、僕らには鍵を必要とする理由があった。時じ空くう嵐あらしの解析を進め、時空間移動の原理が解明され──次じ元げんの壁を超える黒船を建造し、〝クロノスの鍵が存在する世界〟を目指して旅に出た。長い、長い旅だった……」

　ヨシュアは、ふっと遠い目をして──

「ようやく見つけたんですよ。我々の時空の近きん似じ時空──クロノスの鍵が存在し、破滅が起きる前の時空をね」

「てめえらの世界の過去、じゃなくて……てめえらの時空の過去に似た世界がここだってことか」

「ははは、意外に物わかりがいいですね」

　いつの間にか、ヨシュアは元の丁寧な口調に戻っていた。

「ついでにもう一つ教えましょうか。僕らの時空に存在していた結城ノアには、常に付き従したがう戦闘集団がいました。ええ、新しん撰せん組ぐみですよ。理想も主義もない獣たちです」

「ずいぶんと、そっちの俺たちに文句があるみてえじゃねぇか」

「ヴォルフどもがクロノスの鍵かぎを守らなければ、彼女が破滅をもたらすまでに消えていた可能性は高い。僕らの時空では、彼女は危険視されていましたからね。いつどこの組織に消されても不思議はなかった……だが、愚かなほどに献けん身しんを捧ささげる新しん撰せん組ぐみのせいでそうはならなかった！」

「はは、いい仕事するじゃねぇか、そっちの俺たちも」

　土方ひじかたは怯ひるまずに、バカにしたように笑う。

「これを教えたら、芹せり沢ざわはショックを受けていましたけどね。結局、新撰組は世界の敵になるのかと」

「……やっぱり、芹せり姉ねえを狂わせたのはおまえらか！」

　冬とう夜やは、激げき昂こうして叫んだ。

　敵に回ったとはいえ、芹沢をあんな裏切りに走らせた原因を前にして平静ではいられなかった。

「僕らは芹沢鴨かもに真実を教えただけですよ。この近きん似じの時空では同じことが起きる可能性が高いと。彼女は、あくまで自分の意志で離り反はんを決めたんです」

「…………っ！」

　冬夜はなおも反論しようとして口をつぐんだ。

　ヨシュアの言うことには真実も含まれている。

　だが、芹沢がこんな連中の口車に乗せられて無謀な反逆に走ったと思いたくなかった。

「芹沢は、あなたたちに真実を教えず、愚かにも自分ですべて背負い込んだようですが。まあ、彼女のことはもういい。ここからは、僕らの手で目的を果はたしましょう！」

　ヨシュアは、ぎらりと鋭するどいまなざしを土方に向けた。

「僕らにはクロノスの鍵が必要なんですよ。破滅のトリガーになった彼女の力を、今度は福ふく音いんとするのです！　彼女の力は時空を変える。もう一度鍵の力を使い、狂ってしまった僕らの時空を再生するんですよ！」

「……姫様は、なにもしてない。罪もない彼女をてめえらの勝手な都合で、その地獄とやらに連れて行こうってのか」

　土方はバレット・ブレイドの銃じゆう口こうをヨシュアに向ける。

「ははっ、やめておいたほうがいい。あなたも、自分だけがなぜ無傷で済んでいるのか──わかるでしょう？」

「ナメるなよ……！」

「やめてください、土方副長」

「……姫様!?」

　ふっ、と音もなくノアが土方のそばに現れていた。

　風に揺れる髪を押さえながら、ヨシュアと向き合う。

「姫様、なぜここへ!?　近こん藤どうさんはなにを──」

「近藤局長もわたしの部下ですよ。わたしを一人で行かせるように命令しただけです。あの人が新しん撰せん組ぐみの核であり、魂なのですからね。近こん藤どう局長には無事でいていただかないと」

　ノアはそう言ってから、ヨシュアに視線を向けた。

「興味深いお話でした。わたしもまだ多くを知らなかったのですが……いくつか、納得できる話もあります」

「これから、あなたには僕らに同行していただくのです。必要なことはお教えしますよ」

「……いいでしょう。あなたたちと一緒に参ります」

「ノア様っ!?」

「姫様！」

　冬とう夜やと土方ひじかたは同時に叫んだ。

　だが、ノアは小さく首を振り、冬夜と土方に微笑ほほえんでみせた。

「是非もありません。わたしは、彼らのような存在が現れることを──知っていました」

「知ってた……ノア様……？」

「ふふ、犬いぬ神がみさん。わたしにも、ちょっとした能力があるんですよ」

　ノアは、優しい笑みを冬夜に向けた。

「知っていたからこそ、新撰組を組織したのです。わたし自身を守るために、この国を、この時空を狙ねらう者たちから守るために。ですが、彼らの力は予想以上だったようですね」

　ノアは、ゆっくりとヨシュアのほうへと歩き出した。

「あなた方の目的はわたしだけでしょう。近藤局長には、土方副長たちが戻ったら速やかに撤退するようにも命じてあります」

「いいでしょう。あなたさえ確保できれば、ヴォルフを攻撃する理由はありませんね」

　ヨシュアは言って、こくりと頷うなずいた。

　冬夜は、力を込めて立ち上がろうとする。

　ノアは──我が身を犠牲にするつもりだ。新撰組は彼女を守りきれず、それどころか逆に守られようとしている。

　結城ゆうきノアは、冬夜にとって憧あこがれの少女だった。

　言葉を交わし、近くにいることを許され、ノアが普通の少女であることを知った。

　新撰組の屯所ホームに遊びにきた彼女は、いつも楽しそうだった。いつも笑顔を見せてくれた。

　心からの笑顔を──

　冬夜たち新撰組は、その笑顔を守るための存在だ。

　マーヤとの会談では気高い覚悟を見せていたノアが──あっさりあきらめてしまったのは、新撰組が不ふ甲が斐いないせいだ。

「ノア、様……！」

　冬夜はバレット・ブレイドを杖つえ代わりにして、なんとか立ち上がった。まだ、さっきのヨシュアの砲撃のダメージは抜けていない。

「いけません、犬神さん！　これ以上はあなたの身体からだが──！」

「ノア様、新撰組はあなたのものです。でも──だからこそ、あなたの命令でも聞けないことがある……！」

　冬とう夜やはバレット・ブレイドを固く握り締め、リンクした魂から力を引き出していく。

　もっと、もっとだ！　芹せり沢ざわ鴨かもと戦ったとき以上の力を──！

「へえ、その力……あんな女のために、死ぬ気ですか？」

「身を捨ててこそ、だ。命くらい懸けるさ……！」

　冬夜はギリギリまで力を引っ張り出し、バレット・ブレイドを剣装転化ブレイド・ターンさせ、勢いよく走り出した。

　一瞬でヨシュアに肉薄し、全力の斬ざん撃げきを振り下ろす。しかしヨシュアは軽くかわし、拳けん銃じゆうを向けてくる。

「ぐぐっ……！」

　冬夜はＤ結界を全開にして銃じゆう弾だんを防ぐ。Ｄ結界の上から心臓と脇わき腹ばらに二発の弾丸が命中し、身体からだの内部がえぐられるような痛みが走る。

「もっと、もっと俺に力をよこせ──！」

　リンクした魂からさらに力を引き出していく。全身がバラバラになるような負荷がかかり、冬夜は激痛をこらえてさらにバレット・ブレイドを振るう。

「どれだけ力を引き出しても──あなたでは僕には勝てない！」

「戦わなきゃ、勝ちはないんだよ！」

　冬夜が振るった剣は、軽々とかわされていく。銃装転化バレル・ターンもできない。切り替えのごくわずかな隙すきが命取りになるからだ。

「だったら、あなたの戦いはこれで終わりにしましょう！」

「…………っ！」

　瞬時に、ヨシュアがバレット・ブレイドを長剣に切り替える。こちらはわずかな隙もなく、冬夜に反撃する機会を与えない。

　大きく振りかぶったヨシュアの剣がきらりと閃ひらめいた。

　速すぎる！　これは──かわせない！

　冬夜の心に、重々しい絶望がのしかかってくる。救いがあるとすれば、この絶望は長く続かず、振り下ろされる剣がすべてを終わりにしてくれること──

　冬夜は自分があきらめようとしていることに気づき、さらに絶望は重くなる。

　強くなろうと決め、いつか守るべきものを見つけるために生きてきた。

　だが、この巡礼者ベイグラントにも勝てず、まだ大切なものも見つけられていない。

　なのに、こんなところで終わるのか──

「…………っ！」

　不意に──

　冬夜の前に大きな背中が現れた。その人物は、冬夜をかばうようにして両腕を広げ──

「…………！」

　ヨシュアの斬撃が、その人物──土方ひじかた歳とし三ぞうを袈け裟さ懸がけに斬きり裂いた。

　バレット・ブレイドの刃は背中まで届いている。

「副長……？」

「あきらめるな」

　土方ひじかたはゆっくりと崩くずれながら、わずかに後ろを向いて冬とう夜やに微笑ほほえみかけた。

　その微笑みには隠しようもない優しさが込められていて。

「…………っ！」

　不意に、冬夜は気づいた。気づいてしまった。

　こちらに倒れてくる背中に、見覚えがあることに。

　その背中こそが──幼い日、第二次戦国時代の混乱に巻き込まれ、家族を失ったあのときに、見た背中だということに。

　彼こそが、土方歳とし三ぞうこそが──犬いぬ神がみ冬夜にとっての英雄だということに。

　そして──

「兄、さん……？」







「ふ、副長……っ！」

　冬夜は我に返り、倒れてきた土方の身体からだを受け止めた。

　背中まで斬きり裂かれた身体からは、大量の血が溢あふれ出している。












「なんで、なんで俺を……！」

「うるせぇな、そんな顔するな……」

　土方ひじかたは苦笑を浮かべ、冬とう夜やに目を向けた。

　それから、バレット・ブレイドを杖つえにして自力で身体からだを支える。

「なんで、俺をかばって……！」

　冬夜は、土方の傷を押さえようとする。しかし、土方は首を振ってそれを制した。

　明らかに内ない臓ぞうがいくつか破壊され、出血も限界を超えている。

「それを俺に言わせんのか……？　気づいたんだろうが。まったく、こっちはいつバレるか、冷や冷やしてたのによ……」

「じゃあ、あんたは本当に……！」

　冬夜は言葉に詰まった。わかってしまえば、驚くほど鮮明に記憶がよみがえってきた。

　遠い日の背中だけではない。

　はっきりと、兄の面影が思い出される。七つ歳とし上うえの兄。冬夜が最後に会ったときは、彼は十七歳だった。

　朝、起きてきたときの寝ぼけ顔。学生服を着て、ばたばたと出かけていく姿。冬夜の携帯ゲーム機で勝手に遊んでいたところを見つかったときの、ばつの悪そうな表情。暗くなっても家に帰らず、遊び回っていた冬夜を叱しかった、厳しい目。

　数年が過ぎているが──記憶の中の顔と、目の前にいる男のそれがぴったりと重なる。

　そうだ、名前は──

「夏なつ緒お兄さん……」

「ちっ、いらんことまで思い出しやがったな。その名前、好きじゃねぇんだよ……」

　名前が嫌い──それもまた、冬夜の記憶と符合する。

「任務中だぞ、冬夜……家庭の事情は後回しだ……」

「そんな場合じゃない！　あんたが兄さんなら、どうして……！」

　短い間とはいえ、冬夜は土方──いや、犬いぬ神がみ夏緒の下で働いてきたのだ。

　事情を明かす機会などいくらでもあったはずなのに、兄はなぜ黙っていたのか……。

「たいした話なんて、ねぇよ……俺たちの街で戦闘が起きたあの日……ケガしたおまえを見つけて病院に連れて行った後、親父おやじとお袋を捜さがしに街に戻った。結局、親父の車を見つけただけだったがな……」

「そう、なのか……」

　冬夜はそれほどショックを受けていなかった。両親のことはとっくにあきらめていたからだろう。

「俺もケガして、目が覚めたらおまえとは別の病院にいた。だが、入院中にリンカーになっちまって……その後は、おまえと同じく、検査の日々さ」

「…………」

　冬夜は、こくりと頷うなずいた。リンカーの検査は、完全に外界から隔離されて行われる。入院した弟を捜さがしには行けなかったのだろう。

「検査と戦闘訓練が終わったあと、一度だけおまえが入ってた孤児院に行った……」

「……だったら、なんで」

　冬とう夜やは、新しん撰せん組ぐみに入る前に夏なつ緒おと会った記憶はない。つまり、冬夜に会わずに帰ったということだ。

「なんだろうな。自分でもわからねぇ。でもたぶん、俺は怖かったんだろうよ……」

「怖い……？」

「検査や訓練があったといっても、俺はおまえのところに戻れず、何年も放ほうってたんだ。おまえに恨まれるのが……怖くて、会えなかった……」

「そんなことは……そんなことはない、のに」

　冬夜は、ぎりっと歯は噛がみする。

　兄と名乗られて信じたかどうかは、わからない。だが、少なくとも今の冬夜に兄を恨む気持ちはなかった。

「今は、副長と部下だしな……おまえを贔ひい屓きする気はなかったが、兄弟なんて知られないほうがいい……いや、ついさっき贔屓しちまったばかりだな。おまえが、バカみたいにボロボロになるからだぞ……」

「じゃあ、さっき俺を止めたのは……」

　この旗き艦かんに飛び込む冬夜を制止したのは、本当に命の危険があると思ったから。

　あれは副長ではなく、兄としての言葉だった──

「ぐっ……！」

「兄さん！」

　突如、夏緒が大量に血を吐いた。膝ひざから崩くずれそうになりながらも、冬夜の肩を掴つかんで踏ん張った。

「なかなかドラマティックな展開ですね。少しだけなら黙って待っててあげますよ」

「……黙ってねぇだろ、てめえは」

　口を挟んできたヨシュアに、夏緒は鋭するどい眼がん光こうを叩たたきつける。

「ふふ、それは失礼。ですが、戦いの最中にこんな茶番を見せられた僕の身にもなってください。本当に、なにもかも茶番です。あなたが誰の兄だろうと、どうでもいい。あなたのような──何者でもない、ザコなどはね」

「なんだと……！」

　冬夜は、頭が沸騰するような怒りを覚えた。

「この人は、新撰組副長土方ひじかた──」

「それが茶番だと言うのです！」

　ゴオッ、とヨシュアの身体からだから霊子スピリアの波動が放たれ、周囲の空気がビリビリと震え出す。

「あなただって、もう気づいているはずです。それとも、気づかないフリですか？」

「なんのことだ……」

　冬とう夜やは、ヨシュアの波動に耐えつつ言い返す。

「その男が、あなたをかばって斬きられたことですよ！　鬼の副長、土方ひじかた歳とし三ぞうがあまりにも無様！　あり得ないことと言っていい！」

「なにを言いたいんだ！」

「もう、いい……冬夜、そのクソ野郎の言うとおりだ。おまえも……わかってる、はず」

「兄さん……」

　冬夜は、ぎりっと奥歯を噛かんだ。

　いや、まだわかっていない。頭が出そうとしている答えを、必死に押しとどめている。

　そうしなければ──真実の重さに潰つぶされてしまいそうだから。

「冬夜……俺は松しよう陰いんの弟子どものときも芹せり沢ざわのときも、それに今も……黒船に乗り込んでおいて、後ろに隠れてただけだ……」

「隠れてたわけじゃないだろ。それに、あんたは指揮官だから……」

「新しん撰せん組ぐみは指揮官だって先頭に立つ……だから怯きよう懦だを許さない、鉄の掟おきてが成り立つ……俺はそれを避さけてきた。言い訳に聞こえるだろうが、命が惜おしかったわけじゃ、ない……」

「あんたの覚悟を疑ったことなんて、ない！」

　冬夜は激しく首を振った。

　今、真実が明らかになろうとしている。冬夜が聞きたくない真実が。

「だから、そんな顔をするなと言ってるだろう……いいか、俺は……おまえより弱い。いや、この場にいる誰よりも弱いかもしれねぇ……」

「……あんたはランクＢの新撰組副長じゃ……」

「違うんだよ」

　兄は小さく首を振った。

「俺は土方歳三じゃない。おまえにもわかってるはずだ。土方歳三にしちゃ、俺は弱すぎる……そっちの優男もわかってるからこそ、俺を相手にしねぇし……おまえをかばってなくても、そいつの剣を止めるなんて逆立ちしたってできねぇのさ。盾になるしか能のないクズは俺だったってわけだ……」

「ははは、本物の土方歳三だろうと僕の相手じゃありませんけどね」

　ヨシュアは、心からおかしそうに笑う。

　さっき彼が夏なつ緒おとの戦いを望まなかったのは──いや、それ以前からヨシュアは一度たりとも兄を副長とも土方とも呼ばなかった。

　兄の言うとおり、冬夜ももうわかっていた。

　ついさっきの、兄のヨシュアへの銃撃はまるでたいしたことはなかった。様子見か牽けん制せいに見えたが、あれは本気の攻撃だったのだ。

　思い返せば、訓練所で兄の姿を見たこともない。そう、芹沢も言っていた。バレット・ブレイドの訓練施設で満点を取った隊士に土方の名は含まれていなかった。

「俺は土方じゃない。俺は……名もなき平隊士の魂を継いでるだけだ……」

「あんたが、平隊士……」

　冬とう夜やは思わず、その言葉にも納得してしまう。兄自身が言ったとおり、冬夜をかばったとはいえ、簡単に斬きられすぎていた。

　土方ひじかたが兄で、実は土方ですらなかった──

「鬼の副長の転生なら、こんな情けねぇ姿をさらすわけねぇだろ……ふうっ……」

　夏なつ緒おは、大きく息を吐き出すと、ゆらりと一歩踏み出した。

「兄さん、動いたら傷が──！」

　兄の身体からだからは、ぼたぼたと血がこぼれている。どう見ても致命傷で、なぜ立って歩けているのか不思議なくらいだ。

「まだ仕事が残ってんのさ。偽土方としての──最後の任務だ」

　夏緒は不敵に笑い、さらに歩いて行く。

「土方副長……いえ、犬いぬ神がみ夏緒……さん」

「姫様、あなたも騙だましていたことになりますね……どうか、お許しください」

　夏緒は、ノアの声に立ち止まり、穏やかに言った。

「そ、そんなことより治療を……！」

「姫様、あなたが求めていたものを、俺があなたに隠していたものを──今、お渡しします！」

「兄さん……！」

　夏緒は、斬撃スラツシユモードのバレット・ブレイドを構えて走り出した。まっすぐにヨシュアに向かって斬りかかっていく。

「なにを考えてるんですか、このザコさんは」

　ヨシュアはどうでもよさそうに言い、無造作に拳けん銃じゆう型のバレット・ブレイドを構えて発はつ砲ぽうした。夏緒の両肩が撃うち抜かれ、握っていたバレット・ブレイドが甲板に落ちる。

「ぐっ……くうっ……」

「なんなんですか、まったく。黙って聞いててあげたじゃないですか。感謝されてもいいくらいなのに、斬りかかってくるなんて」

「……ふんっ、てめえは……もうおしまいなんだよ……！」

　夏緒は倒れることなく、両腕をだらりと下げたままヨシュアに笑いかけている。

「いいか、教えてやる。俺は別に新しん撰せん組ぐみ副長の肩書きがほしかったわけじゃねぇ。それを名乗らなきゃならねぇ理由があった……」

「に、兄さん……もうやめろ！」

　冬夜は駆け出そうとして──

「来るな！　来るんじゃねぇ！　ここがいいところなんだよ。俺の人生のハイライトってやつだ……いいか、冬夜。俺はな、新撰組に入る前は、リンカーの検査官をやってたんだ。その頃はまだ新撰組はなかったし、名もなき平隊士には、過分な仕事さ」

「検査官……」

　もちろん、冬とう夜やも検査を受けてリンカーになっている。

　何人もの検査官に会ったが、兄とはその頃には会っていない。

「リンカーはな、リンクした魂の名前を思い出して、初めて完全になるんだ」

「今さらなにを言って……」

　そんなことは、リンカーならば誰でも知っていることだった。

「一年近く前のことだ──一人のリンカーが、検査の最終段階を迎えた。地獄の最終試験で心身を追い込み、前世の魂と深く繋つながり、名前を思い出す。それで検査は終わる。だが──そいつの検査だけは終わらなかった……」

「どういうことなんだ……？」

　リンカーが検査途中で放ほうり出されたなどという話を、冬夜は聞いたことがない。

「冬夜、そいつが答えだ……！」

「────!?」

　そのとき、冬夜は気づいた。

　自分が全身から、黒い煙のようなものを放っていることに。

「こ、これは……!?」

「始まったな……」

　夏なつ緒おは、にやりと笑う。

「黒い霊子スピリア──そのリンカーは、前世の名を語るとともに、そいつを放ち始めた。あまりにも鋭するどく、突き刺さるような強烈で禍まが々まがしい霊子。俺以外の、リンカーじゃねぇ検査官たちは、その霊子を見ただけで次々と気を失っていった……」

「兄さん、これは……なんなんだ……？」

「おまえこそが土方ひじかた歳とし三ぞうの、新しん撰せん組ぐみ副長の──鬼として生きて死んだ男の魂を継いでいるんだ、冬夜ぁっ！」

「…………っ！」

　冬夜の全身から放たれていた煙が、炎のように噴き上がる。

　それは周囲を圧倒するほどのエネルギーのかたまりと化していく。

「あのとき、土方の名を思い出したおまえは、その真っ黒な──鬼の霊子を放ち始めた。その霊子は恐ろしすぎた……俺がおまえに、ありったけのバレット・ブレイドの弾丸をぶちこんで、ようやく止まったんだ。まだ目覚めかけだったからだろうな。完全に覚かく醒せいしてちゃ、俺の銃じゆう弾だん程度じゃどうにもならなかっただろうよ」

「兄さん、あんたは……」

　冬夜は、また混乱し始めていた。

　自分が土方歳三で、その名を思い出したときに兄が現場にいたという。

　魂の名を思い出すときは、なかば催眠トランス状態になっている。冬夜も、最終検査のときに誰が立ち会っていたのか、まったく覚えていない。

「意識を取り戻したおまえには、別の名が教えられた。黒い霊子は、まだガキのおまえには制御できないと判断されたんだよ」

「別の名……それが、新しん撰せん組ぐみの平隊士の名前だったのか……」

「俺の前世の名前でもあるがな……まあ、それはどうでもいい。ただの平隊士のことなんかな。それよりも、大事なことがあった。その頃には新撰組の結成は決まっていたんだ。組織には新撰組副長が必要だろう。それに……冬とう夜や、おまえがなにかの弾みでまた前世を思い出さないように、念を入れなきゃならなかった。ああ、新撰組副長が既にいりゃあ、おまえは自分が土方ひじかた歳とし三ぞうだとは思わねぇだろう」

「そのために、兄さんが土方の名前を……」

「土方の奇妙な覚かく醒せいは、最重要機密になったからな。俺なら口止めの必要もねぇし……それに、おまえを見守る理由もあった……」

　ようやく、冬夜は理解した。

　兄が土方を名乗っていたおかげで、自分の前世を疑うことなく、平隊士でいられたのだ。

「おまえは、死地を何度も乗り越え、強くなった。それに……目的も見つけただろう」

「…………」

　冬夜は、ちらりとノアに視線を向けた。

　幼い頃、自分を守ってくれた兄の背中。あんな風に誰かを守れる男になりたいと願った。

　その守るべき誰かを見つけるまで、ひたすらに強さを求めようと誓った。

　兄から与えられたいくつもの命懸けの任務を経へて、強さを手に入れ、そして──

　今、冬夜のすぐそばには守るべき存在がいる。

　戦いの先頭に立つことも厭いとわず、新撰組を守るために我が身を捧ささげようとまでしてくれた、貴とうとい存在が。

「さあ行け、冬夜。おまえが真の土方歳三だ。まだおまえの中に、土方は自分じゃないって無意識の思い込みがある。それは──俺の、偽者の死をもって消滅し、完全な覚醒がなされるだろう……」

　兄は、死に行こうとしている。

　彼はみずからの死をもって、冬夜の封じられた前世を完全に目覚めさせるつもりなのだ。

　それこそが、土方を名乗った彼の最後の任務──

「……消えない」

「なに……？」

　冬夜はバレット・ブレイドを握る拳こぶしにぐっと力を込める。

「あんたは偽者の土方かもしれないが……俺には本物の英雄だった！」

　冬夜は叫んだ。目の奥が熱くなり、涙がこぼれていく。

「兄さんは俺を守ってくれた！　あんたの背中に憧あこがれて、あんたみたいになりたいと思った！」

　思えば、幼い冬夜を守ってくれたとき、兄はリンカーでもなんでもなかった。

　まだ十七歳の、ごく普通の少年だったのだ。ずば抜けた身体能力も、バレット・ブレイドも持たなかったのに、その身を賭として自分を守ってくれた。

　本物だろうと偽者だろうと関係なかった。冬とう夜やには、自分の目で見て、あの背中に憧あこがれたことこそが真実だった。

「俺は土方ひじかた歳とし三ぞうの魂だけじゃなくて──あんたの、兄さんの魂も継ぐ！　土方歳三として生きてきたあんたの魂を──！」

「ははっ、バカなことを考えるガキだ。ああ、いいだろう……持って行け、俺の魂を！」

　リンカーが繋つなげる魂はたった一つ。

　一人の人間が複数の魂を継ぐ、というのは聞いたことがない。

　それでも冬夜は願わずにはいられなかった。誰よりも強く生き、本当は誰よりも優しかった男の魂をこのまま眠らせたくはない。

「笑ったら……なんだか、眠くなってきたな……ちょっと働きすぎたか……まあ、少しは休ませてもらおう……じゃあ、な……冬夜……」

「兄さん……！」

　土方歳三──そう名乗っていた、犬いぬ神がみ夏なつ緒おという男は。

　立ったまま、息いき絶たえていた。倒れることもなく、そのまま立ち尽くしている。

「茶番は終わりましたか？　僕も、兄弟の感動の再会を邪魔するほど野や暮ぼではありませんが、さすがに退屈になってきます」

　ヨシュアがおかしそうに言い、肩をすくめた。

「……黙れ」

　冬夜は無感情で言い、兄の身体からだを抱え、その場に横たわらせる。

「ああ、終わりにしてやる。土方歳三と──兄さんの魂を継いだ俺が！　すべて終わらせてやる！」

　正しき魂の名を呼び、肉体の門を通してその力を引き出していく。芹せり沢ざわと戦ったとき以上の力が、ごく自然に流れ込んでくる。

「本物の土方の魂、土方として生きようとした男──二人の鬼の魂。俺に力をくれ！」

「むっ……こ、これは……!?」

　ヨシュアが気け圧おされたように、後ろに一歩下がった。

　彼を圧倒しているのは──土方と兄の魂を継いだ冬夜の力だった。

　冬夜の身体から立ち昇っていた黒いオーラのような霊子スピリアは、周囲にまで広がりつつある。

「鬼として生きた二人の男の執念が──俺に大切なものを守るための力を与えてくれた。そうだ、俺は鬼になる！」

　冬夜は二つの鬼の魂と完全にリンクし、その力をすべて引き出している。

　そう、新しん撰せん組ぐみ副長土方歳三──その魂を形作る源は、魂源アニマは〝鬼〟。

　鬼として生き、鬼として果はてる。

　それこそが、土方歳三という存在なのだ──







「犬いぬ神がみさん……いいえ、あなたが土方ひじかた歳とし三ぞうなのですね……」

「ノア様、あなたは誰にも渡さない」

　突然の声にも冬とう夜やは驚かず、静かに言った。

　冬夜は、今や完全に理解している。

　退ひく者は斬きる──幻影の中でそう叫んでいたのは、最後の戦いに挑んでいた土方ひじかた歳とし三ぞう。

　そう、冬夜が聞いていた声は、前世の自分自身の声だったのだ──

　ノアは、黒いオーラをものともせずに近づいてきて、冬夜の胸にそっと触れた。

「わたしは、時代が大きく変わることを予見していました。だからこそ、回かい天てんを用意して、あなたたち新しん撰せん組ぐみもつくったのです」

「……さっき、兄さんとあのヨシュアとかいう奴やつが、未来がどうとか話してました」

「ですか……わたしは、クロノスの鍵かぎ。時間に干かん渉しようする力を持つ者。未来が見えることすら、あるんです……」

「俺があなたを守る未来を──既に見ていたってことですか？」

　冬夜は、ノアのほうを見ずに言った。

　未来予知ができると言われても、驚きはなかった。

　既に、目の前に〝未来から来た〟と称する者がいるのだ。未来を見る能力の持ち主くらいなら、いても不思議はないと思えるくらいだ。

「正確には、わたしのせいで壊れるかもしれない未来を救うために必要な人がいると──未来もわたしも救ってくれる人がいると、知っていたのです。その人の姿も、あるとき一瞬だけ見えました。その人は、真っ黒な影のようなものをまとった──鬼でした」

「……そんな奴、他にはいないでしょうね」

　ここで初めて、冬夜は笑いそうになってしまった。

　こんな、禍まが々まがしい真っ黒な霊子スピリアを放つ者はこの世に冬夜一人だけだろう。

「ようやく、会えました……わたしの、わたしだけの鬼に……」

「ノア様……」

　ノアの目から大粒の涙がこぼれ、頬ほおを伝っていく。

「かつての土方歳三は、時代に逆らい、抗あらがうほどに輝きを増していった人です。あなたにはその魂が受け継がれている。土方歳三は、最後は時代の流れに呑のみ込こまれてしまいましたが……彼の魂を継ぎ、兄の魂も受け継いだあなたなら……！」

「俺が、あなたを守る。あなたを救う。あなたのために──鬼となる！」

　冬夜は、まだ胸に触れたままだったノアの手から離れ、前に踏み出していく。

　戸惑いも悲しみも振り切り、みずからの使命を果たすために。

「さあ、新撰組隊士たち、いつまで寝てる！　新撰組局きよく中ちゆう法はつ度と──士道に背くまじきこと！　敵を前に倒れることは許さない！　戦え、立って戦え！」

　冬夜はバレット・ブレイドの斬撃スラツシユモード──剣を高々と掲げる。

　その剣からも真っ黒な鬼のオーラが放たれている。

「……もう、人が黙ってりゃ、どんどん話が進みすぎだよ……」

「オキ、さっさと立て。それとも……俺が怖いか？」

　冬とう夜やの身体からだからは、禍まが々まがしい霊子スピリアが放たれ続けている。数人の隊士たちの顔には、明らかな恐れがある。

「ううん」

　沖おき田たは立ち上がり、冬夜のそばへ来て──彼の服の裾すそを掴つかんだ。

「怖くない。でも、遠くに行っちゃやだよ……トーヤ兄ちゃん」

　なつかしい呼び名を口にして──じいっ、と沖田が懇こん願がんするような目を向けてくる。冬夜は、幼なじみのこんな目を見たのは初めてだった。

　おそらく、彼女は恐れている。鬼ではなく、冬夜が別人になってしまうことを──

　しかし、冬夜は笑顔を沖田に向けた。

「俺の背中を預けられるのは、オキだけさ」

「……うん、任された！　さあ、みんなも！　この人が──私たちの副長だよ！」

　沖田は、いつもの明るい笑みを浮かべる。

　複雑な表情を浮かべていた隊士たちが、我に返ったようにして、次々に立ち上がる。

「ふざけたことを……そんな状態で立ち上がって、なにができるというんですか！」

「ヨシュア、まだわからないのか？」

　冬夜の鬼のオーラはさらに広がっていく。

「兄さんも言っただろう。もう戦いは終わったんだよ」

「終わった……？　ヴォルフ、いったいなにを言って……」

「あとは、おまえにトドメを刺すだけだ……！」

　冬夜は刹せつ那なの時間もかけずに間合いを詰め、剣を振るった。ヨシュアは長剣で受け止め、霊子の白い輝きと鬼の黒いオーラが激突し、真っ黒な影が光を呑のみ込こんでいく。

「なっ、なんだ……！　僕の霊子が……食われる……!?」

　ヨシュアは甲板を蹴けって上空へと跳び上がり、背中から生えた翼を羽ばたかせ、滞空している。

　続けて、バレット・ブレイドを砲身へと変化させ、膨大な霊子を集中させ始める。

「今度は最大出力ですよ！　僕のすべてをこめて撃うち抜く！　全員まとめて消えてなくなれ、ヴォルフども！　土方ひじかた歳とし三ぞう──！」

「消えるのはおまえだ、カラス。行くぞ、イズミノカミカネサダ──」

　和泉いずみの守かみ兼かね定さだ──それは、土方歳三の佩はい刀とうである。無名隊士の魂を継いだ犬いぬ神がみ冬夜という男の武器には名は無用だったが、土方の武器ならばその名がふさわしい。

　冬夜は、銃撃シユートモードのバレット・ブレイドを構え、銃じゆう口こうをヨシュアへと向ける。

「あなたが土方歳三だったとしても、鬼だったとしても、しょせんはランクＢのリンカーでしかない！　この僕にかなうはずがない！」

「ノア様の話、聞いていなかったのか？　土方ひじかた歳とし三ぞうは時代に抗あらがい、戦い続けた男。追われるほどに、追い詰められるほどにその力が増す」

　冬とう夜やも、ようやく理解しつつあった。

　芹せり沢ざわとの戦いで彼女に追い込まれ、そのたびに力が増していったのは、不完全ながらも土方の魂の能力を使っていたからなのだ。

　今は、追い詰められて真価を発揮した土方の力をすべて解き放っている。

「そこの女は、地獄を生き抜いてようやく見つけた希望なんだ！　クロノスの鍵かぎを故郷へ持ち帰る！　そのためにおまえは死ねぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

「魂まですべて消し飛べ、カラス」

　ヨシュアが真っ白な光を溢あふれさせ、砲撃を放つ。

　光が渦となって、冬夜とその周囲の隊士たちを呑のみ込こもうと迫ってくる。

　だが──

「影なる牙きばよ、光を食らい尽くせ……！」

　冬夜のバレット・ブレイドから真っ黒な光が放たれる。冬夜の黒いオーラをまとった竜が銃じゆう口こうから飛び出し、ヨシュアの砲撃と衝突し──

「なにぃっ、その竜は……！」

　黒い竜が砲撃の光を呑み込み、そのまままっすぐに飛んでいく。

「バカなっ、そんなバカ……なっ……！　この、僕がっ……！」

　さらに黒い竜は大きく口を開いてヨシュアを守るＤ結界に食らいつき、易やす々やすと噛かみ砕くだいていく。

「まだ、僕は世界を救ってな……！　ぐっ、あ、あああああああああああっ！」

　ヨシュアは、Ｄ結界を破やぶった黒い竜に食いつかれ、むさぼるように噛み砕かれて、全身を粉々にされ──その肉体は跡形もなく消えた。

「……って、私たちの出番なし!?　トーヤがやっちゃった！」

「ああ……まあ、別にいいだろ。おまえらボロボロだし」

「適当だ！　こんなのが新しい土方さんなのかーっ！」

　沖おき田たがキーキーと騒ぎ始める。ケガはまだまだ回復していないが、彼女のことはなにも心配なさそうだ。

「とりあえず回かい天てんに戻ろう。近こん藤どう局長も待ってる。一度態勢を立て直──」

　冬夜が言いかけたとき、凄すさまじい轟ごう音おんが響いた。

　甲板が激しく揺れ、黒船が大きく傾く。

「トーヤ！　この船、撃うたれてる！」

「見りゃわかるよ！　全員伏せろーっ！」

　冬夜は沖田に怒鳴り返してから、隊士たちに指示を飛ばす。

　周囲の三隻せきの黒船が、回天と旗き艦かんを狙ねらい、砲撃を繰り返している。Ｄ結界が防いではいるものの、この執しつ拗ような砲撃の中では、いつ撃ち破られてもおかしくない。

「ダメだ、急いで回かい天てんに戻れ！　ノア様も！」

　冬とう夜やはノアのそばへ駆け寄りつつ、叫んだ。直撃をくらったら終わりだ──

「うおおっ!?」

　一人目の隊士が回天から垂たらされたままになっていた縄ばしごを昇り始めたそのとき、ひときわ大きな揺れに襲われる。

「Ｄ結界が破やぶられたよ！」

「だから、見ればわかる！」

　冬夜は沖おき田たに怒鳴りながら、考えを巡めぐらせる。旗き艦かんの後部甲板近くが砲撃でえぐられ、破壊された砲塔が炎上している。

　旗艦の下は海だ。いっそ落ちてしまうのも──いや、リスクが大きすぎる。

　それに回天には近こん藤どうがいる。彼を残して逃げられるわけもない。

「くそっ、次の砲撃が！」

　旗艦を取り囲む三隻せきの黒船の砲塔が動き、照準を調整している。結界が破られた今、この近距離では直撃はもう避さけられない。

「ノア様！」

　冬夜はノアの手を取った。こうなったら海に飛び込む以外にない。

　隊士たちにも飛び込めと指示を出そうとして──

「…………!?」

　冬夜は、不意に猛烈な違和感に襲われた。

　突然──周囲が静寂に包まれたのだ。

　風の音も、旗艦が炎上する音も少しも聞こえてこない。

「これは……」

「時間が止まっているんです」

　ぽつりとそう言ったのはノアだった。

　いつの間にか、彼女の右手には斬撃スラツシユモードのバレット・ブレイドがあった。

「時間が……？」

　冬夜は周りを確認する。沖田はバレット・ブレイドを構え、周囲の黒船を睨にらんだままぴたりと静止している。他の隊士たちもまばたき一つしない。

「これがわたしのバレット・ブレイドが持つ銃牙フアング──時を制御する力、なんです」

「時を……本当に時を止めてるんですか」

「犬いぬ神がみさんはわたしの手を握っていたから、止まらなかったようですね。時を止めたときにわたしと接触していた人間は、能力の影響を受けないなんて知りませんでした」

「……ノア様、こんな能力があるなら」

　はっきり言って、これは無敵の能力だ。時間を止められたら、どんなパワーもスピードも意味を持たない。絶体絶命の危機からも、容易に逃げられるだろう。

「この能力は、わたしの意志では使いこなせないのです。未来を読むこともできますが、いつでも読めるわけではありません。たまたま発動した……というだけなんです」

「ですが、それは……」

「ヨシュアが言ったように、わたしはこの世界を破滅させるのかもしれません……この能力は制御ができないのですから。時を止めてしまうほどの力が暴走すれば、この時空がどうなってしまうか……」

「ノア様!?」

　冬とう夜やは、目を見開いた。ノアが、冬夜のバレット・ブレイドを掴つかみ、銃じゆう口こうをそのふくよかな胸元に押しつけている。




「もし、わたしが門を開いてしまったら──そのときは終わりにして」




「終わり……？　ノア様、あなたはいったい……？」

「優しい人にはできない。鬼なら、すぐに殺してしまう。でも、あなたなら。心優しい鬼なら、できるはずです。わたしが力を尽くして、それでも地獄の門を開く悪魔になってしまったら、そのときはわたしを終わりにして。お願い──」

　冬夜は、理解した。彼女は、これから激動する運命に立ち向かう決意を固めている。

　だが、もし運命にかなわなければ──

　この時空がヨシュアがいた地獄と同じになってしまうなら、その前に冬夜の鬼の力でノアを──彼女は、それが自分にとっての救いになると信じてしまっている。

「あなたを守れと兄さんは言った」

「…………！」

　冬夜はバレット・ブレイドを引き、ノアの細い身体からだを抱きしめる。

「俺は新しん撰せん組ぐみを兄さんから任されたんです。これは犬いぬ神がみ冬夜の意志でもある。俺はあなたを守る。一歩も退ひかずに戦う。終わりなんか──来させない」

「ありがとう……わたしは、弱いんです。心のどこかで、終わりを望んでしまうほどに。でも、あなたがいれば……」

　ノアは、そっとその身を冬夜に寄せてくる。甘い香りと、華きや奢しやな身体の感覚──

「あー、それはいいんだけど、あんまり見せつけないでもらえるかしら」

「……あ、なたは……っ！」

「マーヤ・ハイゼンベルク……!?　なんでおまえが……！」

　冬夜とノアは同時に振り向いた。

　すぐそばに、苦笑を浮かべたマーヤが立っている。

「なぜ、停止時間の中で動けるのですか……？」

「あたしってね、お飾りのリーダーなのよ。でも、ただの飾りってわけでもないの」

「あんたには止まった時間の中でも動ける力があるから、リーダーに祭り上げられた？」

　冬夜は、ノアをかばいながら尋ねる。

「今回は、あたしたちの負けのようね」

　マーヤは冬とう夜やの質問は無視して、違うことを言った。

「この四隻せきを動かしたのはヨシュア。獣のコード持ちの権限はなかなか厄介なの。あたしでも止められない」

「止められない……？　あんたもヨシュアの仲間というか、ボスなんだろ？」

「黒い船団シユヴアルツ・フロツテは、決して小さな組織じゃないのよ」

「……あなたたちも一枚岩じゃないということですか？」

「あたしにも多くは教えられない。ただ……あたしは、できるだけ人を死なせたくない。街に砲撃するなんて……あれじゃ、美お味いしいクレープ屋さんまで吹っ飛んじゃうわ」

「クレープ屋さん……？」

　ノアが首を傾かしげている。

　マーヤは冬夜に言ったのだろう。彼女が人死にを好まないというのは、おそらく本気だ。

「だから、結城ゆうきノア。あんたがあたしと来てくれたら、犠牲は出ずに済むわ」

「ノア様が犠牲になる。俺が、俺たちがそうはさせない……！」

「……そう言うと思ったわ。仕方ない、今回はこれまでにしましょう」

「待て！」

　冬夜は、鋭するどくマーヤを制した。彼女は去ろうとしている。だが、その前に確認しておかなければならないことがあった。












「副長──兄さんと車に乗ってたとき、松しよう陰いんの弟子の襲撃を教えてくれたのは……あんただよな？」

　冬とう夜やは確信を持って言った。

　あのときの声は、間違いなくマーヤのものだった。車に乗っていたときは気づかなかったが、どこか違和感があったのはクレープ屋で出会った彼女の声だったからだ。

　マーヤは、そっぽを向き、少しばつの悪そうな顔をしてから──

「いくらクロノスの鍵かぎを狙ねらうにしても、学校を襲撃するなんてね。最悪の暴力よ」

「……ああ、まったく同感だ」

　このマーヤという少女は敵ではあるだろうが、どこか憎みきれない。

　少なくとも、彼女には人を思いやる心がある。

「話せてよかったわ、犬いぬ神がみ冬夜。ええ、あなたが……犬神冬夜なのね……」

「…………？」

　マーヤは、なにか言いたげな顔でじっと冬夜の顔を見つめてから──

　右手を小さく振るった。

「なんだ……!?」

「これは……！」

　冬夜とノアは、驚きの声を上げる。二人は銀色の、奇妙な模様が浮かんだ半透明の球体に全身を包まれていた。

　二人だけでなく、沖おき田たや他の隊士たちの身体からだも同じく球体に包まれている。

「バイバイ、結城ゆうきノア、犬神冬夜──いえ、土方ひじかた歳とし三ぞうだったわね。また会いましょう」

「待て、なんだこりゃ……おまえはいったい……!?」

　冬夜はマーヤに手を伸ばそうとして、不意に視界がまぶしい銀色の光で満たされた。

　そのまま光がすべてを包み込み──冬夜は身体が浮き上がるような、不思議な感覚に襲われた。







　穏やかな波音が聞こえてくる。

　寄せては引き、緩ゆるやかなリズムを刻んでいる。

「ん……？」

　冬夜は、ゆっくりとまぶたを開ける。真上に星を散ちりばめた夜空が見える。

「……っ！　ここは!?」

「回かい天てんの甲板だよ」

　ぬっ、と沖田の顔が現れてぼそりと言った。

　冬夜は甲板に横になり、そのそばに沖田が座り込んでいる。

「回天は海をふらふら漂ただよってる。黒船はどこにも見当たらない。ヨシュアとかいう奴やつとの戦闘から二時間くらい経たってるかな。私もさっき起きたばっかだけど」

「……細かい説明どうも。みんなは？」

「近こん藤どうさんは無事。重傷の奴やつもいるけど、ここじゃどうしようもないね。陸地が見えるから、こっちからなにか信号を送ろう」

「って、おい、ノア様は!?」

「なに言ってんの、そこだよ」

「そこって……ああっ！」

　冬とう夜やは、ようやく気づいた。横になった冬夜の胸に、ノアが頭を載せて眠り込んでいる。ほのかな体温と柔やわらかな胸の感触が伝わってくる。

「はー、副長になってさっそく役得ってとこ？　白はく桜おう宮きゆうの人たちに見られたら処刑だね」

「副長は関係ないだろ……」

　冬夜は、ノアを起こさないように頭をそっと支えて甲板に置く。

　それから、立ち上がってあたりを見た。

「兄さん……」

　回かい天てんの甲板の中央に、犬いぬ神がみ夏なつ緒おの遺体が横たえられている。そのそばには近藤がいて、悲痛な表情を浮かべている。

　彼は犬神夏緒が土方ひじかたでないことを知っていたのだろうか──不意に、冬夜はそんなことが気になってしまった。

　しかし、悲しみに沈んでいる近藤に今訊きく必要はないだろう……。

「あっはっは、新しい副長さんはずいぶんとお若いがやね」

「…………！」

　冬夜はほとんど反射的にバレット・ブレイドを呼び出し、声がした方向に銃じゆう口こうを向けた。

　沖おき田たと近くにいた隊士たちも同じく銃を向けている。

「オレも挨あい拶さつに来たがやけど、今はやめといたほうがええかにゃ？」

「……だから私はそう言ったじゃないですか」

　回天の船首近くに、二人の人影があった。

　ウェーブのかかった長い髪を後ろで結むすび、黒いコートを羽は織おった大男。

　その隣には、小学生くらいの小さな女の子がいる。こちらは、ジャンパースカート姿だ。

「……誰だ、おまえは？」

「あー、わからんかね。頑張ってキャラつくってるがやけど、むつかしいもんやにゃ」

「キャラづくりとかバラすのもどうかと。あと、土佐弁メチャクチャです」

　冬夜の質問に、大男は笑いながら言い、少女は冷静にツッコミを入れる。

「いきなりバラしてしまうけんど、オレは──坂さか本もと龍りよう馬ま」

「なんだと……！」

「ちなみに私も坂本龍馬。可愛かわいくない名前が不満なお年頃です」

　冬夜は、大男と少女の突然の告白に頭がついていかない。

「おまえも……？　なにを言ってる……？」

　一つの魂を継ぐのは、一人だけ。

　冬とう夜や以外に土方ひじかた歳とし三ぞうは存在しない。沖おき田た以外に沖田総そう司じも存在しない。

　それが、リンカーのルールのはずだ。

「挨あい拶さつや言ゆうたろ。黒船も見たかったきね。どっか行きよったみたいやけんど」

「……そろそろ行きましょう。長居は予定にありません」

「はいはい、わかっちゅう」

　大男は苦笑しながら頷うなずいた。どちらが年上なのかわからない二人だ。

「いずれまた会いにくるき。それまでにはもっとキャラつくっとくきね」

「待て！　なぜ坂さか本もと龍りよう馬まが二人いる!?　いったい、どっちが──」

「どっちも本物やって。オレは、オレたちは──軍雄フオース」

「軍雄……？」

「それに、二人とは言うとらんよ。龍馬は鉄砲玉やき、なかなか全員揃そろわんがよ」

「なにを言って……!?」

　その言い方ではまるで──他にも龍馬がいるかのような。

「ふふ、驚いちゅう、驚いちゅう。また今度、もっとおもろいネタ持ってくるきにね」

　大男はそう言うと、少女を抱いて高く跳ちよう躍やくし海へと身を躍らせた。

　冬夜が素早く回かい天てんの上から海を覗のぞき込こむと──

「オレたち軍雄は、世界を変える者やき！　いずれ、結城ゆうきノアをもらいにくる！」

　回天の下に全長三十メートルほどの船があり、大男と少女はその甲板上にいた。

　大男の船はふわりと浮かび上がり、音もなく飛んでいく。

「あれも回天や黒船と同じか……？」

「軍雄とか言ってましたね……本当に二人とも坂本龍馬なのでしょうか……」

　ノアがいつの間にか目を覚ましていて、冬夜のそばへとやってきた。

「吉よし田だ松しよう陰いんの次は坂本龍馬……まだまだ現れるかもしれません。彼らは、わたしを……」

「俺たちが守ります。巡礼者ベイグラントだろうと軍雄だろうと──世界そのものが相手であろうと」

　冬夜は、坂本龍馬の船が去ったほうへと目を向ける。

　新しん撰せん組ぐみは、幕末のそれと同じく、どこを向いても敵ばかりという状況に陥ったようだ。

　ノアには、滅ほろびが待っているという未来──過酷な戦いが確実に待っている。

　その戦いで、先頭に立つのは新撰組だ。多くの血が流れることになるだろう。

　だが、冬夜に恐れはない。

　彼の隣には、結城ノアがいる。

　一歩も退ひかずに彼女を守ることが、新撰組の、土方歳三の──

　犬いぬ神がみ冬夜の覚悟と決意だった。






　　エピローグ






　永遠なる桜の都の中心──白はく桜おう宮きゆう。

　見渡す限り桜が咲き、薄桃色の海のように見える。広大な、桜の庭園だ。

　桜の海の中に、少女がたたずんでいる。

　長い黒髪に、桜と同じ色のドレス。目の覚めるような美しい少女だ。

　少女は、ひらひらと舞う桜の花びらに手を伸ばしている。

「……こんにちは」

　不意に少女は横を振り向き、柔やわらかな声で言った。

「こんにちは」

　少女の視線の先に立つ黒い服の少年もまた、穏やかに言った。

「あなたは」

　少女は、ぼそりと言う。

「あなたは──誰ですか？」

　少年はその質問に薄く笑って。

「新しん撰せん組ぐみ副長、土方ひじかた歳とし三ぞう」

　結城ゆうきノアに、彼ははっきりとそう答えた。

　黒船の来襲から十日ほどが過ぎている。

　あの大惨事では千人近い犠牲者が確認された。

　だが、黒船については白桜宮からは詳細な発表がなされていない。

　国民の多くは白桜宮が情報を隠いん蔽ぺいしていると疑っているらしいが、政府もまだ多くを把握できていないのが実情だ。

　ただ、マーヤが説明した太平洋上のポイントに、謎なぞの巨大なドームがあることは衛星から確認された。

　飛行機や船による確認はまだ実行されていない。黒船の戦闘力を目の当たりにした今、観測可能な地点まで近づくことは危険すぎるからだ。

　もっとも、他国は既に実行しているのかもしれない。だが仮に先んじられたとしても、ノアには危険を冒おかす気はないようだ。

「ぷっ」

「…………？」

　突然、ノアが小さく噴き出した。かと思うと──

「ぷっ、あはっ、あははははははははははははははははっ！」

「ノ、ノア……様？」

　腹を押さえて、爆笑し始める。

　上品で清せい楚そで可か憐れんな結城ノアらしくない──だが、年頃の少女らしい笑い方だった。

「な、なんですか？」

「だ、だって……その髪型……！」

　ノアは目に涙を浮かべて、冬とう夜やの頭に目を向けた。

　冬夜の髪は、長めに伸ばしてぼさぼさだったが、今日は前髪を上げている。いわゆる、オールバックだ。

「そんなに笑わなくても……俺も副長になったことですし、少しは威い厳げんを……」

「ですか、ですか。ぷっ、くくく……笑いを取りに来てるのかと思いました。やめましょう、全然似合っていませんよ」

　ノアは冬夜の前に立つと、無む理り矢や理りその髪をぐしゃぐしゃにしてしまう。

「ああっ、苦労してまとめたのに……！」

「もう充分笑ったのでいいですよ。無理に形から入ることもないでしょう」

「うう……」

　冬夜は、またいつもどおりのぼさぼさになった髪をかきながら、唇を曲げる。

　張り切って形を整えてきたのに、あっさり台無しにされてしまった。

　だが、腹立たしさはない。どこか、ほっとしてさえいる。

「んんっ、そ、それではあらためまして……」

　冬夜は、ぴんと背筋を伸ばす。

「ようやく正式に副長を継ぎ、ご挨あい拶さつに来ました」

「ちょうどよかったです。こちらもやっと、少し落ち着いたところですから」

　ノアは微笑ほほえみ、ゆっくりと歩き出す。冬夜もその後ろをついていく。

「ふふ、お互いに大変ですね。この歳としで重い責任を背負わされてしまったものです」

「俺はそうでもないですけどね。新しん撰せん組ぐみはたった三十人やそこらの部隊ですから」

　今のところ、二代目の土方ひじかたはまだ先代の権限を引き継げていない。

　隊士の中には、まだ冬夜が本物だと納得できていない者もいる。

　名実ともに副長となれるのは、もう少し先になりそうだ。

「うちはまだケガが治ってない奴やつも多いですし、芹せり姉ねえ──芹せり沢ざわ鴨かもが抜けて戦力も大きく落ちました。永なが倉くらや斎さい藤とう、外に出してる隊士たちを戻して、組織の立て直しですね」

「ふふ、あなたが相手でも予算はきちんと申請しないと出しませんよ」

「厳しいですね、ノア様」

　ノアがくすくす笑いながら言い、冬夜は苦笑を浮かべた。

「でも、一つだけお願いを聞いてくれたら、ちょっとは手心を加えますよ？」

「魅力的な提案ですね。なんです？」

「冬夜さん、と呼ばせてください」

「…………」

「あなたこそが、わたしがずっと会いたかった鬼──土方歳とし三ぞうです。でも、きちんと顔を合わせてお話ししたあなたは、犬いぬ神がみ冬夜さんでしたから……」

「ノア様、と呼ばせてもらってるんです。もちろん、あなたも好きに呼んでください」

「ありがとう、冬とう夜やさん」

　ノアは足を止め、土方ひじかた──いや、冬夜と向き合う。

「予算に手心を加えるのは冗談ですけどね」

「ええっ!?」

「予算を勝手にいじったら、税金を納めてる国民のみなさんに怒られますよ。ふふふ」

「……ひどいですね」

　冬夜は、また苦笑する。

「ねえ、冬夜さん。わたし、夢を見るんです、何度も何度も」

「え？」

「子供の頃から、義ち父ちに引き取られる前から、同じ夢を繰り返し見続けてるんです」

　ノアは、桜の木を見上げる。

　その顔には、わずかな悲しみが滲にじんでいて──

「空を埋うめ尽つくすような黒い船の艦隊、英雄の魂を宿す者たちの暴動と反乱、それに──時空がねじれて乱れて嵐あらしと化して世界を崩くずしていく、そんな夢です」

「それは、まさか……」

　黒い船団シユヴアルツ・フロツテに軍雄フオース、そしてヨシュアが語った〝クロノスの鍵かぎ〟をトリガーとして始まる大きな時空の乱れ──

「あくまでわたしにとっては夢でした。悪夢でもありますけど。自分に未来を視みる力があっても、その夢がいつか現実になるなんて信じ切れずにいました……」

　ノアは、一度言葉を切ってから。

「義父は違う考えがあったようで、回かい天てんの修復やリンカーを組織化した集団の創設を進めていました。彼はどういうわけか、わたしの夢が〝予よ知ち夢む〟だと確信していたのですね」

「それで、信のぶ長なが様の事業をあなたが引き継いだ……」

「そう、考えてみればおかしな話ではありますね。すべての事態の中心にいて、最後の崩ほう壊かいのきっかけになるわたしが滅亡を防ごうとしているなんて」

「ノア様。俺は、俺たちは新しん撰せん組ぐみです。滅ほろびに抗あらがう者たちです。悪あがきは──大の得意なんですよ」

「ふふ、頼もしいですね」

　ノアはくすりと笑い、冬夜の右手をおもむろに握った。

　冬夜は、びくりと身体からだを強こわばらせてしまう。

「あら、わたしにいろんなことをしてくれたのに、手を握られただけで緊張しますか？」

「……それは、まあ」

　冬夜もたまに忘れそうになってしまうが、相手はこの国の頂点に立つお姫様なのだ。

　近くにいるだけで、落ち着いてなどいられなくなる。

「すぐに他の女の子に目移りするくせに？　マーヤさんも可愛かわいい子でしたよね」

「だ、だからオキとは……それに、マーヤなんて何者なのかすら……」

「ふふ、冗談です。わたしの鬼は、可愛かわいいところがありますね」

　ノアは、小首を傾かしげて笑う。

「でも……頼りにしています。わたしには、あなたたちしかいないんです……」

「はい、ノア様……」

　冬とう夜やは頷うなずき、ノアの手を握り返した。

　その手は小さく細く、柔やわらかい。手の感触からは、彼女が時空を狂わせる存在だなどと信じられない。

　いや、そんなことは信じられなくてもいい。冬夜はノアを信じている。彼女を守るために生きると決めた自分の覚悟を疑っていない。

　彼女のせいで世界が滅ほろびに向かうならそれでもかまわない。

　冬夜は、それに抗あらがえばいいだけだ。

　この身に宿した二人の鬼の声を聞き、己の覚悟をもって道を切り開いていく。

　強くなり、大切なものを守る──その誓いは今も冬夜の胸にある。

　いや、強くなるべきは己だけでなく、新しん撰せん組ぐみという組織そのもの。

　新撰組副長土方ひじかた歳とし三ぞう──犬いぬ神がみ冬夜の戦いは、今まさに一歩を踏み出したのだ。












あとがき




　はじめまして、あるいはお久しぶりです。鏡かがみ遊ゆうです。

　といっても、前作からそこまで時間は経たってないですかね。前作が剣だったので今度は銃という清すが々すがしいまでの単純さですが、とにかく新作です。

　メインウェポンをかっこいいデザインに仕上げていただいたので、バシバシ活躍させたいですね。ガンマニアというほどではないですが、銃は大好きなので楽しいです。

　しかも幕末！　新しん撰せん組ぐみ！　戦国武将もちょこっとあるよ！　と、なんだか作者の趣味が全開って感じですね。いえ、舞台自体は現代っぽい世界なんですけど。

　この作品では歴史上のお話も多少織り込んでいますが、俗説上等、最近の研究では否定されていようと、面白いエピソードを上う手まくアレンジできればなと。

　私、かつて歴史を学んでいた秘められし過去もあるのですが、まったく活いかされることなく今日まで生きてきたので……盛大に無駄にした学費の元を取るチャンスですね！




　冗談はともかく、登場する皆さんについても軽く。

　今作の主人公はメンタル面も成長していくタイプです。前作主人公は最初からキャラが完成していましたが、冬とう夜や君はどこへ向かうのか。あまり変態にならないといいですね。いや、そのほうがいいんでしょうか。素質はありそうですし、さあどうなることか。

　ヒロインはガチでやんごとなき方なので、エロいシーンとかつくりにくいなあと思ってましたが、そうでもないかも。まあ、お姫様だろうが女神様だろうが遠えん慮りよなく脱がしていく方向で。恐れるものはなにもない。

　とりあえず、ノア様には黒髪ロング、巨乳、セーラー服、凛りんとしたお姫様、おっとり、ちょい毒舌と、好きな要素をぶち込めるだけぶち込んでます。

　沖おき田たやマーヤも、まだまだ見せてない面がありますので楽しみにしていただければと！




　最後に、謝辞です。

　前作に続いて挿絵を担当してくださっているみけおう先生。今作も可愛かわいい絵をありがとうございます。肌色たっぷりの絵も楽しみです！

　同じく、前作に続いて担当してくださっている編集Ｋ様。いつも盛大にご迷惑をおかけしていますが、今作もよろしくお願いします！

　本の制作・販売に関かかわってくださった皆様、そして読者様に最大限の感謝を。

　では、またお会いできれば嬉しいです。





二〇一五年八月　鏡遊











　著者

　鏡遊（かがみ・ゆう）

　　フリーのシナリオライター。主にＰＣゲームのシナリオを執筆。

　　ライトノベルのお仕事もなんとか続いています。

　　というわけで、新作はじめました。

　　銃とか出てきます。いつか実銃も撃ちたいですけど、恐るべき引きこもりなので遠い夢ですね。




　イラスト

　みけおう

　　北海道出身、札幌在住のイラストレーター。

　　鏡先生の新シリーズです、新撰組はあまり詳しくないので色々勉強していきたいと思います。

　　まずは土方歳三最後の地と言われてる函館あたりに、グルメ旅にでもいきたいですね。

　　そのあとは京都に…！

　　ＨＰ「PINK CHUCHU」

　　http://www2.odn.ne.jp/~cai16580/
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